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01

基盤



基盤

高原に立っているところを想像してみてほしい。​目の前

には広大な風景が広がり、あらゆる方向へ、とうに踏み固め

られた道が延びている。資本主義の広い大通り、社会主義の

踏み分け道、民主主義の入り組んだモザイクの小道、独裁国

家の石だらけの行軍路。どの道にも幾世代もの足跡が刻ま

れ、どの道にもそれぞれの歴史がある。そしてよく目を凝ら

せば、どの道も同じ壁の前で途切れている。

名前を与えずとも、わたしたちはこの壁を感じている。

次々と更新される気候報告のなかに、燃える森と熱を帯びす

ぎた海のなかに、それを感じる。危機のたびに広がっていく

貧富の差のなかに、そして働く世界にもはや居場所を持たな

い見えない人びとのなかに、それを見る。信頼が崩れたため

にぐらつく民主主義と、力を増す独裁のなかに、それを体験

する。そして終わりのない通知の霧のなかに、わたしたちの

時間を食い荒らし、思考を操り、人間らしさをほつれさせる

アルゴリズムのなかに、その匂いを嗅ぎ取る。

本書は、この壁で行き止まりにならない道を描こうとす

る試みである。その道の名は SOLISといい、政党の綱領でも

宗教でも国家でもない。今世紀の条件に耐えうる社会秩序の

構想である。そこに生きる人びとが過ちを犯しうる存在で

あっても公正であり続け、危機から強くなって立ち上がり、

みずからを正すことのできる秩序だ。構想に入る前に、なぜ

それが必要なのかを明らかにしておかなければならない。
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基盤

既存の秩序の行き詰まり

人類はその歴史の​なかで、いくつもの大きな秩序の構想を
生み出してきた。そしてそのどれもが、確かな何かを成し遂

げてきた。

資本主義は、豊かさと発明の力をかつてない規模で解き

放った。同時に、生命の自然の基盤を略奪し、社会を分断し

た。社会主義は平等の約束を真剣に受け止めたが、その現実

の姿においては自由と発明の精神を窒息させた。民主主義は

人びとに声を与えた。しかし多くの声が、自己修正の仕組み

を欠いた方向なき騒音へと変わるところで、その限界に突き

当たる。独裁は決断力と秩序を見せつけたが、その代償は尊

厳と創造の力であり、それなしにはどんな社会も生き生きと

してはいられない。

これらの構想のどれも、単純に誤っているわけではな

い。どれもが、自らの論理では越えられない内的な限界に行

き着いたのだ。そしてこれらの限界が今日これほど鋭く浮

かび上がるのは、それらの秩序が生まれた条件が根本から移

り変わったからである。現代の大きな課題は、もはや一国の

ものではなく、もはや互いに切り離されてもおらず、もはや

ゆっくりとも進まない。気候の変化、富の集中、デジタル技

術による激変、そして真実への共通の拠り所の侵食が、互い

に絡み合っている。それらは互いを強め合い、既存の制度が

処理できるより速く広がっていく。より緩やかで、より境界

のはっきりした世界のために築かれた秩序は、つながり合い

加速した世界を、もはや確かな手つきで舵取りすることはで

きない。わたしたちが向き合っているのは、取り替えのきく
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基盤

壊れた歯車ではない。その造りがもはや条件に合わなくなっ

た機械なのである。

こうした背景のもとで、SOLISはみずからを新たなイデ

オロギーとは考えない。それは、何が欠けているのかを冷静

に分析したことへの答えであり、その答えは四つの必然にま

とめることができる。

第一に、人間と地球と技術を、どれかを他に従わせるので

はなく、均衡のなかに置く秩序が必要である。人間を自然の

上に置くのでも、機械を人間の上に置くのでも、経済をすべ

ての上に置くのでもない。第二に、短期的な利益を最大化す

るのではなく、持続性と回復力と共通の幸福へと方向づけら

れた秩序が必要である。みずからを可能にしている基盤を食

いつぶす成長は、進歩ではない。第三に、倫理的な限界を犠牲

にすることなく発明を後押しする秩序が必要である。その秩

序は、人工知能から遺伝子技術に至るまで、現代のもっとも

強力な道具を、人間をそれらに委ねるのではなく、人間に仕

えるものとして据える。第四に、能力と良心を結びつける秩

序が必要である。それも強制や金銭や権力の蓄積によってで

はなく、意味と共通の方向づけによってである。歴史のもっ

とも深い転換は、単なる技術の運動であったことはなく、つ

ねに文化と倫理の運動でもあった。

このような構想はユートピアだという反論が、すぐに思

い浮かぶだろう。しかしそれは、よりよい人類という前提に

立っているのではない。それが立脚しているのは、これまで

どおりに続けることこそが本当にありそうもないことだ、と

いう洞察である。生態系の運命も、技術の運命も、地政学の

運命も共有されている世界では、現状を書き継ぐことは安全

な選択ではなく、あらゆる可能性のなかでもっとも危うい選

択である。SOLISは人間の経験のうち確かなものの上に築
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基盤

かれる。発明の才、倫理の深み、そして自分の身近なものを

超えて考える力である。それらを、担うことのできる一つの

秩序へと組み上げるのだ。

岐路に立つ人類

人類がこれほど大​きな力を自らの運命に対して持ったこ
とは、かつてなかった。わたしたちは遺伝子を変え、地球を

離れ、世界を一つの対話へと変え、数十年前には考えられな

かった規模で資源を利用し、あるいは破壊することがで

きる。そしてこれほど深淵の近くに立ったことも、かつてな

かった。手に入れた力に見合うだけの叡智も、注意深さも、公

共心も、ともに育ててはこなかったからである。既存の秩序

が限界に突き当たっているというのは、だから抽象的な診断

ではない。それはいくつもの同時進行する危機のなかに現れ

ている。どの危機もそれだけで重いが、それらが結びついて

はじめて本当の姿が見えてくる。

生態系の危機はもっとも根本的なものである。あらゆる

社会の物質的な前提にかかわるからだ。資源をその再生より

も速く消費し、気候の安定を無償の持参金のように扱う経

済は、自らが存続するための条件を掘り崩していく。不安定

になった地球の上では、どんな豊かさもどんな進歩も、長く

守ることはできない。社会の危機は、社会の結びつきを内側

から空洞にしていく富と機会の集中のなかに現れる。参加と

排除のあいだの開きが大きくなりすぎると、法の前の平等と

いう約束は、実感できる裏づけを失い、それとともに、あら
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基盤

ゆる秩序を支える信頼もまた失われる。技術の危機は独特で

ある。手段を変えるだけでなく、人間そのものを変えるから

だ。デジタルのシステムはいまや、人びとが何を知覚し、ど

う判断し、どこに注意を向けるかを決めている。それらのシ

ステムがひたすら注意を換金することだけに奉仕するとこ

ろでは、意識的な制御を逃れる静かな操縦が生まれる。

政治の危機は、これらの危機から生じる。制度がもはや問

題を処理できなくなると、信頼が薄れる。信頼が薄れると、難

しい状況を解決するのではなく覆い隠すだけの単純な答え

が力を得る。安定した民主主義がぐらつき始め、権威主義の

モデルが、行動する力を約束することで魅力を増す。そして

最後に意味の危機は、もっとも見えにくく、それでいてもっ

とも深く作用する。人間を何よりもまず消費者として、労働

力として、データの点として扱う秩序は、黙らせることので

きない一つの問いを答えのないままにする。これらすべては

何のためにあるのか、という問いだ。わたしたちは、何が十

分なのか、何がよいことなのか、そして「わたしたち」とは

何を意味するのかを、もはや知らない。消費が意味に、気晴

らしが対話に、効率が人間らしさに取って代わる。意味への

問いに持ちこたえる答えがなければ、社会がその抵抗力を汲

み取ってくる内なる支えは崩れていく。

これらの危機は、一つずつ、順番に解決することはできな

い。互いが互いの条件になっているからだ。一つの全体とし

て構想を立てる理由は、まさにそこにある。生態系、経済、法、

教育、文化、技術を別々の所管として扱う秩序は、本当の問題

が横たわる接点でつまずくことになる。だから SOLISは、個

別の改革から出発するのではなく、つながりから出発する。

11



基盤

五つの倫理的基盤

長く続くどんな秩​序にも、その法律や技術や制度よりも深
いところにある基盤が必要である。それらは変わっていく

が、基盤は支え続けなければならないからだ。その基盤はコ

ンクリートでも金でも権力でもなく、価値でできている。

SOLISにおいて、それは五つの基盤である。ここでそれらは

信仰告白としてではなく、実際に働く原理として示される。

どの基盤も、ある種の秩序を排除し、ある種の制度的な帰結

を伴う。

人間の尊厳

中心にあるのは、​手段としてではなく、それ自体が価値で
ある人間だ。出自、性別、年齢、信条、あるいは能力にかか

わらない。そこから、すべての人間が同じだという結論は出

てこない。しかし、すべての人間が価値において等しいとい

う結論は出てくる。この原則を真剣に受け止める秩序は、人

間を役に立つ者と役に立たない者に分けてはならず、生産的

でないとみなされたからといって誰かを見捨ててはならな

い。認知症の九十歳の女性は重荷ではない。ケアを受ける権

利を持った共同体の一員である。難民はコスト要因ではな

い。歴史と痛みと希望を持った一人の人間である。その制度

的な帰結は、就労の経歴に左右されない基本供給と、強い者

と同じように弱い者を守る法である。
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基盤

個人と共同体の均衡

人間は孤立した一​匹狼でも、集団の単なる一要素でもない。
成長するための自由と、栄えるための共同体を必要とする、

社会的な個人である。個人の自由は、それが共同体の幸福を

破壊するところで終わる。共同体の幸福もまた、個人の尊厳

を押しつぶすような形で定められてはならない。この均衡は

一つの状態ではなく、絶えず釣り合いを取り直さなければな

らない生きた舞踏である。それには、この比較衡量を一方的

に決めてしまうのではなく、まさにそれを担う制度が前提と

なる。ある事業体が、短期的により多く稼ぐために環境基準

をすり抜けることは許されない。それは共同体を傷つけるか

らだ。しかし共同体もまた、参加と対話と敬意なしに、人び

との頭越しに、何がすべての人にとってよいことかを決めて

はならない。

地球への責任

地球は舞台装置で​も原料の倉庫でもない。それは、あらゆ
る社会が依存する生命圏である。わたしたちが支配するので

はなく、わたしたちがその一部である、生きたシステムだ。そ

こから、再生を許す利用への義務、生態系への介入における

最大限の慎重さへの義務、そして自然の基盤の保護を脇の話

題としてではなく中心的な任務とする義務が生じる。この原

則は道徳的な付け足しではなく、生き延びるための条件であ

る。死にゆく地球の上では、どんなシステムも、どんな豊か

さも、どんな進歩も存続できない。SOLISにおいて自然の基

盤が私的な取得の手から外されている理由も、生命圏が秩序

の決定のなかで固有の声を得る理由も、この原則が裏づけて

いる。
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知と叡智の育成

SO L I Sはその​決定を、権力や金銭やイデオロギーではな

く、手に入るかぎり最良の知見に、倫理的な判断を結びつけ

たものの上に据える。倫理なき知は破壊的になりうるし、知

なき権力は盲目である。両者が結びついてはじめて支えと

なる。そこから、たゆまぬ研究への義務、前提の検証可能性

への義務、そして知への開かれたアクセスへの義務が生じ

る。さらにそこから、賢さだけでは足りないという洞察が生

まれる。何世代にもわたる帰結を見通す先見性と、自らの誤

りをありうるものと考える謙虚さが必要なのだ。その二つを

合わせたものを、わたしたちは叡智と呼ぶ。

長期的なレジリエンス

秩序の価値は、​平穏な時代ではなく危機のなかで明らかに
なる。だから SOLISは回復力の上に築かれている。それは学

ぶことができる。自らを正すことができるからだ。それは強

い。分散して組織されているからだ。そしてそれは適応でき

る。フィードバックを真剣に受け止めるからだ。崩壊するこ

となく疫病を乗り越える医療制度。一部の故障を他の部分で

受け止める電力網。嘘が効き目を現す前にそれを見抜く公共

圏。レジリエンスとはそういうものである。生態系と地政学

と技術の不確かさに刻まれた未来において、この秩序はただ

持ちこたえるだけであってはならない。重圧から強くなって

立ち上がらなければならない。

これら五つの基盤は、続くすべての章を測る物差しとな

る。それは個々の決定に方向を与える羅針盤であり、同時に、

多くの個別の規定が継ぎはぎではなく一つの秩序となるた

めの条件でもある。そしてそれは制度のための規則以上のも

のだ。人びとがそのなかへと育っていける姿勢でもある。あ
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らゆる生命への敬意、言葉と行いにおける誠実さ、自らの行

動への責任、弱い者の保護、そして他者の自由を自らの自由

の条件として認めること。わたしたちはトランプの家を建て

るのではない。百年後にも五百年後にも支え続けるべき基盤

を築くのだ。成長し、学び、失敗し、自らを新しくし、何度

でも立ち上がることのできる、生きたシステムを。

狭い核と広い自由

一つの誤解を、​最初に解いておかなければならない。SOLIS
が交渉の余地のない五つの基盤の上に立っているというこ

とは、人間のよい生き方がどこにあるかを SOLISが指図す

るという意味ではない。基盤は狭く、堅固な核である。その

上には大きな自由が広がっている。意味とは何か、幸福とは

何か、充足とは何か、そしてどんな道がそこへ通じるのかを

決めるのは秩序ではなく、一人ひとりの人間と一つひとつの

共同体である。それまでも定めてしまう秩序は、もはや枠組

みではなく、自らを法へと押し上げる世界観になってしまう

だろう。だから SOLISは、すべての人に当てはまるものと、

一人ひとりのものとを厳しく分ける。交渉の余地のないもの

の狭い床と、その上に広がる多様なものの広がりである。こ

の区別は、文化から世界秩序に至るまで著作全体にわたって

繰り返し現れ、SOLISが多様性を恐れるのではなく、それを

必要とする理由となっている。
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方法と本書の構成

本書の掲げるもの​は、一定の方法を求める。個々の領域を
展開する前に、それを明らかにしておくのが理にかなって

いる。

第一の取り決めは、原理と制度を結びつけることである。

検証できる規則や手続きや機関へと翻訳されない価値は、何

の結果も生まない。だから本書は、望ましい状態を描くこと

に満足しない。できるかぎり、その状態を持続させる仕組み

を名指しする。それも、個々の関係者が秩序を悪用しようと

する場合のためにこそ、である。ある原理が導入されるとこ

ろでは、だからつねに、それがどう守られるのかを問わなけ

ればならない。第二の取り決めは、秩序を秩序自身に適用す

ることである。どんな社会秩序にとっても、もっとも難しい

問いは、それが市民をどう統治するかではなく、自らの権力

をどう制限するかである。SOLISはこの問いに、それ自体は

統制されないままの最高監督機関によって答えるのではな

い。同じ原理を自らの制度に当てはめる。透明性、権力の分

立、市民全体への結び戻し、乗っ取りからの保護である。この

考えは権力の秩序についての章を支え、著作全体にわたっ

て繰り返し現れる。第三の取り決めは、自らの構想に対して

誠実であることである。ある解決が近似にすぎないところで

は、本書はそう言う。ある道が失敗しうるところでは、その

危険を名指しする。

この土台の上に、構成が展開される。この第一章は倫理的

な基盤を据える。第二章は権力の秩序を構想する。基本権、諸

機関の環、そして公共圏である。第三章は法を、第四章は安
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全と防衛と平和を、第五章は経済と資源を、第六章は地球を

扱う。続いて、教育と知、健康と幸福、文化と意味、そして

技術と人工知能と、より大きなつながりのなかでの人類の位

置が論じられる。第十一章は、あらゆる持続的な変化が拠っ

て立つ基盤としての子どもと家族に、第十二章は既存のもの

からこの秩序への道に、第十三章は SOLISと世界との関係

にあてられる。最後の章は基盤と構成要素をまとめ、前方へ

と目を向ける。

第二章から第十三章までを、さらにマラという名の一人

の女性が歩いていく。彼女は架空の人物であり、彼女が暮ら

す川辺の町も架空である。しかし彼女の身に起こることは

すべて、まさに本書が構想していることである。だから彼女

はどの章の始まりにも立っている。秩序を理解するだけでな

く、目に見えるものにするために。

それぞれの領域は互いの上に積み重なっているが、それ

ぞれ単独でも理解できるようになっている。だから本書は、

初めから終わりまで通して読むことも、狙いを定めて読み解

くこともできる。誰もが同じ順序で考えるわけではない。環

境から入る人もいれば、教育から入る人も、意味への問いか

ら入る人もいる。だから本書は足場ではなく網であり、それ

でいて最後には一つの像を結ぶ。安心させるための文章で

はない。議論のための構想であり、既存のものの管理ではな

く、根本から異なり、しかも持ちこたえる秩序が可能だと考

えるすべての人に向けて書かれている。
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章

02

社会と権力の秩序

その手紙は火曜日に届いた。四十一歳のマラは川と岸辺の事

業体で働く河川技術者で、一年の任期で地域議会の議員に抽選

で選ばれたのだった。彼女は一度も公職を望んだことがなく、

断ることもできた。最初の会期の日、彼女は選挙で選ばれた農

家と、抽選で選ばれた料理人の女性とのあいだに座っていた。

目の前には地域の予算案があり、読みたい人には誰にでも公

開されていた。「何も知らなくていいんですよ」と、すでに二

年目を迎えていた料理人が言った。「わかるまで質問すればい

いだけ。わたしたちはそのためにここにいるんです」



社会と権力の秩序

基本権と、そのあいだの比較衡量

SO L I Sの中心には、二重の約束がある。​あなたは自由で

あり、そしてあなたは守られている。あなたを押しつぶすこ

とも、ひとりにすることもない共同体の一員として。当たり

前のことに聞こえる。けれども既存の秩序は、しばしばまさ

にこの点でつまずく。それらは紙の上では完全なのに、生活

の現実のなかでは空っぽのままの権利を保障する。学校が荒

れ果てていく場所での教育を受ける権利、財産に左右される

健康への権利、経済の力やアルゴリズムの力によって黙らさ

れる意見表明の自由。SOLISはここから根本的な結論を引

き出す。権利は、それを実際に支える仕組みと同じだけの強

さしか持たない。権利を宣言するだけでは足りない。日々の

暮らしのなかで実感でき、測定でき、訴えることのできるも

のでなければならない。

SOLISが保障する基本権には、生命への権利と、身体と

心の不可侵、意見と信仰と良心の自由、そして移動と集会と、

教育と職業の選択の自由が含まれる。さらに、尊厳ある生活

の物質的な基盤への確かなアクセスが加わる。水、食料、住

まい、エネルギー、教育、健康、参加である。この最後の保

障は恩恵ではなく、ほかの自由の条件である。飢え死にする

自由は自由ではなく、手立てがないために治療できる病気で

死ぬ自由も自由ではない。人間を超えて、SOLISは自然の生

命圏に固有の保護の権利を認める。それがどのように効力を

持つかは、地球についての章で展開される。

これらの権利が抽象的なままにとどまらないよう、それ

らは手続きと機関のなかに錨を下ろし、その実際の状態は継

19



社会と権力の秩序

続的に調べられる。基本権の観察は、この章でのちに紹介す

る独立した透明性・監査機関の任務である。この機関は、人

びとの現実の自由と尊厳がどうなっているかを、法の規定の

うえでではなく、生活の現実のなかで定期的に測る。特定の

集団が系統的に不利な立場に置かれていることがわかれば、

その不平等をなくすための的を絞った施策が始動する。ある

権利を保障することは、こうしてその権利が実際に果たされ

ているかを確かめる義務を含むのである。

絶対の床と比較衡量の手続き

もっとも難しいの​は、一つの権利が侵されることでは
なく、二つの権利が互いにぶつかり合うことである。ここで

は、賢明でその場に応じた判断を持ち出すだけでは足りな

い。それは本当の決定を、決める者の裁量に委ねてしまうか

らだ。SOLISはこの裁量を、確固とした限界を持つ手続きに

置き換える。その第一に、絶対の床がある。人間の尊厳と、そ

の身体と心の不可侵は、衡量の対象にならない。それらは一

つの閾を形づくり、その下では、どんな財も別の財と差し引

きされることはない。どんな公共の福祉の論拠も、どんな効

率の向上も、その侵害を正当化しない。

この閾の上では、衝突は定められた比例性の基準によっ

て裁かれる。権利を制限しようとする者が説明の責任を負う

のであって、権利を制限される者が負うのではない。つねに

もっとも穏やかで有効な手段を選ばなければならない。決定

は公に理由を示されなければならず、倫理評議会と司法によ

る審査を受け、先例として記録される。こうして同じ状況は

今後も同じように扱われる。比較衡量はこうして善意の問題

ではなく、確固とした床と明確な立証責任と検証可能性を備

えた、たどることのできる手続きとなる。

20
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権力の秩序：環

あらゆる支配の形​態の歴史に繰り返し現れる問題がある。
権力は、自らを保ち、自らを強め、自らを守ろうとする傾向

を持つ。それは金と影響力と縁故の網を引き寄せる。利害が

互いをかばい合う閉じた輪をつくる。最後には、制度の誠実

さも、市民の信頼も、社会が長い目で行動する力も損なわれ

る。この問題を解決せず、ただ別の場所へ移すだけの秩序は、

持ちこたえることができない。

なぜ賢者の支配は失敗するのか

すぐに思い浮かぶ​答えは、もっとも賢く、もっとも誠実な人
びとを頂点に置くことである。叡智と人生の実績と人格の

確かさを確かめる、念入りな手続きによって選び出して。こ

の答えは魅力的であり、そして歴史によって反証されてい

る。プラトンの哲人王、中国の科挙官僚、レーニン主義の前

衛。これらの構想はどれも、最良の者を選ぶという約束で始

まり、権力の集中で終わった。その理由は個々の人物の失敗

にあるのではない。構造的な弱点にある。叡智と誠実さは客

観的に測ることができない。秩序がそれらを選抜の基準に据

えるところでは、選抜の手続きそのものがもっとも価値ある

財となり、したがって乗っ取りの標的となる。ふるいを握る

者が、システムを握る。「よい人を選べばいいだけだ」という

要求は、だから権力の問題を解決しない。それは問題を、もっ

と統制しにくい場所へと移すだけである。

SOLISはここから明確な結論を引き出す。指導機関をよ

り美しく描くことに代えて、秩序自身が名指ししているあの
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力学に抗う、固い仕組みを据えなければならない。その仕組

みとは、頂点が存在しないということである。

頂点の代わりに環を

SO L I Sでは、​頂点に立つのは大統領でも君主でもなく、政

党でも計算機でもない。権力はピラミッドとしてではなく、

環として築かれている。互いを検証し合い、そのどれもが最

終審ではない諸機関の円環である。この円環に組み込まれた

者を、本書は「環入り」と呼ぶ。新しい状態のための新しい

言葉であり、組み込まれ、互いに結ばれ、上へ抜ける出口を

持たない状態を指す。

議会は規則が生まれる場所である。秩序のあらゆる段階、

近隣地区、地域、国において、議会はそれぞれの領域の法律

と予算を審議し、議決する。その構成は混成である。一部

は、自らの提案と公開された結びつきに責任を負う、選挙で

選ばれた人びとからなり、もう一部は抽選で決まった市民か

らなる。選ばれた部分は綱領と責任をもたらす。抽選の部分

は社会をその幅のすべてにおいて議場へと運び込み、あら

ゆる選挙のまわりにできあがるカルテルを打ち破る。どの集

団も単独で議会を動かすことはできない。抽選が埋める部分

を、買収することも、前もって味方につけることもできない

からだ。

任期付きの職は、議会が決めたことを実行する。行政を担

い、建設し、供給し、組織する。その長は開かれた手続きに

よって適性に応じて任命され、任期は限られ、交代し、説明

責任を負う。どの職も一人の人物のものではない。どの職も

貸し与えられ、そしてまた取り上げられる。

賢人評議会はこれらの機関の一つであって、その頂点

ではない。その任務は長期的で分野横断的な方向づけであ
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り、日々の問題の地平を越えて考え、他の機関に構想と比較

衡量を提供することである。助言し、構想し、警告する。命

令はせず、単独で決定もしない。その強さは判断にあり、権

限にはない。

倫理評議会は、あらゆる段階で基盤の審査機関として働

く。法案や広範な影響を持つ決定を、法的・経済的な整合性

だけでなく、五つの基盤と両立するかどうかについて審査す

る。その構成は分野横断的で、科学、哲学、芸術、ケア、手

仕事、そしてふだん声を聞き逃されがちな集団から人が

集まる。そして強い審査権と、決定を延期させる拒否権を持

つ。秩序の価値に根本から反する動きを止め、問題を議会と

市民全体へ差し戻すことができる。こうして倫理評議会は影

響力を持つが、無制限の権力は持たない。

司法は、法を拘束力をもって、すべての人に等しく適用す

る。決定的なのは、司法が法を環の他の機関にも適用するこ

とである。どの職も、どの制度も、法の上には立たない。

そして透明性・監査機関は、それなしには環が機能しえな

い基盤を守る。情報への開かれたアクセスである。決定と資

金の流れと利益相反がたどれるようにし、基本権の状態を観

察し、ある機関が知識を独り占めすることで他の機関を盲目

にするのを防ぐ。

これらの機関は、円環をなして互いを統制する。議会は議

決するが、倫理評議会はそれを止めることができる。職は実

行するが、司法がそれを縛る。賢人評議会は構想するが、決

定はしない。監査機関はすべてを見るが、何も命じない。ど

の機関も他の機関なしには行動できず、どの機関も他の上に

は立たず、統制の連鎖が途切れる地点はどこにもない。ピラ

ミッドとの決別は、まさにここにある。頂点のないところに

は、乗っ取りの最高の標的もない。
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段階と補完性

環は一つではなく、​多数ある。秩序は段階をなして築かれ
ている。近隣地区から都市と地域を経て国へ、さらに世界秩

序の章が扱う惑星の段階まで。どの段階もそれ自体が一つ

の環であり、議会と職と倫理評議会と司法と監査機関を持

つ。段階のあいだには、厳格な形の補完性原理が働く。上の

段階は、下の段階が本当にできないことしか行ってはならな

い。決定は、人びとと事柄にできるかぎり近いところで下さ

れ、権力は上から下へではなく、下から上へと流れる。遊び

場は近隣地区に、浄水場は地域に、気候目標は国々の連合に

属する。

外の錨としての市民全体

自分のなかだけで​回る環は、閉じたシステムのままだ
ろう。だから環は、下へ向かって民衆のなかに錨を下ろして

いる。市民全体は、制度の円環の外に位置するただ一つの結

び目であり、憲法を制定する力を握っている。環の機関を解

任し、それに異を唱え、それを新たに構成し直すことができ

る。賢人評議会と他の会議体の成員は、撤回できる委任にも

とづいて務める。その権限は借りものであって、所有物では

ない。SOLISにおいて権力は褒賞ではなく、預かりものなの

である。

市民全体が自ら決めることと、議会に委ねることは、厳密

に定められている。どちらも際限なく膨らまないようにする

ためだ。市民全体に直接属するのは四つのことである。秩序

そのものの受け入れ、その核に触れるすべてのこと、その機

関の解任と再構成、そして議会が付託した問い、あるいは十

分な支持を集めた請求が持ち込んだ問いである。それ以外の

すべて、つまり法律、予算、事業、秩序の日常は、議会が決
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める。その議会には、抽選によって市民全体がそもそも自ら

座っている。こうして民衆の力は根であり続けるが、水道管

の一本一本が国民投票になるわけではない。

しかしここには、SOLISがはっきりと避ける一つの危険

がある。純粋で直接的な多数派の力は、秩序が最初から退け

ている諸力を呼び戻してしまうだろう。ポピュリズム、操

作、エコーチェンバー、方向のない声のざわめきである。そ

の答えを、SOLISはすでに自らのうちに持っている。市民全

体の力は生の投票として行使されるのではなく、熟議による

参加の仕組みによって構造化される。情報にもとづき、事実

に立脚し、操作から守られている。市民全体のどの決定の前

にも、市民は検証された多様な情報の基盤と、専門的な議論

の場と、倫理的な比較衡量の助けを受け取る。決定はこの基

盤の上ではじめて下される。こうして民衆の力は、ポピュリ

ズムへ転じることなく、正統性の根であり続ける。

こうして、ばらばらでは持ちこたえないものが一つにま

とまる。権力は頂点なき環であり、環は民衆のなかに根を下

ろし、民衆の力は熟議によってろ過される。これが秩序の秩

序自身への適用である。SOLISは、社会を統治させるのと同

じ原理によって、自らを統治するのである。

乗っ取りに対する仕組み

これが単なる原理​ではなく仕組みであり続けるために、環
は四つの具体的な構成要素に支えられている。

第一は抽選である。議会と監督機関の一部は、選挙で選

ばれるのでも任命されるのでもなく、古代の評議会や陪審

にならって、市民全体のなかから輪番で抽選によって埋め

られる。くじは前もって買収できない。くじの上に出世の道

を築くことはできない。くじから安定したカルテルが生まれ
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ることはない。それはシステムのなかの買収されない要素で

ある。

第二は、任期の上限をともなう強制的な輪番である。権力

は一か所に居座るのではなく、手から手へと渡っていく。誰

もが、ある地位を自分のものにしてしまうほど長くとどまら

ないところでは、何も固まらない。

第三は、解任と再構成の権利である。賢人評議会も他のど

の機関も、構造化され情報を得た市民全体の多数によって解

散させ、新たに構成し直すことができる。番人は、その委任

が支持されているあいだだけ務め、それ以上は務めない。

第四は、情報を握る力と決定する力の分離である。どの機

関も、何を知るべきかを決めることと、何をなすべきかを決

めることを同時に行ってはならない。透明性・監査機関は、知

の基盤が共有され開かれているようにする。こうしてどの結

び目も、情報の独占によって他を支配することはできない。

くじと専門知識

反論はすぐに浮か​ぶ。偶然に選ばれた市民が、理解してい
ない事柄についてどうやって判断するというのか。答えは、

くじが果たす役割にある。くじが埋めるのは専門の任務では

なく、統制である。発電所を運転するため、手術を指揮する

ために抽選で選ばれる者はいない。抽選で選ばれるのは、運

転する者や指揮する者が誠実に、比例を守って、基盤の趣旨

に沿って行動しているかを確かめる者である。それに必要な

のは専門の学位ではなく、判断力と時間とよい情報だ。後者

は監査機関が用意する。抽選で選ばれたどの会議体にも、互

いに反論してよい、さまざまな立場の専門家を付けるのであ

る。選ばれた者は務めのあいだ仕事を免除され、その務めは

貢献として数えられる。できない者、望まない者は断ってよ
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い。強制するくじは、その尊厳を失うだろう。こうして偶然

は素人仕事にはならず、何世紀も前から陪審においてそうで

あったものになる。共同体の買収されないまなざしである。

賢人評議会の選出

これらの構成要素​から、賢者の支配がつまずいた問いへの
答えも出てくる。隠された叡智のふるいが乗っ取りの対象に

ならないよう、どうやって賢人評議会を構成するのか、とい

う問いである。

SOLISは、候補者の叡智について閉じた手続きで判定す

る会議体を置かない。その代わりに、多段階の開かれた手続

きを置く。候補者は広く推薦され、公に審査される。それも、

公開され異議を申し立てることのできる基準によってであ

る。示すことのできる判断力、人生の実績、責任を担う力の裏

づけによってであり、「叡智」についての不透明な点数によっ

てではない。この手続きで決定的な役割を果たすのは、抽選

で選ばれた市民の会議体である。その会議体自体が入れ替わ

るので、前もって買収することはできない。最終的な憲法制

定の力と解任の権利は、市民全体のもとにとどまる。任期は

限られ、委任は撤回できる。こうして叡智は一度かぎりで認

証されるのではない。評議会はつねに説明責任を負い、取り

替えのきく存在であり続ける。

時間に追われるなかでの決定

熟議には時間がか​かり、どんな状況でもその時間が許され
るわけではない。疫病、堤防の決壊、電力網への攻撃は、数

か月ではなく数時間のうちの決定を求める。ここに、どんな

秩序も抱える誘惑が潜んでいる。非常の名のもとに、規則の

上に立つ全権をつくり出すという誘惑であり、歴史は、そう
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した全権がめったに返還されないことを示している。だから

SOLISは、例外がみずから終わるように組み立てる。非常時

の全権は可能だが、狭く限定され、公開され、期限付きで、

議会の新たな議決なしには延長されない失効日を備えてい

る。一部を抽選で構成した会議体があらゆる措置を事後に審

査し、非常時に築かれたものはすべて撤去の義務を負う。秩

序は自らを見失うことなく速くなれる。その速さには、始ま

りの時点ですでに決まった終わりがあるからだ。これらの

段階が具体的にどうなっているかは、安全についての章が述

べる。

過ちを犯しうる人間とともに持ちこたえる秩序

権力の秩序を試す​決定的な試金石は、それがよい人間とと
もに機能するかではなく、過ちを犯しうる利己的な人間とと

もにあっても公正であり続けるかである。環はこの前提の上

に築かれている。職にある者が賢く無私であることを求めな

い。誰も永続的に居座れないことだけを求める。会議体の一

部が抽選で選ばれ、入れ替わり、撤回でき、開かれた情報の

もとにある頂点なき円環は、個々の者がそれを悪用しよう

としても、正すことのできるものであり続ける。それでいて

責任を負うのは一人ひとりである。決定する者は、自分の名

のもとに、公の理由を示し、他の誰とも同じように自分を縛

る司法を前にして決定する。こうして SOLISは権力の問い

を、よりよい人間への希望によって解くのではない。権力へ

の人間の誘惑に耐える構造によって解くのであり、まさにそ

れが、持ちこたえる構想を単なる夢想から分かつものなので

ある。
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公共圏、メディア、そして解釈の主導権という問い

社会が崩れるとこ​ろでは、その崩壊に先立って決まって一
つの喪失がある。現実への共通の拠り所の喪失である。機能

し、自由で、しかも責任を負う公共圏がなければ、人びとは

何に頼ればよいのかわからなくなる。権力の中枢が統制なし

に物語を決め、事実は武器となり、市民は無関心か狂信のど

ちらかに陥る。SOLISはこれに対して、法的な意味で自由で

あるだけでなく、倫理的に根拠づけられ、透明で、多様で、誰

もが近づけるメディアの秩序を対置する。

この秩序は二つの誤った形のあいだに立ち、そのどち

らも避ける。権威主義のシステムでは、メディアは誘導の道

具となる。ひたすら利益に駆り立てられるシステムでは、メ

ディアは注意を換金する機械となり、中身より視聴率を、相

互理解より分断を優先する。そしてデジタルの公共圏で

は、何が知覚されるかをアルゴリズムで決める意見の独占

が生まれる。だから SOLISは、国家に操られたメディアも、

ひたすら利益の最大化に従う市場も認めない。メディア組織

は、検証可能な倫理綱領にしたがって活動する。その所有構

造と資金の流れと利益相反は公開されなければならない。独

立は、メディアが自由であり、同時に責任を負うところでは

じめて生まれるからである。

こうして、あらゆる開かれた社会にとってもっとも難し

い問いが立ち現れる。SOLISはそれを避けない。自由な公共

圏は、共通の決定を掘り崩す意図的な偽情報と操作から身を

守れなければならない。しかし、何を偽りとみなすべきかを

決められる機関は、どれもそれ自体が最大の危険となる。権
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威主義が歴史のうえで忍び込んできた入口となるのである。

だから答えは、何が真で何が偽かを差配する真理省にあるの

ではなく、ただ手続きのなかにしかない。

この手続きは、いくつかの取り決めの上に立っている。国

家による事前検閲はない。誤った言説や有害な言説への通常

の応答は、削除ではなく、反論と、文脈の提示と、表示であ

る。それでもなお介入が検討されるところでは、それは対審

の手続きに従う。一部を抽選で構成した審査の会議体が決定

し、何かが偽りであり操作的であるという主張の側に立証責

任があり、理由は公開され、決定に対しては異議申し立ての

道が開かれている。すべての上に、動かすことのできない限

界がある。この手続きは、SOLIS自体への批判、その制度へ

の批判、その職にある者への批判に対して向けられてはなら

ない。政治的な異論は、絶対的に守られる。まさにこの限界

が、操作に対する必要な防御が権力維持の道具に変わること

を防ぐのである。

透明性はメディアだけでなく、秩序の機関と経済にも同

じように当てはまる。決定と資金の流れと利益相反は、公に

見られるものでなければならない。影響力行使の登録簿は

義務であり公開され、市民には、誰がある決定に影響を与え

たのか、その決定がどんなデータにもとづいていたのか、ど

んな代替案が検討されたのかを知る権利がある。そして最

後に、今日の対話の中心的な舞台であるデジタル・プラット

フォームは、単なる私的な事柄としてではなく、民主的な基

盤の一部として扱われる。そのアルゴリズムは公開され、検

証できなければならず、別の声にも公正な機会が与えられな

ければならない。そしてプラットフォームもまた、先に述べ

た手続きと保護の限界に服する。
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しかしもっとも深い守りは、介入の機関にではなく、教育

にある。幼いころから、情報源を確かめ、視点を比べ、操作

を見抜くことを学んできた人びとは、公共圏の歪みに対する

もっとも強い防御であり、介入する機関を可能なかぎり不要

にする。だからメディアの秩序の目標は、情報の完全な統制

ではない。目標は、操作されることを許さず、批判的に自信

を持って判断し、自らを壊すことなく争い、屈することなく

耳を傾けることのできる、成熟した社会である。

番人と計器

特別な注意が向け​られるのは、秩序が自らの状態を測る物
差しである。基本権の保護は観察できるが、目標となった指

標はどれも、時とともにその意味を失っていく。ある数値が

秩序の幸福を決めるところでは、事柄ではなく数値のほうに

奉仕しようとする誘惑が育つ。空洞化はそのとき、公然たる

攻撃によってではなく、計器が健康を告げ続けているあいだ

に、音もなく進む。SOLISはこれに二重に対処する。物差し

そのものが入れ替わり、対立する立場から定められ、意図的

に疑いにさらされる。そして測定可能な観察の傍らに、準備

しようのない、予測できない、市民が担う審査が加わる。こ

うして番人だけでなく、計器もまた監視されるのである。

秩序はどのように変わるのか

学ぶ秩序が自らを​見失わずに変われるためには、自らの
規則を変える定められたやり方が必要である。そのために
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SOLISは二つの層を区別する。核、すなわち五つの基盤と基

本権と、乗っ取りに対する主要な安全装置は、日々の政治の

手から外されている。どの議会もどの職も、それに手を触れ

ることはできない。それに触れられるのは市民全体自身だけ

であり、それも高いハードルのもとでのみである。大きな多

数によって、詳しい熟議ののちに、議決と確認のあいだに時

間を置いて、そして一世代を超えて。それ以外のすべては、議

会と熟議による参加の仕組みを通じて、より自由に動く。こ

うして、ばらばらでは失敗するものが結びつく。それなしに

は秩序が硬直してしまう柔軟さと、それなしには秩序が自ら

を明け渡してしまう堅固さである。

去る権利

本書が市民全体に​託す成熟には、秩序を内側から退けるだ
けでなく、そこから去る権利も含まれる。五つの基盤のもと

で生きたくない者は、とどまることを強いられない。去る権

利はそれ自体が一つの安全装置である。去ることが許される

秩序は、出口に閂をかけることによってではなく、自らが成

し遂げることによって人を納得させなければならない。この

権利が、共同体を壊すための梃子にならないよう、どのよう

に秩序づけられるのかは、世界秩序についての章が扱う。
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章

03

法と正義

マラの部屋の下にある工房の騒音をめぐる争いは、法廷では

終わらなかった。それは台所のテーブルで終わった。近所から

来た調停人の女性と、作業時間の計画と、家具職人が防音を施

した一枚の扉とともに。二年後、マラ自身が、隣に座る料理人

と同じく抽選で選ばれて、ある裁判体に加わっていた。一人の

男が、勤め先の事業体に自分が見過ごされたことに腹を立て

て、倉庫に火をつけたのだった。男は閉じ込められはしなかっ

た。一年のあいだ倉庫の再建に加わり、あの夜あやうく命を落

としかけた番人と知り合った。



法と正義

秩序がその性格を示すのは、それに従う者に対してでは

なく、それを破る者に対してである。​不正をどう扱うか

は、だから法の周縁の領域ではなく、法の本当の試金石であ

る。社会の原則が都合の悪いものになったときにもなお通

用するかどうかが、そこで明らかになる。既存の多くのシス

テムで、人びとは司法を、見通しのきかない、官僚的にすぎ

る、金と影響力に左右される、回復ではなく罰に向けられた

ものとして経験している。裁判は何年も長引き、最後には敗

者しか残さない。SOLISは不正という問いに、報復の反射で

答えるのではない。守り、回復させ、尊厳を傷つけた者の尊

厳さえも保つ法によって答える。

倫理と法の二重構造

社会はその法と同​じだけ公正であるにすぎない。価値が方
向を示す。法を語り、執行する制度がなければ、価値は理論

のままにとどまる。だから SOLISは、倫理と法を、環のなか

にすでに組み込まれた二重構造として結びつける。倫理評

議会は、法律と広範な影響を持つ決定が五つの基盤と両立す

るかを審査し、それに反するものを止める。司法は規則を拘

束力をもって、すべての人に等しく適用する。一方は法律が

よいものかを問い、他方はそれが守られているかを問う。ど

ちらも他方の代わりにはならない。法律は基盤を具体化する

ためにある。基盤に取って代わることも、それを曲げること

も決して許されない。こうして、形式的に正しいだけでなく
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法と正義

道徳的にも根拠づけられた秩序、権力ではなく均衡を中心に

据える秩序が生まれる。

誰もが理解できる法

SO L I Sにおけ​る法は、誰もが近づけるものである。専門家

だけが解読できる秘密の暗号であってはならない。主要な

規則と権利と手続きは、わかりやすい言葉で示され、学

校で教えられ、デジタルで探し出すことができる。争いに巻

き込まれた者は、長く探さなくても、自分がどんな権利を持

ち、どんな手段を取ることができ、どこで助けが得られるか

を知ることができる。法的な支援は、財産にかかわらず保障

される。SOLISにおける法は、さらに透明でもある。公の理

由なしに下される判決はなく、検証できる基準なしに進む手

続きもない。判断する者は、どんな基準で決めるのかを明ら

かにする。それによって当事者は、たとえ結果が気に入らな

くても、なぜそう決まったのかをたどることができる。信頼

は、人びとが恣意や隠れた利害によって裁かれないと知って

いるところにしか生まれないからである。

報復の限界

不正に対してすぐ​に思い浮かぶ答えは報復である。害を与
えた者は、害を受けるべきだというのだ。それは古く、理解

35



法と正義

できる考えだが、それでは足りない。報復された行為は起き

たことのまま残り、被害者の喪失は癒えないまま残り、罰を

受けた者は、被った苛酷さの分だけ重荷を増して、その行為

が生まれた境遇へと戻っていく。安全をひたすら罰から引き

出す秩序は、だから平穏ではなく反復を生む。あふれかえる

刑務所、高い再犯率、そして犯行と拘禁のあいだを行き来す

る集団全体である。そこから SOLISにとって一つの冷静な

原則が導かれる。罰は目的ではなく手段であり、それがもた

らすものによってのみ正当化される。

回復的正義

報復に代わるのは、​回復的正義である。その尺度は与えら
れた苦しみではなく、癒やされた苦しみであり、それは三つ

の目標を同時に追う。第一は被害者への償いである。損害を

埋め合わせることができるところでは、埋め合わせが優先さ

れ、被害を受けた者は象徴的な判決の代わりに実際の補償

を受け取る。第二は加害者の帰還である。行為が困窮や依存

症や病気から生まれたところでは、制裁の傍らにその原因の

除去が置かれる。原因に手をつけない者は、反復を招き寄せ

るからだ。第三は他者の保護である。自由の剥奪は、深刻な

危険をもたらす者に対する手段として残る。しかしそれもま

た、復讐ではなく、安全と帰還に奉仕する。こうして罰は、そ

の苛酷さではなく、その効果によって測られる。

損害を与えた者は、ただ閉じ込められるのではない。自分

の行為の帰結を理解させ、その除去に加わらせる過程へと組
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法と正義

み込まれる。器物を損壊した若者は烙印を押されるのでは

なく、その若者を理解し、修繕をともに担わせる取り組みに

組み込まれる。生態系の基準を破った事業体は、罰金を払う

だけでなく、専門家や影響を受けた共同体とともに、回復に

積極的に寄与する。抑圧的な罰は、しばしば症状と戦うだけ

である。SOLISは原因を狙う。持続する効果はそこにあるか

らだ。

公正な手続きと法の前の平等

法が恣意に転じな​いよう、法はどんな便宜にも譲らない手
続きの保障の上に立っている。無罪の推定、訴追側の立証責

任、そして弁護と聴聞と独立した審査を受ける権利である。

不当に告発された者は、隙のない保護と支援を受ける。しか

し決定的なのは、SOLISをあらゆる支配者の司法から隔て

る一つの原則である。法はすべての人に等しく適用され、環

の機関にも適用される。司法は賢人評議会にも、倫理評議会

にも、議会にも、あらゆる職にある者にも、どの市民に対す

るのとも同じ基準を当てはめる。どの職も、どの制度も、法

の上には立たない。力ある者を見逃す法は、もはや法ではな

く道具である。
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法と正義

基盤をめぐる開かれた司法

五つの基盤は、​秩序の交渉の余地のない核をなす。しかし
個々のケースへのその適用は、そうではない。二つの尊厳が

ぶつかり合うときに尊厳が何を求めるのか、あるいは地球へ

の責任が個人の自由に対して何を要求するのかは、解釈のな

かで決まる。そして解釈は権力である。そこから、SOLISが

解釈を閉じた解釈者の輪に委ねないことが導かれる。基盤を

めぐる司法は、開かれた対審の形で組み立てられている。困

難な事件は、対立する双方の代理人によって、一部を抽選で

構成した裁判体の前で審理され、すべての決定は公に理由

を示され、少数意見もあわせて公表され、先例は異議を申し

立てうるものであり続ける。もっとも根本的な問いには、抽

選で選ばれた市民の会議体が加わる。核の解釈が市民全体の

もとに錨を下ろし続けるようにするためだ。こうして基盤は

動かしがたく、それでいてその読み方は検証できる。最後の

決定権を握る者はいない。

市民どうしの争い

すべての不正が犯​罪であるわけではない。そのほとんどは
争いである。どんな争いもすぐに法廷へ押しやる秩序は、人

びとを敵どうしにし、裁判所を工場にしてしまう。だから

SOLISの法は段階的になっている。最初にあるのは調停と

対話であり、その場で、迅速に、当事者の財産にかかわりなく
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行われる。訓練を受けた調停人が緊張を早く察知し、相互理

解に寄り添う。騒音やごみをめぐる近所の争い、あるいは文

化のあいだの誤解は、告訴へとエスカレートする前に収めら

れる。相互理解がうまくいかないか、権利が原則として問題

になるところではじめて、裁判所が決定する。そして秩序そ

のものにかかわる問いについては、最終審が決定する。子ど

もたちはすでに、争いを押し込めたり力ずくで決着をつけ

たりするのではなく、言葉にすることを学ぶ。こうして法は

近づきやすいものであり続け、争いは勝者と敗者よりも、持

ちこたえる解決で終わることのほうが多くなる。

誰が法を語るのか

このシステムを担​うのは、出世や権力の論理で昇っていく
のではない裁判官と調停人である。彼らは開かれた手続きで

適性に応じて任命され、専門的・倫理的・心理的な綿密な審

査を経て、絶えず研鑽を積み、倫理評議会と、一部を抽選で

構成した会議体によって定期的に審査される。その独立は

守られている。どの職もどの議会も、判決を理由に裁判官を

罷免することはできない。しかし彼らもまた、終身で一つの

場所に座り続けるわけではない。裁判所と段階のあいだを移

り、その長の任期は限られ、その仕事は公に審査される。裁

判体には抽選で選ばれた市民が加わる。法が一つのカースト

のものにならず、共同体の判断であり続けるようにするため

だ。法のシステムは、それを適用する人びとの誠実さと判断

力と共感と同じだけの強さしか持たないからである。
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すべての上には、法を権力の秩序へと結びつける原則が

立っている。誰も法の上には立たない。どの職にある者も、ど

の制度も、賢人評議会も倫理評議会も。法はこうして力ある

者の道具ではなく、弱い者の盾となる。財産が自らを買い戻

す階級司法も、理由の示されない不透明な手続きも、原因を

癒やすのではなくただ罰するだけの法も存在しない。

強制の限界

すべての上に、​罪を犯した者もなお保ち続ける一つの限界
がある。どんな罰も、人間の尊厳に触れてはならない。拷問

も、尊厳を傷つける扱いも、人を永久に共同体から締め出

す罰も存在しない。どの制裁も比例し、期限があり、検証で

き、帰還へと向けられている。この限界は寛容の譲歩ではな

く、基盤の帰結である。第一の基盤においてどんな条件も知

らない尊厳は、罪という条件も知らないのである。
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章

04

安全、防衛、平和

川の水位が上がった夜、町じゅうの画面に同じ印が灯った。警

戒強化、十一時十分に発令、三つの文で理由を示し、水曜日ま

で有効。マラは災害救援隊とともに堤防に立っていた。夫のヨ

ナスは介護施設で、チームとともにベッドを上の階へ運んでい

た。水曜日に水位が下がり、警戒段階は誰が終わらせる必要も

なく、そのまま失効した。その夜に必要とされた権限は木曜日

にはもう消えていて、抽選で選ばれた会議体が報告書を読

んだ。



安全、防衛、平和

どんな秩序も、最後には多くの構想が避けて通る一つの

問いの上に立っている。​暴力を握っているのは誰か、とい

う問いだ。マックス・ヴェーバー以来、国家とは正統な暴力

の独占を主張する主体である。この独占を、警察と防衛と究

極の強制を差配する者は、ほかの機関がどれほど注意深く

秩序づけられていようと、最終的には残りのすべてを支配す

る。権力を分けながら暴力を分けないままの環は、見せかけ

にすぎないだろう。そこからこの章の原則が導かれる。安全

は秩序の例外ではなく、その秩序のもっとも厳しい適用なの

である。

誰が剣を握るのか

誘惑とは、​安全の名のもとに規則の上に立つ機関をつく
り出すことである。非常時に、すべての人を守るために、限

られた期間だけ、と。歴史のうえで、ほとんどあらゆる自由

はまさにこの地点で死んだ。いったん委ねられた非常時の

全権は、めったに返還されないからだ。嵐を乗り越えるはず

だった力が、嵐が去ったあとも生き延びる。SOLISはそこか

ら、暴力が統制を逃れる場所があってはならないという結論

を引き出す。番人を誰が見張るのかという古い問いへの答え

は、ここでもより上位の見張りではない。どこでも同じ答え

である。誰も居座ることのできない構造だ。
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環入りした暴力装置

四つの構成要素が​政治の権力を縛るように、四つの構成要
素が暴力を縛る。第一に、一部を抽選で構成した会議体によ

る文民の監督である。武装した機関の上に立って見張るの

は同類ではなく市民全体であり、治安部隊の指揮は議会の

横ではなく、その下に置かれる。第二に、指揮の輪番と職の

任期制である。暴力のまわりに永続するカルテルも個人的な

取り巻きも生まれないようにするためだ。第三に、命令と実

行の分離、そして指示と審査の分離である。暴力を命じる者

が、同時にその適法性を判断してはならない。第四に、あら

ゆる出動、あらゆる指示、あらゆる調達の完全な追跡可能性

である。武器と装備は、隠れた影響力なしに、帳簿を開いた

開かれた手続きで調達され、暴力に仕えるものは何一つ闇

のなかで生まれない。

これらの構成要素の上には、動かすことのできない限界

がある。秩序の暴力は、決して内に向かって政治的な異論へ

と向けられてはならない。メディアの秩序の介入手続きが決

して SOLISへの批判に向けられてはならないのと同じよう

に、治安の装置も決して秩序に異を唱える者に向けられては

ならない。この限界が、秩序の保護がその硬直の道具に変わ

ることを防ぐ。
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警察国家なき国内の安全

SO L I Sにおけ​る国内の安全は、まず監視と威嚇から生まれ

るのではなく、その原因を取り除くことから生まれる。誰も

困窮や排除や希望のなさのために犯罪へ追いやられないと

ころでは、パトロールが探しに来る前に犯罪は減っていく。

それでも守らなければならないところでは、もっとも穏やか

な手段の原則が働く。できるかぎり少ない強制、そして暴力

への応答としてのみの暴力である。治安部隊は共同体の占領

者ではなく、共同体の一部である。介入と同じように緊張緩

和の訓練を受け、勤務する場所で顔を知られている。ここで

は、著作全体を貫く非対称の透明性が働く。完全な透明性は

権力に、あらゆる出動、あらゆる指示、あらゆる手段に向け

られ、一方で個人の生活は私生活の保護のもとに置かれる。

こうして SOLISは監視の向きを逆転させる。市民が透かし

見られ装置が隠されるのではなく、装置が透かし見られ市民

が守られるのである。

みずから終わる例外

頂点のない秩序も​また、非常の事態が熟議を許さないとき
には行動できなければならない。だから SOLIS は例外を

あらかじめ、誰もが知っている公開の段階モデルで定めてお

く。平常時には通常の規則が適用される。警戒強化の段階で
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は、訓練、備蓄の補充、重要施設の保護の強化が認められる。

部分動員の段階では、避難所が開かれ、予備役が招集され、

危険のある場所に力が集められる。そして全面動員の段階で

は、避難、資源の振り向け、国境を越えた救援回廊の開設が

認められる。どの段階にも明確に限定された権限が結びつけ

られ、公に発令され理由を示され、失効日を持っている。議

会の新たな議決がなければ、段階はおのずと終わる。

例外を非常時の全権から分かつのは、撤去の義務である。

どの段階の引き上げのあとにも、それが必要としたものは引

き戻される。権限、データの蓄積、陣地、備蓄である。一部

を抽選で構成した会議体が、あらゆる措置を事後に、それが

必要で比例したものであったかについて審査する。こうして

SOLISは数時間のうちに行動できるが、その数時間が数年

になることはない。非常の事態は必要なものを受け取り、そ

の何一つも手元に残さない。

攻撃なき対外防衛

武装した力は、​歴史のなかでつねに諸刃の剣であった。守り
を与え、破壊をもたらし、安定を保ち、恐怖をあおり、民族を

守り、戦争を解き放ってきた。古典的なシステムでは、軍はし

ばしば国益に、力の誇示に、資源の確保に、影響力の行使に

仕え、それによって侵略戦争と軍拡競争と国内の抑圧へと

至る。だから SOLISでは外に向かって、決定的に重要な一つ

の区別が働く。攻撃は禁じられ、防衛は正当である。SOLIS

は自らを暴力によって打ち立てることはなく、誰をも服従さ
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せない。それでいて、寛容の名のもとに自らが破壊されるの

を許す義務もない。公正なものを築いた社会は、自ら攻撃者

になることなく、それを守ってよいのである。

その方針はもっぱら防衛的である。防衛は住民を攻撃か

ら守り、重要なインフラとデータと供給を守り、生態系と資

源を保護する。電力網への攻撃は、SOLIS自身が事態を拡大

させることなく、サイバー防衛によって退けられる。システ

ムは段階をなして組織され、サイバーと情報の空間、空と宇

宙、陸と海、そして民間防衛が、その力を連携させて働く。そ

れを担うのは、単位ごとに訓練を受け、日常では自分の仕事

に就いている予備の人員である。攻撃任務はなく、自律して

戦争を行う機械もなく、生命についての最後の決定が人の手

にない兵器もない。人工知能は脅威を察知し分類することは

許されるが、人間の承認なしに致命的な決定を下すことは許

されない。軍の指揮はつねに文民の統制のもとにあり、それ

によって、SOLISにおけるあらゆる権力と同じく、環の監督

と法のもとにある。

外に向かって、SOLISは慎重さの均衡を求める。共通の

早期警戒システム、軍備管理、秩序どうしの緊急時の取り決

め、そして自らの原則を共有する者との同盟である。自らを

縛る社会が孤立しないようにするためだ。防衛の能力はあ

る。抑止するのに十分であり、自らが脅威にならないよう縛

られている。こうして SOLISは防衛を、攻撃と力の誇示の論

理から解き放つ。軍拡競争もなく、侵略戦争もなく、自国の

住民への行使もなく、人間と地球の保護がある。
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地球防衛と民間防衛

すべての危険が制​服を着ているわけではない。地震、洪水、
疫病、技術的な事故、電力網を脅かす太陽嵐、そして衝突の

軌道にある天体は、たいていの敵よりも激しく人びとを襲

い、国境など気にかけない。だから SOLISは、保護の構造を

民間の任務と結びつけて、一つの地球防衛とする。独自の部

隊である災害救援隊は、高い機動力を持つよう訓練され、自

然災害、疫病、技術的な事故、宇宙からの脅威に対応する。地

震のあとには避難を支え、非常用の電力を用意し、医療を確

保する。早期に発見された小惑星は退けられ、そのあいだに

民間防衛が避難の準備をする。

民間防衛は、この秩序のなかで非常時に支えとならなけ

ればならないあらゆるものと同じく、分散して築かれてい

る。分散した備蓄、避難所、非常用エネルギー、何重にも守ら

れた通信、そして後見されるのではなく訓練を受けた人びと

である。危険が人類全体を襲うところでは、地球防衛は、世

界秩序についての章が扱う惑星防衛の一部となる。それは共

同で担われ、それ自体がまた環入りしている。終わりからの

保護が、決して一つの力の台頭の口実にならないようにする

ためである。
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能動的な営みとしての平和

しかしもっとも深​い守りは装置ではなく、暴力の理由がな
いことである。SOLISにおける平和は、争いと争いのあいだ

の休止ではなく、絶え間ない営みである。緊張を早いうちに

和らげること、不正が暴力になる前にそれを正すこと、国境

を越えて相互理解を育むこと、危機になってからではなく始

まる外交。社会が予防と教育と正義に投じるものを、武器に

投じる必要はない。こうして SOLISは、より激しく打ち返す

ことによってではなく、暴力が生まれる火種を取り除くこと

によって、もっとも効果的に自らを守る。この秩序において

力とは、攻撃性ではなく、抑制を意味するのである。
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経済と資源

マラの住まいには何の費用もかからなかった。それは水やパ

ンや通勤の足と同じく、土台の一部だった。カヌーには価値ポ

イントが必要だった。彼女の貢献の三か月分である。彼女は本

当に欲しいものに向けて貯めるように、それに向けて貯めた。

事業体では帳簿が公開されていた。事業体がどんな投入を必

要とし、関わる人びとにどれだけを記帳し、どれだけが積立金

に、どれだけが地域の金庫に回ったのか。それで金持ちになっ

た者は誰もいなかった。けれども月末を恐れた者も、一人もい

なかった。



経済と資源

どんな社会秩序も、口に出すかどうかにかかわらず、三

つの経済の問いに答えている。​何が誰のものか。価値はど

のように生まれ、誰がそれを受け取るのか。そして、明日何

を築くかを誰が決めるのか。ほかのすべてを正しく行った秩

序が、この三つの問いでつまずいてきた。SOLISは、昔なが

らの処方箋のどれかでそれに答えるのではない。市場を廃止

するのでも解き放つのでもなく、市場に限界を設ける秩序で

答える。権利としての基本供給、権力へと変わることのでき

ない価値の手段による選択財、そして多くの手にとどまる資

本である。

所有と共有財

所有は、​人類史のなかでもっとも強力で、同時にもっとも議
論を呼ぶ概念の一つである。それは社会を築きもし壊しも

し、発明を生み戦争をあおり、自由を可能にし抑圧を正当化

してきた。資本主義は所有をしばしば本当の自由とみなす。

持つ者には力があり、安心があり、形づくる可能性がある。

社会主義は、私有財産が不平等を助長し共同体を壊すと考え

て、所有をしばしば集団化し、多くの場合、官僚的な硬直と

意欲の欠如と行政の腐敗に行き着いた。SOLISは一方を他

方と取り替えるのではない。両方の原理の強みを生かし、そ

の弱みを避ける新しい均衡を探る。個人の所有物は不可侵の

ままであり、生命の自然の基盤は共有財として扱われる。

個人の所有物は、自己決定の一部であるがゆえに SOLIS

において守られる。自分の家、自分の衣服、自分の道具、自
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分の計画のための蓄え、本、思い出の品、そして何よりも自

分で生み出したものはすべて、個人のものである。個人はそ

れを持ち、形づくり、譲り、相続させることができる。この意

味での所有は、創造性とアイデンティティと安心を育む。芸

術家は自分の作品への完全な権利を保ち、家族は自分たちが

建てた家に住み、それを子どもたちに譲る権利を保つ。あな

たはアイデアにも、芸術にも、計画にも、個人の宝にも富む

ことができる。ただ、他人から呼吸する空気を、飲む水を、生

きる土地を奪うことによって富むことだけはできない。

生命の大きな基盤については、事情がまったく異なるか

らだ。水、土地、空気、エネルギー源、原料である。これらは

誰の私有物にもなりえない。誰もそれをつくってはいないか

らであり、それがすべての人の生存の条件だからであり、そ

の濫用が個々人だけでなく、社会全体と生態系と世代全体に

及ぶからである。だから SOLISでは、事業体が水源を手に入

れて住民の利用を拒むことはできない。人びとが住む場所を

見つけられないあいだに、投資家が投機のために土地を買い

占めて遊ばせておくことはできない。誰も空気を商品のよう

に扱うことはできない。

これらの共有財は共同で管理される。それも権力の秩

序に従って、それぞれの段階の議会と職によって、専門知識

の助言を受け、倫理評議会の審査を受けながら。それは国有

財産ではない。この秩序は、人びとの上に立つ国家というも

のを知らないからだ。その利用は、誰も飢えさせられず、搾

取されず、未来の世代もまたアクセスを保てるように定めら

れる。そのために、どこでどれだけの水やエネルギーや土地

が使われているかが見える開かれたプラットフォームがあ

る。そのために、システムを損なわずにどれだけ取ってよい

かを定める採取の限界があり、独占と闇市場の形成に対する
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制裁があり、慎重な利用を後押しする施策がある。こうして

SOLISは、集団を壊す際限なき私的な力と、個人を窒息させ

る全面的な集団統制とのあいだの誤った二者択一を解く。創

造性と発明とアイデンティティを育むところでは自由を、生

存と持続可能性が懸かっているところでは共同の管理を与

える。そこから均衡が生まれ、そこから信頼が生まれる。個

人は、自分の場所と安心があることを知り、同時に、生命の基

盤が自分の子どもたちにも開かれ続けることを知っている。

基本供給と価値ポイント

何世紀にもわたっ​て、お金は人類の中心的な道具であっ
た。それは交易を可能にし、危機を引き起こし、発明を燃え

立たせ、社会を貧困に突き落とし、自由を約束し、依存をつ

くり出した。資本主義ではお金はしばしば万物の尺度とな

る。それを持つ者は影響力を買い、安心を手に入れ、規則づ

くりに口を出すことができる。社会主義はお金をしばしば抑

えつけたり厳しく統制したりし、それによってしばしば官僚

的な硬直と欠乏と闇市場を生んだ。SOLISは、お金を単に新

しい交換手段に取り替えるのではない。基本供給と選択財を

はっきり分ける、二重の秩序をつくり出す。

基本供給は支払いではなく権利である

SO L I Sでは、​すべての人間が生命の基盤への保障された権

利を持っている。住まい、エネルギー、食料、健康、教育、そ

して基本的な移動である。これらは市場の財ではない。買わ
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れるのではなく、用意されるのだ。各段階の議会が、そのた

めに必要な能力を計画する。住宅、浄水場、学校、診療所、交

通である。そしてそれらを提供する事業体は、このあとすぐ

述べる共同体拠出によって支えられる。誰も基本供給のた

めに支払う必要はない。若い成人は対価なしに基本住宅への

権利を得て、家族は主食を代金と引き換えにではなく、権利

として受け取る。基本供給は贅沢ではなく土台である。簡素

で、確かで、すべての人に等しい。こうして、就労の経歴に

かかわらず、どんな人間もその下には落ちることのない床が

守られる。

土台はどこでも等しい価値を持つが、どこでも同じでは

ない。二つの基本住宅が同じであることは決してなく、一つ

は公園に面し、もう一つは通りに面している。基本供給の財

に違いがあるところでは、縁故ではなく規則が決める。まず

必要性、つまり世帯の大きさと、仕事や学校やケアへの近さ、

次に申し込みの順番、そして同じ資格を持つ者が複数いると

ころでは抽選である。待ち時間は公開される。それが延びれ

ば、職にとっては建てよという任務となり、基本権の観察に

とってはそれを報告せよという任務となる。土台以上を、よ

り大きな住まいやよりよい立地を望む者は、そのために価値

ポイントを交換する。そこから選択財が始まるからである。

選択財のための価値ポイント

基本供給を超える​すべてのもの、より大きな住まい、旅行、
楽器、自分の計画のための道具には、価値ポイントが用いら

れる。それは個人に結びつき、利子がつかない。それはもっ

ぱら現実の貢献から生まれる。労働、ケア、子育て、発明、ボ

ランティアの務めであり、時間と技能と共同体の必要に応じ

て算定される。貯め込むことも投機的に取引することも
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できず、その相対的な価値は社会的な有用性と持続可能性と

希少性を映し出す。技術者はエネルギー施設での仕事に対し

て、介護士は人びとの日々の世話に対して、芸術家は作品に

対して、父親は子どもを育てた年月に対して価値ポイントを

受け取る。決定的なのは、こうした手段をお金から分かつも

のである。それは、自らを増殖させ権力へと翻訳される資本

へと変わることができない。価値ポイントは湖ではなく、流

れなのである。

中央の計画なしに価格はどう生まれるか

ここに、​市場を押し戻すあらゆる経済秩序にとってもっと
も難しい問いがある。SOLISはそれを避けない。価格とは情

報である。市場ではそれは無数の分散した決定から生まれ、

何が乏しく何が必要とされているかを示す。市場を廃止する

秩序は、この信号なしに物の価値をどう決めるのかという問

いの前に立つ。そして歴史は、市場が算出するものをどんな

中央の機関も計算できないことを示してきた。SOLISはこ

の全知を主張しない。市場を中央の計画で置き換えるのでは

なく、市場に限界を設けるのだ。

選択財の相対的な価値ポイント価格は、上から命じられ

るのではない。それは分散した信号から、三つの層をなして

生まれる。第一の層は信号そのものである。供給する者と需

要する者が供給と必要を知らせ、相対価格は実際の希少性と

実際の需要とともに動く。こうして、純粋な計画が失ってし

まう価格の情報機能が保たれる。第二の層は固い限界であ

る。どの価格にも生態系のコストが必ず組み込まれ、大陸を

越える飛行は列車の旅より多くのポイントを要し、負荷の大

きい製品は穏やかな代替品より多くを要する。同時に、誰も

市場を狭めたり独占を築いたりすることはできず、どの製品
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にも、素材とエネルギーと負荷と産地を示す開かれた製品票

が付いている。第三の層はフィードバックである。システム

全体は透明で検証できる。信号が不公正な結果や持続しない

結果をもたらすところでは、データと比較衡量を結びつける

修正の循環が働く。一方には希少性と生態系への負荷の継続

的な観察があり、他方には倫理評議会による審査がある。そ

の際に修正されるのは限界であって、個々の価格が布告で直

されるのではない。

この解決は近似であって完全な計算ではなく、自らをそ

のようなものとして示している。それは配分のある程度の曖

昧さを受け入れる。それが二つの袋小路を避けるための代償

だからだ。不可能な全知の計画と、不公正になる解き放たれ

た市場である。価値ポイントのかたちが、価格が曖昧なまま

のところでも、そこから蓄積と権力の梃子が生まれえないよ

うにしている。それは貯め込めず、投機の対象にならず、現

実の貢献に結びついているからである。

権力化なき貯蓄

価値ポイントが貯​め込めないことは、寡頭支配に向けられ
たものであって、備えに向けられたものではない。他者を支

配する力へと翻訳される蓄積と、自分の計画のための節度あ

る貯蓄とのあいだには違いがあり、秩序はそれを尊重する。

だから価値ポイントは、適切な期間にわたって個人の目的の

ために使える状態にとどまる。家のため、旅のため、工房の

ため、新しい出発の一年のために。その上限と失効が働くの

は、蓄えが他者の生活を左右する梃子になる閾を超えたとこ

ろからである。同じ閾が人生の終わりにも当てはまる。人が

残した価値ポイントは、その閾までは家族に渡り、それを超

える分は共同体拠出に入る。こうしてこの手段は、個人から
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計画する力を奪うことなく、何世代にもわたって王朝が形づ

くられることもなく、権力化を防ぐ。

共同体拠出

お金のない秩序は、​その学校や診療所や浄水場を何で支え
るのか。ほかのすべてを支えるのと同じ流れによってであ

る。価値ポイントの記帳はどれも、その一部を各段階の共同

体の金庫に納める。どの貢献にも課される一定の基本分と、

ある閾を超えると増えていく分である。多く受け取る者は、

割合として多く拠出する。それは罰ではない。どんな収入も

共同体の上に、そのインフラと教育と健康と平和の上に成り

立っていることを認めることである。この共同体拠出から、

基本供給の事業体が支えられ、基礎年金がまかなわれ、基金

が満たされ、職が維持される。それは税に取って代わるもの

であり、二つの点で税とは異なる。それは簡素である。源泉

で生じるので、誰も申告したり、逃れたり、取り立てたりす

る必要がない。そしてそれは目に見える。監査機関が、どの

拠出がどこへ流れるかを公開するからだ。拠出する者は、そ

れが何になるのかを見ることができる。

ポイントはどこから来て、どれだけあるのか

残るのは、​独自の価値の手段を持つどんな秩序も答えなけ
ればならない問いである。誰がポイントをつくり、どれだけ

あるかを誰が決めるのか。SOLISでは、個人の口座への記

帳には二つの源がありうる。一つは、事業体が選択財で受け

取ったものから支払う場合である。このときポイントは持

ち主を替えるだけで、何も新しく生まれはしない。もう一つ

は、共同体の金庫が支払う場合である。基本供給の仕事に対

して、ケアと子育てとボランティアに対して、抽選で選ばれ
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た者の務めに対して、基金の事業に対して。新しいポイント

が生まれるのはここだけであり、それはもっぱら登録された

貢献と引き換えに生まれる。決して何もないところからでは

なく、決して借り入れによってではなく、決して利子によっ

てではない。それをつくる共同体銀行は、それ自体が環入り

している。一部は抽選で構成され、顔ぶれは入れ替わり、監

査機関によって透かし見られる。どの機関も、自分のために

ポイントをつくることはできない。

流通するポイントの量は、生産できる選択財の量に見

合っていなければならない。多すぎれば、乏しい物だけでな

く、あらゆる価格が一斉に上がる。少なすぎれば、人びとが

必要としているのに財が売れ残る。どちらも一つの公開され

た数値から読み取ることができる。監査機関が継続的に公表

する、選択財の一般物価水準である。量は、すべて公開され

た三つの調整ねじで制御される。一時間の貢献がもたらす基

本価値、共同体拠出の高さ、そしてそれを超えるとポイント

が失効する閾である。国の議会が、賢人評議会の助言と倫理

評議会の審査を受けてそれを定め、誰も一夜にして貧しくな

らないよう、ゆっくりと、定められた幅のなかでしか変えて

はならない。閾を超えて失効する分と、生態系への上乗せ分

が負荷の大きい財に課す分は、誰かが介入しなくても、おの

ずと抑えとして働く。ポイントの量は、こうして秘伝の学問

ではない。その変更には理由が示されなければならない、公

開された数値なのである。

外との接点

SO L I Sは孤立​して生きるのではなく、だから従来の通貨の

世界への定められた移行を必要とする。境界取引所が、価値

ポイントと外国通貨との交換を可能にする。しかし価値ポイ

57



経済と資源

ントの内なる性質、すなわち蓄積も投機もないという性質が

外から骨抜きにされないよう、この境界は裁定取引のための

開かれた門ではなく、管理された膜である。個人による両替

には上限がある。それは旅行や輸入のような正当な外部の必

要をまかなうが、ポイントを外国の資産へと吸い出すことは

許さない。価値ポイントを国外の資本に変え、そこから権力

を再輸入するような大規模な流出は、目に見え、上限が設け

られている。逆方向にも同じことが当てはまる。別の秩序か

ら移り住む者は、自分の権利を持ち込むが、自分の権力は持

ち込まない。外国の資産は、ほかの誰とも同じ範囲でしか価

値ポイントに交換できず、残りはそのままのもの、つまり外

にあるものにとどまるからだ。緩衝基金が相場を安定した幅

に保ち、外からの衝撃と投機から守る。そして生存がかかっ

ている供給網は、誰も外から秩序を飢えさせられないよう、

内部で、あるいは複数の相手を通じて確保される。技術を輸

出する事業体は、これらの規則の範囲で境界取引所において

交換できる価値ポイントを受け取る。境界の意味は、まさに

内なる秩序が外国通貨を経由した迂回から守られることに

ある。膜は、現実の必要のための価値を通し、誰かが蓄積禁

止の規則を逃れられる漏れ口をふさぐのである。

透明性と安全

すべての移転は、​利益のためではなく、確実な処理と透明
性と濫用への監視のためにある共同体銀行を通じて行われ

る。データは改ざんできない基盤の上に置かれる。口座は外

に対しては仮名であり、それを個人と結びつけるのは裁判所

の命令があるときだけである。社会が見るのはまとめられた

指標であって、個人の生活ではない。大きな配分には四つの

目の原則が適用され、なれ合いと見せかけの働きのパター
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ンは見抜かれて公表され、濫用を暴いた者は保護される。こ

うして経済の秩序は、お金への依存を解きながら、同時に定

められた市場の効用を保つ。誰も、自分の基本的な必要がま

かなえないことを恐れる必要はない。誰も、空気や水や食料

の独占を打ち立てることはできない。もはやどんな発明も、

資本の欠如のために挫折することはない。生存のための受給

権と、形づくるための価値ポイント。そこにこの秩序の均衡

と信頼と安定がある。

事業体、資本、イノベーション

資本の力を持たない事業体

SO L I Sでも企​業は存在し続ける。それは活力と技能と専門

化の原動力だからだ。本書はそれを事業体と呼ぶ。何かを所

有するのではなく、何かを営むものだからである。事業体と

は、ともに何かを生産し、あるいは提供する人びとの共同体

である。それは価値ポイント建ての事業体口座を持ち、そこ

で手放した選択財の分を受け取り、必要とする投入の分を支

払う。残りから、成員の貢献に報いる。それを超えて残るも

のは、必要に応じて定められる上限まで、更新と危険に備え

る積立金として保てる。それをさらに超える分は、成員と共

同体拠出へと流れる。つまり事業体は、よく営み、その技能

によって成長することはできるが、ほかの事業体を買い取る

資産にも、規則を書く権力にもなることはできない。必要な

投資を積立金でまかなえないときは、基金から調達する。資

本市場は存在しない。
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事業体で働く人びとは商品ではなく、関わり手である。彼

らは経営と仕事の規則について発言権を持ち、経営はほかの

どの職とも同じく任期付きの職である。事業体の成功は、最

後に何が残るかだけでなく、その安定、共同体への貢献、生

態系への収支、そして責任によっても測られ、公開された透

明な評価のシステムがこれらの次元を目に見えるものにす

る。成員に公正に報い、穏やかな素材を使い、地元の共同体

を強める事業体は、コストを削るだけの事業体より高く評価

され、基金から必要なものをより容易に得る。目指すのは、

数字を動かすのではなく本当の価値を生み出す経済であ

る。そこで働く人びとのために、それが支える共同体のため

に、それが利用する自然のために、そしてそれがともに形づ

くる未来のために。成長そのものを最大化することが問題な

のではない。正しいものを成長させることが問題なのだ。健

康、教育、創造性、持続可能性、そして正義である。

網の目状の資本配分

ここには、​どんな経済秩序も見過ごしてはならない権力の
問いが潜んでいる。価値ポイントは純粋な循環である。流れ

はするが、積み上がりはしない。こうして私的な過剰な力の

源としての蓄積は封じられたが、消えたわけではない。移動

したのである。大きな事業は大きな手段を必要とし、どの事

業がそれを得るかという決定は、あらゆる経済の決定のな

かでもっとも影響の大きいものだ。それはいまや、共同体拠

出と成功した事業からの還流によってまかなわれる基金の

もとにある。ここに新しい頂点が生まれないよう、資本の配

分は一つの手に委ねられるのではなく、網の目状に組まれ

る。並び立つ多くの基金、地域の基金、分野ごとの基金、市民

が運営する基金であり、どれも権力の秩序に従って築かれ、
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一部は抽選で構成され、顔ぶれは入れ替わり、説明責任を負

う。決定的なのは道の冗長性である。あるアイデアを実現し

たい者は、複数の独立した基金に頼ることができる。だから

一つの「否」が、決してシステムの「否」になることはない。

それは一つの扉の「否」にすぎない。資金の一定の割合は、支

配的な合意に挑む異端のために取っておかれる。こうして未

来を築く力は分散したままであり、玉座にはならない。

資本の壁なきイノベーション

研究と開発が資本​のために挫折してはならない。基金はイ
ンフラと素材と実験の時間とチームを用意する。個人の労力

は価値ポイントで報われ、アイデアと発明は適切な期間のあ

とは自由に利用できるようになり、発明者は認知と、証明さ

れた有用性に応じた価値ポイントの収益を受け取る。新し

いリサイクルの方法を開発する科学者は基金から資源を得

て、そのチームは支えられ、本人もその貢献を称えられる。

発明が、公衆の利用を拒む特許の向こうに閉じ込められるこ

とはない。事業は公開された節目を経て、そこで真価を示す

か、終わる。失敗するものは、遅くて高くつく形ではなく、早

く、学びのある形で失敗する。

労働と貢献

今日のたいていの​システムで、労働は恐れと固く結びつい
ている。十分に稼げないことへの恐れ、必要とされないこと

への恐れ、取り残されることへの恐れ、病気になり燃え尽き
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て、それゆえ無価値になることへの恐れである。わたしたち

は、労働が何よりもまず生き延びるための手段である社会を

築いてきた。その結果、好きでもない仕事にとどまり続ける

人びとがいて、日々の苦労の下で窒息する創造性があり、短

期的には何も生まないために放置される発明がある。SOLIS

は労働を別のものとして理解する。生存の強制としてではな

く、創造性と貢献と意味の表現としてである。

SOLISでは生命の基盤が保障されているので、生き延び

るために働かなければならない者はいない。それは誰も働か

なくなることにはつながらない。その逆につながる。人びと

は自らを投じる。そこに意味を見いだし、何かに貢献し、自

分を伸ばしたいからであり、土台を超えるものはすべて貢献

から生まれるからだ。若い母親は、知識を伝えることが楽し

いからパートタイムで教えるのであって、さもなければ保障

を失うという恐れからではない。年配の技術者がエネルギー

施設で働くのは、意味のあることをしたいからであって、家

賃の心配からではない。何も貢献しない者も、基本供給を失

うことはない。それは業績ではなく尊厳に結びついているか

らだ。しかしその人は土台の上で暮らすのであって、その上

ではない。そして貢献を目に見えるものにする共同体は、そ

れを期待するために強制を必要としない。

こうして、困窮なしに成り立つどんな秩序も答えなけれ

ばならない問いが残る。誰も好んではやらない仕事を、誰が

するのか。まずは機械である。決まりきった作業や、危険で

重く単調な仕事は自動化され、人びとは機械にはできない

ことに集中できる。創造性、共感、判断、複雑な問題の解決、

社会的・感情的な仕事である。そして、それでも人間がそれ

をしなければならないところでは、価値ポイントがものを

言う。人手の足りない場所での仕事、夜間の、寒さのなかで
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の、汚れや危険をともなう仕事は、一時間あたりより多くの

ポイントをもたらす。共同体の必要は、貢献を算定するとき

の要素の一つだからだ。今日、もっとも貧しい人びとがやら

ざるをえないために最低の賃金で片づけられている仕事は、

SOLISでは高く報われる。すべての人がそれを必要としてい

るからだ。自動化が人びとを不要にしないよう、基金は継続

的な教育と職業の転換と才能の育成を支え、イノベーション

は大きな事業体だけでなく、すべての人に開かれている。プ

ラスチックを使わない包装材のアイデアを持つ生徒は、裕福

な親や出資者に頼ることなく、イノベーション・センターを

利用できる。

機械と人工知能が必要な労働のますます多くを引き受

ける経済のなかで、古い問いが新たに立ち上がる。人間は何

のために働き、うまくいった人生は何によって測られるの

か。SOLISは貢献を強制から切り離す。自動化が苦労から取

り去るものは、時間として返される。ケアのための、教育の

ための、創造のための、共同体のための時間として。そして

成功の尺度が移り変わる。成功するのはもっとも富んだ者で

はなく、共同体のために何か長く残るものを生み出す者であ

る。労働の尊厳は、その稼ぎではなく、その意味にかかって

いる。

分配の正義

ほとんどどんな政​治の議論も正義について語るが、誰もが
そこで別のことを思い浮かべている。ある者は絶対的な

63



経済と資源

平等を、ある者は絶対的な自由を、またある者は公正な調整

を。SOLISにおける分配の正義は、誰もがまったく同じもの

を受け取ることを意味しない。それは三つのことを意味

する。誰もが尊厳ある、安心で、満たされた生活のために十

分なものを持つこと、特に多く身を投じる者は、他者の犠牲

の上に生きないかぎり、より多くを享受してよいこと、そし

て社会を分断する極端な不平等がそもそも生まれないこ

とである。この道は二重の洞察から導かれる。徹底した平等

は、しばしば成果と発明を窒息させる。徹底した不平等は社

会を毒し、信頼を壊し、暴力を育てる。

土台となるのは、誰も裸の生存を恐れる必要がないとい

うことである。食料、きれいな水、医療、安全な住まい、教

育、参加へのアクセスは、施しとしてではなく基本権として

保障されている。ひとりで子どもを育てる母親は、子どもに

食べさせ世話をすることができるかを心配する必要がなく、

年老いた人が無のなかに落ちることもない。これがほかのあ

らゆる自由の条件である。生き延びるために戦う者は、自由

に考え、創造し、成長することができないからだ。

この土台の上で、SOLISは人びとが才能と意欲と能力に

おいて異なることを認める。多く貢献する者、責任を引き受

ける者、発明を推し進める者は、より多くを享受してもよい。

より大きな家、より遠い旅、自分の計画のためのより多くの

手段、より多くの評価である。決定的なのはただ一つ、それ

が搾取の上に成り立っていないことだ。何かを生み出したか

ら豊かであってよいのであって、他者を抑えつけたり欺いた

りしたから豊かであってよいのではない。だから報われるの

は、医療上の発明をした科学者であり、公正な労働と長持ち

する製品を生み出す事業体であり、文化を豊かにする芸術家

である。報われないのは、価値を生み出さずにお金からお金

64



経済と資源

をつくる投機家であり、自らの損害を公衆に押しつける事業

体であり、ひたすら権力と囲い込みによって自らを定義す

るエリートである。SOLISにおいてこの区別は道徳的な訴

えではなく、価値の手段そのものに組み込まれている。利子

も投機もないところでは、お金からお金をつくることはでき

ない。

極端がそもそも生まれないように、この秩序は事後の再

分配を必要としない。その調整の仕組みは源泉で働くから

だ。共同体拠出は、より多く受け取る者に、割合としてより

多く拠出させる。蓄積の閾は、蓄えが権力になることを防ぐ。

相続の規則は、不平等が何世代にもわたって受け継がれるこ

とを防ぐ。集められた手段は、不透明な金庫に消えていくの

ではない。目に見え検証できる形で、教育と健康と発明と共

同体に投じられる。イノベーションの報奨は、長期的な有用

性を持つアイデアをもたらす者に、評価だけでなく、それを

実現する手段も与える。こうしてこの秩序は、人びとが恐れ

なく生きるために必要な安心と、社会が前へ進むために必要

な活力とを結びつける。豊かさを悪者にすることが問題なの

ではない。それを責任と結びつけ、極端な貧困を防ぐことが

問題なのだ。極端な貧困は、当事者だけでなく社会全体を麻

痺させるからである。人びとがシステムを公正なものとして

経験するところでは信頼が生まれ、信頼は、それなしには経

済も政治も共同体もばらばらになってしまう接着剤である。
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老後の保障

老いとどう向き合​うかに、社会がその人びとを大切にして
いるのか、それとも見捨てているのかが現れる。既存の多く

のシステムで、老後の保障は恐れに彩られている。老後に十

分なものがないことへの恐れ、生涯働いたのに貧困のうち

に終わることへの恐れ、共同体の重荷になることへの恐れで

ある。古典的な年金制度は、人口構成の変化と、不確かな財

源と、公正に認められない人生の実績のために圧力にさらさ

れている。これに対して SOLISは、老いにおける尊厳を、施

しとしてではなく権利として保障する。誰も定められた尊厳

の水準を下回ることはなく、貢献した者はたどれる形でより

多くを受け取り、システムは人口構成の変化のなかでも安定

を保つ。

この保障は三つの柱の上に立っている。第一は基礎年金

である。住まい、エネルギー、健康、食事への受給権は、人生

のほかのどの時期とも同じく老後にも適用され、就労の経

歴にかかわらず、すべての人に尊厳ある生活を保障する。第

二は就労ポイントである。それは第二のお金ではなく、人生

の実績の記憶である。労働、ケア、子育て、ボランティアの

それぞれの年は、時間と技能と必要に応じて就労ポイントと

して記帳され、その合計から老後に、若い世代の共同体拠出

によってまかなわれる価値ポイントの継続的な給付が算定

される。第三は生産基金である。事業体とインフラとエネル

ギー施設に投資する、共同の、広く分散した基金であり、そ

の収益は利子からではなく、それらの実際の利用から、価値

ポイントとして高齢者に流れる。保障がこうして決して一つ
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の源だけに頼らないので、一つの源が弱まっても支えは持ち

こたえる。

決定的なのは、人生の実績があらゆる形で数えられるこ

とである。家族の介護と子どもの養育は、経歴の空白として

ではなく価値ある貢献として、すべて算入される。何年も子

育てに身を捧げた母親は、就労していた人と同じようにポイ

ントを集める。技能と人手不足の係数が特に必要とされる仕

事を評価し、一方で年ごとの上限が自己搾取から守る。持続

性の係数が人口構成の揺れを穏やかにならし、世代全体を驚

かせることがないようにし、生産基金は広く分散され、景気

に逆らう形で組まれている。

この秩序はさらに柔軟で人間的である。たとえば六十二

歳から七十歳のあいだの段階的な老後への移行が、公正さ

の係数とともに個々の道を可能にする。より長く貢献した

い者はそれを評価され、早く退かなければならない者が奈

落に落ちることはない。就労能力が低下したときは擬制の

記帳が支え、遺された家族は基金の持ち分の移転によって

守られる。既存のシステムからの移行もまた公正に組まれて

いる。すでに得た受給の見込みは就労ポイントに換算され、

二つのシステムが並行して動く長い期間がなだらかな切り

替えを保証し、年長の世代には保障された下限が与えられ

る。こうして SOLISは老いから恐れを取り除く。生涯働いた

のに老後の貧困に陥ることもなく、ケアと子育てが罰せられ

ることもなく、人口構成の歪みによる崩壊もない。
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循環経済とエネルギー

従来の経済は破壊​的なリズムに従っている。取り、使い、捨
てる。原料が採取され、製品へと加工され、消費され、最後

にはごみとして処分される。この直線的なシステムは、疲弊

した土壌と汚れた海と有毒な処分場と破壊された生態系を

残し、気候の変化を加速させてきた。SOLISはこの論理と決

別する。その経済を循環させる規則は、ここで扱う。それが

仕える地球の限界と生命圏の回復は、次の章が展開する。

循環経済では資源は消費されない。循環するのである。製

品は長持ちし、修理でき、モジュール式で、再利用できるもの

であり、計画的な陳腐化は禁じられる。機器は標準化された

モジュールを持ち、電池が弱れば機器全体ではなく電池だけ

が交換され、寿命の終わりには部品が循環へと戻っていく。

残りものはほかの工程の原料となり、事業体は、一方の残り

が他方の原料となるようにつながり合っている。これらの規

則は価格の横にあるのではなく、価格のなかにある。生態系

のコストがどの価値ポイント価格にも組み込まれ、どの製

品も製品票を持っているので、穏やかなものは負荷の大きい

ものより安く、循環は例外ではなく、経済活動の初期設定と

なる。これらすべてを動かすエネルギーは、地球を食いつぶ

さない源から来る。その分散した、回復力のある秩序は、地

球についての章が述べる。こうして SOLISは、経済が得るも

のを自然が失うゼロサムゲームとして経済をとらえる考え

と決別する。
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世界的な経済協力

わたしたちは経済​によってつながった世界に生きている。
どの国も、どの地域も、もはや孤立してはいない。原料も財も

データもアイデアも国境を越えて流れ、それは恵みにも呪い

にもなりうる。これまでは呪いのほうが勝ってきた。利益を

最大化するが共同体を壊す自由貿易、搾取と環境破壊の上に

成り立つ供給網、そして経済が圧力の手段として悪用される

地政学の力の駆け引きである。SOLISもまた経済を世界規

模で考える。しかしそれを略奪の行進としてではなく、もっ

とも強い者だけでなくすべての人に役立つ協力の網として

考える。

交易の関係は、公正と持続可能性と敬意の上に立つ。協定

は巨人どうしの力の駆け引きではなく、明確な倫理的原則に

もとづく取り決めである。公正な報酬、生態系への責任、文

化的な固有性の尊重、そして短期的な取得ではなく長期的な

パートナーシップである。豊かな地域の事業体は、だから地

元の共同体に補償し生態系の基準を守ることなしに、より貧

しい地域から安い原料を抜き取っていくことはできない。契

約は、現地にどう投資されるのか、どんな基準が適用される

のか、双方がどう利益を得るのかを明らかにしなければなら

ない。弱い地域は依存のなかに留め置かれるのではなく、強

められる。依存を固めてしまう援助に代わって、技術と知識

の移転、現地の回復力を築くインフラへの公正な融資、そし

て現地の声がともに決める対等なパートナーシップが置

かれる。こうしてある地域は、世界的な網の支えを受けなが
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ら、しかし永遠の借金に陥らせる不当な契約なしに、自らの

持続可能なエネルギーシステムを育てていく。

これを成功させるために、SOLISは具体的な仕組みに頼

る。開かれた交易のプラットフォームが契約と成果を見える

ものにし、利益相反を明らかにする。経済問題のための倫理

評議会は、大きな事業と協定に助言するだけでなく、それを

審査する。すべての者がその経済力に応じて拠出する共同

のイノベーション基金は、その成果をすべての者と分かち合

う。多くの秩序からなる世界が、その上に支配者を生むこと

なく全体としてどうまとまるのかは、世界秩序についての

章が展開する。ここでは原則だけで足りる。協力が競争より

強く、規則が弱い者だけでなくすべての者に適用され、発明

が共通の宝として理解される、つながり合った世界経済で

ある。世界はあまりにも密接に絡み合い、あまりにも傷つき

やすいので、古い型をこのまま書き継いでいくことはでき

ない。
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マラが働く川は、彼女の子どものころには油のにおいがした。

彼女の事業体は二十年をかけて、その川を一つまた一つと曲

がりを取り戻しながら、昔の川筋へと戻していった。最初の鮭

が帰ってきたとき、町は祭りを開いた。岸辺のどの事業の席に

も、川のために、そして百年後にそれを受け継ぐ人びとのため

に語る代弁人の女性が座っていた。彼女はいつも賛成したわ

けではない。ときには彼女が正しかった。
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本書が構想するすべてのもの、環も、法も、経済も、教育

も、どんな多数派も議決できず、どんな議会も廃止でき

ない一つの前提の上に立っている。​生きている地球であ

る。破壊された地球の上では、最良の秩序という問いは、も

はや立てようがない。だから地球への責任は、五つの基盤の

うちの一つというだけのものではない。それなしには残りの

四つが居場所を失ってしまう基盤なのである。この章は、そ

こから導かれるものをまとめる。

地球の限界

出発点は、​物理学に由来するがゆえに政治に先立つ一つの
洞察である。地球には限界がある。科学はそれを地球の限界

として名指ししてきた。気候の安定、生命の多様性、水と空

気と土の清らかさであり、これらの限界の向こうでは、あら

ゆる生命を支えるシステムが転覆する。わたしたちは土地を

疲弊させ、海で魚を獲りすぎ、森を切り払い、明日がないか

のように温室効果ガスを大気に送り込んできた。生物の種

は、地球の歴史の大量絶滅の波に迫る速さで死に絶えつつあ

る。わたしたちはそれを知っている。何十年も前から知って

いて、それでも時間が無限にあるかのようにふるまってい

る。そこから、SOLISが限界をあるがままのものとして扱う

ことが導かれる。あらゆる経済活動とあらゆる自由がその内

側に居場所を持つ壁としてである。生態系のコストはどの価

格にも必ず組み込まれ、負荷の大きいものは穏やかなもの

より高くなる。採取の限界は市場に委ねられるのではなく、
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議会によって定められ、監査機関によって監視される。いっ

たん生存の限界として認められたものを、どんな景気も再び

取り消すことはできない。

単なる保全ではなく再生を

すでにあまりに多​くが破壊されたところでは、保護だけで
はもはや足りない。だから SOLISは保全を超えて回復をめ

ざす。害を減らすだけでなく、積極的に癒やすことである。森

は守られるだけでなく、取り戻される。土は傷めないように

されるだけでなく、築き直される。川は汚れを減らされるだ

けでなく、昔の川筋と、その生命の豊かさへと戻される。大

気から炭素を取り出して土と森へ戻す方法はこの癒やしの

一部だが、その代わりにはならない。それは排出を避けるこ

との傍らに置かれるのであって、その代わりになるのではな

い。こうして成功の尺度は、最小の害から最大の回復へと移

る。地球から取る以上のものを地球に返す世代は、人類が長

いあいだ生命圏に対してとってきた向きを逆転させるので

ある。

閉じた循環

自然は廃棄物を知​らない。ある生き物が排出するものは、別
の生き物の糧となる。SOLISはこの原理を経済活動の基本
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形とする。そして経済の秩序は、それが価格と製品の規則に

どう組み込まれているかを示してきた。採取から使用を経て

ごみへと至る直線に代わって、閉じた循環が置かれる。素材

はできるかぎり長く使われ、再利用され、高い価値を保って

再生される。修理は交換に、再利用は消費に先立ち、産業全体

が、一方の残りが他方の原料となるようにつながっている。

使い終えた機器の外殻は燃やされるのではなく、分解され、

洗浄され、新しい製品へと移される。それは再生利用を超え

るものだ。初めから循環を前提に組まれた構想であり、その

なかで生きる人びとをも変えていく。捨てるのではなく修理

する者は、物との関係を再び築き直すのである。

けれどもこの環は、ただ同じところを回っているだけで

はない。素材を流れのなかに保ちながら、同時に知と豊かさ

を上へと運んでいく。物質においては循環、精神においては

進歩。それが、一つの文明が自らを食いつぶすことなく続い

ていける螺旋なのである。

生命圏の権利

SO L I Sは配慮​の輪を人間の外へと広げる。生態系も、川も、

森も、単なる所有物や原料ではない。それらは決定において

数えられる固有の重みを持っている。動物は感じる存在であ

り、秩序はできるかぎりその苦しみを取り除き、動物を単な

る材料に変えてしまう飼育はこの秩序のなかに居場所を持

たない。広範な事業が生命圏に触れるところでは、生命圏は

任命された代弁人を通じて声を得る。代弁人はその利益を、
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議会と倫理評議会と裁判所の前で代弁する。自分では語るこ

とのできない者の利益を後見人が代弁するように。そして地

球は未来の世代のものでもあるので、どんな採取も、後に来

る者がなお地球を住めるものとして見いだせるという留保

のもとに置かれる。そこから、倫理評議会が事業をこの二重

の要求に照らして明示的に審査することが導かれる。生きて

いる生命圏に対する要求と、来たるべき人びとに対する要求

である。人間だけを念頭に置く倫理は、小さすぎるのだ。

農業と食

人間を地球と、​食べるもの以上に固く結びつけるものは
ない。だから SOLISの農業は、自然に逆らうのではなく、自

然とともに働く。土は輪作と腐植の形成とアグロフォレスト

リーによって、疲弊させられるのではなく築かれ、森はその

多様性が保たれるように営まれ、漁業の資源は長く安定

を保てる範囲でのみ利用される。苦しみを生み、土地を飲み

込み、気候に負荷をかける工業的な畜産は縮小されていく。

飼われる動物は、感じる存在にふさわしく飼われる。食は同

時に基本供給の一部でもある。主食は権利であり、生態系の

コストがどの価格にも含まれているので、選択財において

も、地元のもの、旬のもの、穏やかなものが、高価な贅沢で

はなく自然な選択となる。こうして食は敬意から始まる。自

然への敬意、動物への敬意、そして自分自身の身体への敬意

である。
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エネルギーと長い未来

長く続く文明の物​質的な基盤は、地球を食いつぶさないエ
ネルギーである。だから SOLISは、再生可能で、分散し、回

復力のあるエネルギーシステムに頼る。太陽、風、水、地熱で

あり、揺らぎをならす蓄電と賢い送電網によって結ばれてい

る。基金を通じて、現在を約束の上に築くことなく、その先

へと導きうるものに投資する。核融合から、今日まだ存在し

ない蓄電の技術まで。化石燃料は完全に置き換えられる。そ

してエネルギーは、別の形でつくられるだけでなく、より少

なく使われる。一生もつ製品、道のりの短い町、何も無駄に

しない送電網は、どんな施設が生み出すよりも多くを節約

する。

供給が分散していることには、生態系の理由だけがある

のではない。分散した供給は、中央集中の供給なら打ち倒さ

れてしまう故障を受け止める。一部が落ちても他の部分が支

え、どの結び目も社会の供給をひとりで握ることはない。こ

うして生態系の必然は、著作全体の論理と出会う。中心とな

る資源の独占ではなく、その分散によって強い網である。こ

の基盤の上で、つまり回復していく地球と、それを食いつぶ

さないエネルギーの上で、本書が語る遠い未来がはじめて可

能になる。そのとき、わたしたちは「地球」を救うのではな

い。地球はわたしたちがいなくてもやっていける。わたした

ちは、わたしたち自身を救うのである。
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教育と知

三十九歳で、マラはもう一度学び始めていた。土壌学である。川

は土なしには理解できなかったからだ。なぜ三十九歳でそん

なことをするのか、と尋ねる者はいなかった。講座には費用が

かからず、事業体は彼女に時間を与え、彼女のプロフィールに

は最後に成績ではなく、彼女がいまできることが記された。十

六歳の娘イダは同じ年、あらゆる権威を問うことをちょうど

学んでいるクラスに座っていた。自分が暮らす秩序をも。この

本をも。
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どの子どもも二度とこう言わなくてよい世界を想像し

てみてほしい。​わたしは学んではいけない。貧しすぎるか

ら。頭が悪すぎるから。年を取りすぎているから。違いすぎ

るから。この世界では、教育は贅沢でも商売でも権力の道具

でもない。水や食料や安全と同じく欠かすことのできない、

基本的な人権である。それがこの章の描く世界であり、同時

に、秩序が臣民を形づくるのか、それとも秩序を検証できる

人間を形づくるのかが決まる場所でもある。

権利であり基盤である教育

SO L I Sにおい​て教育は基本権であり、この取り決めは、教

育が知識の伝達をはるかに超えるものだという洞察から生

まれている。教育とは、情報へのアクセスであり、省察の力

であり、成長の可能性であり、自己決定と参加と尊厳への鍵

である。それがなければ人間は依存し傷つきやすいままであ

り、貧困は世代から世代へと再生産され、不平等は受け継が

れていく。教育を保障する者は、それによってほかのすべて

の権利をも保障する。教育を拒む者は、人びとからその自由

の基盤を奪うのである。

アクセスは自由で、障壁がない。すべての人間に教育を受

ける権利があり、それも生まれたときからである。教育は学

校で始まるのではなく、家族と共同体のなかで始まり、卒業

で終わるのではなく、生涯にわたって寄り添うからだ。母と

なる人は相談と学習の資料を利用できる。障害のある若

者は、その強みを伸ばし、その壁を補う学習のシステムを得
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る。年を重ねた人は、費用をかけずに新しい言語や技術や主

題を学び直すことができる。

誰もが同じように学ぶわけではないので、教育のシステ

ムは適応できるものになっている。それはさまざまな学びの

道を考慮し、文化の多様性を尊重し、障害を欠陥としてでは

なく人間の経験の多様なあり方としてとらえる。デジタル・

プラットフォームと共同の学びの場と専門家の伴走が、内容

が柔軟に用意され、特別な必要に合わせて仕立てられるよ

うにする。人為的な壁は取り払われる。教育を裕福な者だけ

のものにする費用も、機会を出自や人脈に左右させる入学の

障壁も、少数者を系統的に締め出す不利益な扱いもない。貧

しい家庭の才能ある少女が、大学で学ぶために借金を背負

う必要はない。五十歳で新しい道へ進みたい労働者が、官僚

制度に阻まれることはない。難民は何年もの順番待ちではな

く、すぐに言語と学びへのアクセスを得る。

これを支えるのは、学校と図書館と学習センターとデジ

タル・プラットフォームからなる、共同で担われる教育の基

盤である。教育は商品ではなく、共通の利益とみなされるか

らだ。それは、すべての人に与えられる基本供給の一部であ

る。その内容は科学的に裏づけられ、倫理的に吟味され、多

様な形で用意される。こうして初めから一つの限界が引かれ

ている。この章がのちに立ち返る限界である。教化もなく、宣

伝もなく、「正しい」意見の押しつけもない。
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生涯にわたる学び

今日のたいていの​社会で、学びは完結した一つの人生の段
階のように組織されている。まず学校、次に職業訓練、その

あとに就労生活があり、それで人間は出来上がったとみなさ

れる。急速に変わる世界では、この考えは致命的である。停

滞は後退を意味し、昨日の知識では明日の問題を解決するの

に足りないからだ。SOLISは、学びが決して終わらないこと

を前提にする。人間が休みなく自分を最適化すべきだからで

はなく、学びが人間であることの一部、好奇心と成長とつな

がりの表現だからである。

だからすべての人間は、生涯にわたって幅広い学びの機

会にアクセスできる。正規の機関にも、非正規の形式にも、自

ら舵を取る道にも。四十歳で持続可能な建築を学びたい職人

は、開かれた講座と指導者を見つける。何年もたってから復

帰する人は、最新の水準へと導く講座を受けられる。珍しい

関心を持つ少女は、早くから研究者とともに働く。学びはそ

のとき、烙印でも地位の象徴でもなく、人生の当然の一部で

ある。年を取ってもなお学んでいるからといって笑われる者

はなく、その学びが非正規の道をたどるからといって締め出

される者もない。

これを可能にするためには、働く世界が学びを罰する

のではなく後押ししなければならない。今日の多くの仕事

で、継続的な学びは、時間も手段もない私的な重荷である。

SOLIS では事業体は継続的な教育を可能にする義務を負

い、労働時間は学びの期間が入る余地を持つように組まれ、

新しい役割と道は、一度かぎりの卒業によってではなく、生
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涯にわたる成長によって生まれる。ロボット工学に移りたい

経験豊かな介護職員は、そこで後押しされ、引き止められる

ことはない。学びの期間は保障されている。基本供給は就労

に左右されないので、誰も教育のために借金をしなくてよい

からだ。一生にわたってその人について決めてしまう一つの

卒業資格に代わって、その人が何をできるかを示す、育って

いくプロフィールが置かれる。事業も経験も共同体への貢献

も正規の試験も等しく数えられ、十七歳で試験に失敗した

からといって、どの扉も永遠に閉ざされることはない。こう

して、どの年齢でも好奇心を失わず、ともに賢く、ともに適

応力を増していく社会が生まれる。

知へのアクセスと透明性

情報の時代におい​て、知は力以上のものである。それは生
存と発明と自由の基盤である。それなのに、今日のたいてい

のシステムで知は自由ではなく、課金の壁の向こうに隠さ

れ、特許のなかに凍結され、データの独占のなかに貯め込ま

れ、政府にも企業にも道具として使われている。SOLISは知

を共有財として扱う。ロマン主義からではなく必然からであ

る。知を分かち合う社会は、より回復力があり、より発明に

富み、より公正だからだ。

そのために SOLISは、科学の知見、技術の発展、歴史の

史料、文化の作品を誰もが利用できるようにする、開かれた、

多言語の、障壁のない知のシステムを維持し、デジタルの基

盤を持たない人びともアクセスできるよう、地域の知のセン
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ターでそれを補う。村の共同体は、こうして研究所と同じ医

学の知の水準を利用でき、若者は一流大学の教材にアクセス

できる。共同で担われたものは、共同体に属する。公的に支

援された研究の論文とデータと方法は自由に閲覧でき、それ

が発明の力を何倍にもし、無用な重複を避け、信頼を生む。

個人の発明は守られるが、公衆の犠牲においてではない。

経済の秩序が定めているとおり、発明する者は認知と、その

発明の有用性からの収益を受け取り、発明そのものは適切な

期間のあとはすべての人に開かれる。医療や環境技術や基本

供給のような領域では、初めから公衆が優先される。ある薬

効成分を開発した事業体はそれを称えられるが、健康の危機

においては、その成分はそれを必要とするすべての人に開か

れる。こうして知は商品にならず、すべての人に開かれた生

命の力であり続ける。SOLISが自らの制度にも求める、あの

透明性の一つの適用である。

創造性と批判的思考

今日の多くの教育​システムで、隠されたメッセージは、与え
られたものを受け取って正しく再現せよ、というものだ。報

われるのは逸脱ではなく、順応である。ますます複雑になっ

ていく世界では、それでは足りない。社会には、新しい道を

見つけ、古い型を問い直し、問題を見慣れない角度から見る

ことのできる人びとが必要である。だから SOLISは教育を、

知識の貯蔵庫としてではなく、何をだけでなく、どのように

と、なぜをも問う、思考と探究の空間としてとらえる。
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だから子どもたちは、事実だけでなく方法を学ぶ。状況を

分析すること、型と矛盾を見抜くこと、正確な問いを立てる

こと、表面的な原因と深い原因を見分けること。歴史上の出

来事は暗記で問われるのではなく、取り組まれる。なぜそれ

が起きたのか、どんな視点があったのか、何が別様に進みえ

たのか、現在とどんな共通点があるのか。創造性はそのとき、

飾りの付け足しではなく、芸術と科学においても、経済と日

常においても中核の能力とみなされる。思いがけないものを

結びつけ、不確かさに耐え、誤りを恐れずに新しいことに挑

む力である。そのように進む教育のシステムは、器を満たす

のではなく、火をともす。教える者に挑むことを許し、事業

が失敗してもなお価値あるものであることを認め、知識の確

認ではなく、自分自身の解決を見いだすことを測る。

SOLISをも問う成熟

ここに、​著作全体にとって決定的な一つの取り決めがあ
る。既存の秩序の前で立ち止まる批判的思考は、批判的思考

ではなく、その反対である。だから SOLISの教育は、あらゆ

る権威を問うことを明確に教える。SOLIS自身も、その制度

も、その職にある者も。教育は人びとに秩序の価値を伝える

だけでなく、秩序がその価値に見合っているかを見抜き、見

合っていないときにはそれを変え、あるいは廃止するため

の道具をも伝える。まさにそこに、どんな秩序も教条へと硬

直することへの、そして権力の秩序の章が語る公共圏の操作

への、もっとも強い守りがある。情報源を確かめ、視点を比

べ、権力に問いかけることを学んだ人びとは、支配されない。

SOLISは市民に服従を求めるのではなく、判断の力を求め

る。そしてそれによって、その力に照らして測られ、必要と

あればそれによって退けられることを引き受けるのである。
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倫理の教育

技術と権力と知が​ますます大きな梃子を生み出す時代
に、倫理を周辺の科目として扱うだけでは足りない。いまや

一人の人間がシステムを麻痺させ、遺伝子のコードを書き換

え、供給網とデータの流れを通じて何百万人もの生活に影

響を与えることができる。これらの梃子が自分のことしか考

えない人びとの手で操られれば、その行き着く先は不正と破

壊である。だから SOLISは倫理の教育を特別な取り組みに

するのではなく、あらゆる領域を貫く基盤にする。

倫理的な省察は、あらゆる分野に組み込まれている。自然

科学では環境と帰結への責任が、経済では公正と持続可能性

が、医学では患者の権利と公正なアクセスが、技術では濫用

の問題が扱われる。どの科目も責任についての省察を含み、

どの事業もその有用性だけでなく倫理的な帰結を考え抜く。

授業でアプリケーションをつくる者は、同時に、それが誰の

役に立ち、誰を危険にさらし、濫用されたら何が起きるのか

を問う。この教育は早くから始まる。子どもたちはすでに、

ともに規則をつくり、争いを解決し、本物のジレンマについ

て話し合うことで、自分の行動の帰結を考え、他者の身にな

り、責任を引き受けることを学ぶ。そしてこの教育は、倫理

についての議論を、学校でもメディアでも近所でも当たり前

のものにする。健全な社会は、よい生き方とは何か、未来の

世代への責任とは何か、自由の限界とは何かといった問いを

避けるのではなく、必要とするからである。
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条件づけではなく教育を

ここで、SOLISが真剣に受け止め、はぐらかさない一つの反
論が立ち現れる。自らを支えている価値に向けて若者を形

づくる社会は、つねに、教育を条件づけに、成熟へ向けた形

成を従順への調教に変えてしまう危険のなかにある。SOLIS

はまさにこの一歩を拒む。それは、秩序全体が戦っている権

威主義の動きにほかならないからだ。境界は一点を通ってい

る。社会は、自らを支える価値に向けて次の世代を教育して

よい。ただし、その価値を検証し、退ける力を保つ形でのみ

である。だから SOLISの倫理の教育は、固定した「正しい」信

念を植えつけるのではない。自立した道徳的判断を、SOLIS

をもそれ自身の物差しで測る力を育てる。人間を自由なまま

にしておく形成は教育である。人間を縛る形成は教化であ

る。この秩序の基盤と両立するのは、前者だけである。

世界的な知のネットワーク

今世紀の大きな問​い、気候、エネルギー、健康、平和、技術
は、国境を知らず、世界規模の答えを求めている。そうした

答えは、知が国と文化と分野を越えて自由に結びつけられる

ときにだけ生まれる。だから SOLISにおいて、学校も大学も

研究センターも孤立した島ではなく、データと方法を分かち

合い、共同の事業を担い、国境を越えて学ぶ者と教える者の

共同体を形づくる、世界的な網の一部である。ある大陸の学

校が、別の大陸の学校と森林再生の事業に取り組み、その際
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に地元の植物の知識と気候のデータと技術を、両方の地域で

働く一つのモデルへと結びつける。

そのとき、SOLISにおいて「世界的」とは「西洋的」という

意味ではなく、多様で、互いを豊かにし合うという意味であ

る。大切な知とは、大学の知だけではない。生態系について

の先住民の共同体の知でもあり、長持ちする製品についての

手仕事の文化の知でもあり、表現と変化についての芸術運動

の知でもある。きれいな飲み水をめぐる事業は、こうして最

先端の技術と伝えられてきた方法と賢いデザインを、現地に

合わせ、どこでも使え、文化を尊重する一つの解決へと結び

つけることができる。この道を通じて人びとは、ほかの文化

について学ぶだけでなく、それとともに、それから学ぶ。そ

して、ほかの人びとが壁を築くところで信頼を生む、文化を

越えた判断の力が生まれる。知はこうして、互いを照らし合

う光の点からなる世界的な網となるのである。

86



章

08

健康と幸福

マラの父が診断を受けたとき、請求書もなければ、順番待ちの

リストもなく、まだ治療する価値があるのかという問いもな

かった。機械の提案を読み、それを説明し、それに異を唱える

女性の医師がいた。ヨナスが介護チームとともに整えた、家の

なかの一部屋があり、家族がベッドのそばで過ごした時間

には貢献の記帳があった。そして最後に、窓の外に川を見なが

ら、家で、痛みのない別れがあった。



健康と幸福

誰も病気になることを恐れない世界を想像してみてほ

しい。​誰もが、自分は世話をしてもらえる、真剣に受け止め

てもらえる、ひとりではない、と知っているからだ。今日の

たいていのシステムでは、それとは反対に、健康はリスクで

ありコスト要因であり、保険と産業と政治のあいだの遊び場

である。お金のある者は治療を受ける。少ない者は配給と順

番待ちのリストを受け取る。運の悪い者は、最後には何も受

け取らない。SOLISはこの論理と決別する。健康は市場の商

品ではなく権利である。交渉の余地のない、商業化されない

人権であり、経済の秩序が定めているとおり、対価なしにす

べての人に与えられる受給権に属している。

すべての人のための医療

アクセスはすべて​の人に等しく、質の高いものであり、人
間的で全体的なものとして考えられている。全体的な医療は

症状だけを治療するのではなく、その原因を理解する。身体

だけでなく、心と精神と環境をも見る。慢性の腰痛を抱える

労働者は、だから鎮痛剤だけでなく、理学療法と、仕事に関

わる予防と、心理的な支えを利用できる。健康とは、ただ機

能していること以上のものだからだ。この医療には初めか

ら、予防と心の健康と社会的な支援が含まれている。健康は

遺伝子と生活習慣だけでなく、安心と共同体と意味にも左右

されるからである。だから医療は、社会福祉と教育と近隣の

ネットワークと協力して働く。出産後にうつを患った若い母

親は、医療の助けとともに、親どうしと相談と伴走の網を得
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て、一つの症例としてではなく、一人の人間全体として見ら

れる。

これを支えるのは、公正と安定を保障する共同体拠出

である。基本的な医療は連帯によって担われ、透明に管理さ

れ、二つの階級に分かれた医療も、請求書のために生存の不

安を抱くことも知らない。医師と看護師とセラピストはチー

ムで働く。医療は、地域のセンターと移動診療所と遠隔診療

を通じて、都市にも地方にも等しく届き、資金と優先順位と

新しい治療法について決めるときには、人びとが口を出す。

選択的なサービスを提供する事業体は存在してよいが、基本

のシステムを掘り崩したり、特権的な別世界をつくったりし

ては決してならない。市場は、生命が始まるところで終わる

からだ。こうして健康は共通の財となり、社会がどんな倫理

の状態にあるかを表すものとなる。

修理ではなく予防を

今日のたいていの​医療制度で、同じ型が繰り返される。人
びとは不健康な環境で暮らし、病気になり、そこではじめて

システムが反応する。遅く、高くつき、後追いで。それは、家

がよく建てられるよう気を配るのではなく、家がすでに燃

えているときになってはじめて駆けつける消防のようなも

のだ。SOLISは健康を修理工場としてではなく、病気が生ま

れるところに手を打つ、能動的で先を見通した過程として理

解する。予防とは、そのとき、より健康的にふるまえという

呼びかけ以上のものを意味する。健康が当たり前になるよう
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環境全体を形づくること、そして小さな問題が大きくなる前

に早く見つけることを意味する。孤立し始めた若者は、うつ

の型が固まる前に、早くつながりを見つける。重い負担を抱

える働き手の女性は、燃え尽きる前に、別の働き方を手遅れ

にならないうちに得る。

健康はこうして、個人に押しつけられるのではなく社会

が担う、分野を横断する任務となる。都市計画は緑地ときれ

いな空気と安全な道をつくる。働く世界は健康な時間と発

言権を保障する。食のシステムは健康な選択を手の届く標準

にし、教育は幼いころから身体と心を強くするものを伝え、

余暇の機会は敷居が低くすべての人に開かれている。こうし

て予防は、気軽な健診から敷居の低い相談まで、人びとを後

見するのではなく人びとに合った運動と食の機会まで、日常

の当たり前の一部となる。そのような町は、ストレスではな

く喜びとしての運動を、学校と事業体での健康な食事を、そ

して休むための時間を提供し、事業体は疲れ果てた労働力で

はなく、健康で意欲ある人びとを得る。予防は手段を節約す

るだけでなく、苦しみを節約する。そしてシステムをより柔

軟に、より長続きするものにする。破局の後を追うのではな

く、変化を早く見抜くからである。

心の健康

多くの社会で、​心の健康は私的な事柄、黙っておいたほう
がよい汚点とみなされている。その結果が、烙印と恥と孤立

と、あふれかえる順番待ちのリストである。SOLISはこの像
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をひっくり返す。心の健康は身体の健康と同じく中心的であ

り、個人の問題であるだけでなく社会の問題であり、誰かが

崩れてはじめて注意を向けられるのではなく、初めから考え

に入れられ、手入れされる。

すべての人間に、官僚的な壁もなく、破滅的な費用もな

く、何か月もの待ち時間もなく、烙印への恐れもなく、心理

的な支えを受ける権利がある。そこには、隅々まで行き渡っ

た相談と医療の機会、確実につながる危機支援、そして予防

のための相談から集中的な治療までを含む段階的な支援の

システムが含まれる。不安の症状が出始めた若い女性は、何

か月もたってからではなく、すぐにアクセスを得る。心の健

康はさらに、病院だけの主題ではなく、あらゆるところで考

えに入れられる横断的なものである。学校では、レジリエン

スとマインドフルネスと開かれた対話の雰囲気のための取

り組みと、信頼できる相談相手によって。働く世界では、過

重な負担に対する義務としての予防と、柔軟な時間と、部下

の心への責任について訓練を受けた管理者によって。共同体

では、近隣のセンターと敷居の低い窓口によって。

これには、自分は調子がよくないと言ってよく、しっかり

しろという要求ではねつけられるのではなく、耳を傾けても

らえる、開かれた社会の雰囲気が前提となる。今日の重荷の

多く、疲弊、うつ、孤独、不安は、個人の弱さではなく、シ

ステムの帰結だからだ。過剰な要求の、孤立の、意味の喪失

の帰結である。それを認め、予防と治療の両方の構造をつく

る秩序は、人びとに人間であってよいという許しを与え、同

時に、押し込められた苦しみが生む高い後の費用をも免れる

のである。
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社会的な健康と共同体

健康について語る​とき、人は身体を、そしておそらく心を
思い浮かべる。しかし三つ目の、しばしば見えない次元があ

る。社会的な健康、つまり人がほかの人とどれだけつながっ

ているかという問いである。研究はここで明確だ。孤独は喫

煙に匹敵する程度に健康を害し、社会的につながっている人

びとはより長く、より健康に生きる。共同体は心地よい付け

足しではなく、生物学的で心理的で文化的な基本的必要であ

り、SOLISはそれをシステムの任務とする。

SOLISにおいて共同体は偶然に生まれるのではなく、意

識的に形づくられ守られる。建築と都市計画と公共の空間

は、出会いと助け合いがたやすくなるように設計される。団

体やネットワークや敷居の低い交流の機会は、場所と支援

を得て、公園や図書館や地域センターのような場所は開かれ

たまま、商業的に塗り替えられることはない。孤独はそのと

き、私的な不運ではなく、狙いを定めて立ち向かう社会の問

題とみなされる。高齢者やひとり親や移り住んできた人の

ように、孤立がどこで生まれるかに目を向けることによっ

て、そしてつながりをつくる取り組みによって。子どもたち

が遠くに住んでいる年配の女性は、こうして世代を越えた網

の一部であり続け、そのなかで自分の経験を差し出し、同時

に支えを見いだす。

それには、強さについての別の理解が結びついている。今

日の多くの社会が、誰もが自分のことだけを見て弱さを見せ

るなと教えるところで、SOLISは、本当の強さはつながりと

思いやりと協力から生まれると考える。だから子どもたち
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は、専門の知識だけでなく、感情との付き合い方、チームで

の働き方、責任の引き受け方を学ぶ。ケアは劣った仕事とし

て見下されるのではなく、高く評価され、貢献として報われ

る。共同体を育む社会は、より安定し、より平和で、より創

造的である。人びとが互いを受け止めるからだ。そしてあら

ゆるよい秩序と同じく、それは最強の者がどれほど輝くかで

はなく、もっとも弱い者をどう扱うかによって自らを測るの

である。

デジタルの医療システム

医療のデジタル化​には、希望と恐れが同時に結びついてい
る。よりよい診断とより容易なアクセスへの希望と、データ

の濫用と冷たい自動化への恐れである。SOLISはここで、秩

序全体の原則に従う明確な道を行く。技術は人間に仕える道

具であって、人間を支配する者ではない。それは人間にでき

ることを広げるが、人間にしかできないこと、思いやりと、そ

ばにいることと、関係を、決して置き換えはしない。

すべての人間がデジタルの健康記録を持つ。それはすべ

ての主要な情報を束ね、確実に暗号化され、分散して保存さ

れ、本人の同意があるときにだけ利用できるようになる。非

常時には救急隊が関係するデータに限ってアクセスでき、プ

ロフィール全体を透かし見ることはない。データへの主権

は、こうして、秩序が一般に求めているとおり、私的な利用

者ではなく本人のもとにある。人工知能は多くの段階でシス

テムを支える。所見の分析、まれな病気の早期発見、個人に
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合わせた助言においてである。しかしそれが決定を下す主体

になることは決してない。技術の章があらゆる人工知能に定

める規則が適用される。人間による監督は義務であり、決定

は盲目的に自動化されず、患者には提案を理解し、問い、拒

む権利がある。医師は提案に従うのではなく、それを検討し、

話し合い、代わりの道を説明する。遠隔診療と移動サービス

と身につける機器は距離を越え、辺境の地域に住む人びと

も現代の医療を受けられるようにし、慢性の病を持つ人は

ネットにつながった機器によって手遅れにならないうちに

助けを得る。しかしこうしたすべてにおいて、一つの限界が

働く。技術は説明し、見守り、改善することはできるが、手

を握ることも、慰めることも、人間であるとはどういうこと

かを理解することもできない。デジタルのシステムは時間と

届く範囲と正確さを生み出すが、治療とケアの中心は人間ど

うしの関係であり続ける。

世界的な健康のネットワーク

今日の世界には一​つの矛盾がある。病気は国境を知らない
のに、医療制度は国境をよく知っている。ウイルスが広がり、

環境の毒が放たれ、生物技術の危険が迫ると、国々はしばし

ば閉じこもり、責任を押しつけ合い、自国の利益の論理で反

応する。それは時間と命と信頼を犠牲にする。SOLISは、ど

こかで起きることはすべての人にかかわるので、健康はつね

に世界的なものだと考え、国家と利益の動機を越えて働く

構造を築く。
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そこには、医療と生態系と技術の信号を早く捉え、それを

公開して共有する、国際的につながった早期警戒システムが

含まれる。それは現地の検査室とセンサーに、つねに人間に

よる検証をともなう分析に、そして迅速に連携して動く危機

対応チームに支えられている。辺境の地域で新しい種類の熱

病が現れても、それは隠されず、様子見もされない。分析と

支援と措置からなる連携した対応が働く。医療の突破口はそ

のとき、地政学のおもちゃではない。研究の成果は隠される

のではなく分かち合われ、薬とワクチンは市場の力ではな

く必要に応じて配られ、発明者の評価が正義の犠牲になる

ことは決してない。危険なウイルスに対するワクチンは、だ

からそれがもっとも切実に必要とされる場所でも、狙いを定

めて利用できるようにされる。

豊かな地域が、より貧しい地域で強固な医療制度を築く

のを支えることは、この秩序では慈善ではなく、理にかなっ

た必然である。どこかで制御されずに猛威を振るうウイルス

はどこにでも広がり、弱いシステムは現地の人びとだけでな

く人類全体を危険にさらす。インフラと人材育成と分散した

生産への投資は、だからすべての人の供給の安全に役立つ。

こうしてすべての人間が、どこで生まれたかにかかわらず、

健康でいられるよりよい機会を得て、国家どうしの競争から

一つの共同の事業が生まれる。当たり前のこととして、その

知と手段を分かち合う運命共同体である。
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老いと別れ

人間を真剣に受け​止める秩序は、人生の弧のすべてにわ
たって、その終わりまで人間に寄り添う。SOLISにおいて老

いは引退の待避線ではなく、完全な価値を持つ一つの時期で

ある。年長者は共同体の一部であり続け、その経験は議会で、

学校で、若い世代の指導者として必要とされる。そしてその

介護は、社会がともに担う尊重された任務であって、隠すべ

き重荷ではない。ケアに頼らなければならない人は、尊厳を

失うことなくそれを受け、それを担う人は評価と貢献を受け

取る。そして生命にはその終わりも属しているので、SOLIS

は死にゆくことに人間的な枠組みを与える。誰も、ひとり

で、避けられたはずの痛みのなかで、あるいは尊厳を傷つけ

られて死ななくてよい。人生の終わりの寄り添い、苦しみの

緩和、死にゆく人の意思への敬意は、人間をただ生かしてお

くだけでなく、尊厳のうちに去らせる医療の秩序の一部なの

である。
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09

文化と意味

光の祭りの夜、町は通りの明かりを落とし、マラは息子のレ

ヴィと橋の上に立って星を数えた。昼過ぎには、ある劇団が市

場で地域議会を演じていた。何でも質問する料理人の女性と、

しゃべりすぎる河川技術者の女性が出てくる芝居だった。マ

ラは涙が出るほど笑った。そのあと、父の命日にはいつもそう

しているように、静けさの家へ行き、一時間のあいだ、何もせ

ずに座っていた。



文化と意味

ますます速く、ますます技術的になっていく世界のな

かで、人間を深いところで人間たらしめている何かが失

われようとしている。​文化である。それは単なる娯楽や飾

りではない。社会の記憶であり内なる羅針盤であり、人びと

を支え、自分が誰でありどこから来たのかを告げ、過去と現

在と未来のあいだに橋を架けるものである。そしてそれは、

社会が、どんな経済もどんな技術も答えられない問いを立て

る場所でもある。これらすべては何のためにあるのか、とい

う問いだ。だから SOLISは、文化と意味を脇の話題としてで

はなく、根本的な次元として認める。

生きた遺産としての文化

大きくても小さく​ても、世界的でも地元のものでも、あら
ゆる文化遺産は価値あるものとみなされる。重要な文化と重

要でない文化、大きな物語と小さな物語というものはない。

先住民の物語は古典の作品と同じだけの重みを持ち、地方

の方言は世界語と同じだけの重みを持つ。文化は変わり、育

ち、混ざり合ってよく、同時に自分たちにとって神聖なもの

を守ってよい。共同体は、自分たちの伝承のうち何を分かち

合い、何を守るのかを、外からの手に委ねるのではなく、自

ら決めてよい。

文化が市場や偶然に委ねられたままにならないよう、そ

の保存と記録と手入れのための取り組みがある。言語と物語

と作品を守る記録保管所、文化を生み出し伝える人びとへの

支援、そして文化の知が生き続ける場である。若い世代と年
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長の世代を引き合わせ、年長者が物語や歌やレシピを分かち

合えるようにする取り組みは、文化をノスタルジーとしてで

はなく、生き生きとしたつながりとして守る。人びとは方向

を見定めるために根を必要とし、社会は結びつきを生み、根

こぎに抗うために文化を必要とするからだ。多様性はそのと

き問題ではなく、豊かさである。

芸術、音楽、文学

今日の多くの社会​で、芸術は贅沢品に、市場の対象に、ある
いは威信のための事業になってしまった。けれども芸術はは

るかにそれ以上のものである。魂の言葉であり、社会が自ら

を見つめるための道具であり、新しい考えと感情のための

実験室である。それは個人と共同体のあいだ、現実と構想の

あいだの結び目である。だから SOLISは、芸術と音楽と文学

を、支えとなる柱とする。

芸術の創造は、我慢して許されるのではなく、後押しされ

る。基金は、市場価値や大衆の好みにかかわらず、あらゆる

分野の芸術家を支え、実験的なものや批判的なものにこそ

場が与えられる。社会の不平等をめぐる作品を練り上げる劇

団は、それが売れるからではなく、社会にとって意義がある

から支援される。芸術はそのとき、観客席のスポーツではな

い。子どもも大人も、成果への圧力もなく、エリート主義の

壁もなく、自ら創り、描き、奏で、書き、演じるよう励まさ

れ、年長者は若い世代が学ぶ自分たちの物語を差し出す。
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芸術は市場価値ではなく、その表現の力と誠実さと社会

への刺激によって評価される。路上の芸術も、デジタルの芸

術も、伝統の形も等しく真剣に受け止められ、社会や生態系

の問いを取り上げる者は特別な支援を受ける。グラフィティ

に自分の表現を探す若者は、だから告発だけを受け取るので

はなく、自分の力から何かを生み出すための壁と工房と伴走

を得る。芸術は個人に声を与え、社会にとっては免疫のよう

に働くからだ。どこかが病んでいるのを感じ取り、表面の下

にあるものを見えるようにし、言葉が足りないところに橋を

架ける。

霊性と哲学

多くの近代社会で、​意味の探求は私的な事柄とみなさ
れ、宗教は公共の空間に属さないものとされ、哲学は少数の

専門家の仕事とされている。けれども人間は、食べ物と住ま

いと技術以上のものを必要とする。意味と深さと全体へのつ

ながりを必要とし、大きな問いを立てるための場を必要とす

る。自分は誰なのか、生きるとは何を意味するのか、わたした

ちは互いに何を負っているのか、という問いである。SOLIS

はこの次元を根本的なものと認め、それを社会の秩序の一部

とする。あらゆる形の霊性は、他者を害さないかぎり尊重さ

れる。宗教も、信仰を持たないことも、あらゆる形の意味の

探求も、等しい権利をもって並び立つ。誰も何かを信じるよ

う強いられず、誰も他者に自分の信仰を押しつけてはならな

い。信仰を持つ女性は、修道僧が瞑想し、思索する者が哲学
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の対話で議論するのと同じように自由に、自分の儀式を行え

る。そしてこの自由の保護は、不利な扱いや強制が始まると

ころでのみ終わる。そのために、すべての人に開かれた静け

さと省察の公共の場がある。どんな伝統に従う人も、祈るた

めに、瞑想するために、考えるために、ひとりになるために

訪れる、静けさの家である。そして、どの宗教にも結びつか

ず、人間らしさを祝う共通の祭りと記念日がある。

最後に、哲学はエリートの事業ではなく、すべての人のた

めの道具である。子どもたちは早くから、よい生き方につい

て、正義について、幸福について考えることを学ぶ。大人た

ちは、ただ一つの正しい答えではなく、考えることそのもの

が大切にされる、ともに問う場を見いだす。あらゆる層の人

びとが、愛と死と責任と勇気と挫折について語り合う夕べで

ある。そうした問いを許す社会は、より回復力があり、より

思いやり深い。存在の不確かさに、気晴らしではなく深さで

向き合うからだ。これは教育の章が根拠づける成熟にそのま

まつながる。意味は命じられるのではなく、見いだされるし

かない。それを真剣に受け止める秩序は、思考を導くのでは

なく、思考へと招くのである。

儀式と共同の体験

近代の世界では多​くのものが機能的になった。仕事も、消費
も、余暇さえも。そしてともに体験するもの、日常の流れか

ら抜け出す瞬間のための場が、しばしば欠けている。SOLIS

はそこに人間の基本的な必要を見る。儀式は単なる民俗や宗
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教の伝統ではない。それは橋である。人と人とのあいだ、世

代と世代とのあいだ、人間と自然とのあいだ、個人と共同体

とのあいだの。

SOLISでは、儀式は定められるのではなく、育っていっ

てよい。それは人びとの必要と経験から生まれ、変わり、新

たに生み出されてよい。伝統の形にも、たとえば生態系や芸

術にかかわる新しい形にも、同じように場がある。ある町は

市民とともに、芸術と音楽と自然と共同体が出会う祭りを生

み出す。外から来る人のための見世物としてではなく、生き

たアイデンティティの表現として。光の祭りの日には、町全

体が明かりを落とし、人びとはともに星の下に立つ。こうし

た儀式は、宗教的でも文化的でも、社会的でも生態的でもあ

りえ、立ち止まり、つながり、意味を感じる瞬間を生み出す。

しばしば落ち着きなく、ばらばらになった世界のなかで、

それらは、わたしたちが互いに属し、何かより大きなものを

分かち合っていることを思い出させる瞬間である。単なる催

しではなく生きられた意味であり、共同体がその部分の総和

以上のものであることを示すことで、共同体を強める。これ

を成功させるために、共同体は自分たちの儀式を守り育てる

手段を受け取り、参加は出自や信仰や地位にかかわらず、す

べての人に開かれたままである。

意味の創出と個人の充足

多くの近代社会で、​労働は金を稼ぐ手段とみなされ、成功
は出世と財産とみなされ、人間関係は私的な事柄とみなさ
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れる。そこで一つの決定的な問いが答えのないまま残る。な

ぜわたしたちは自分のしていることをするのか、そして何

が本当にわたしたちを満たすのか。SOLISはこの問いを中

心に据える。よい社会とは、効率がよく豊かであるだけのも

のではないからだ。それは人びとが意味を見いだせる場であ

る。定められた画一的な意味ではなく、個人の、生きた意味

を。SOLISでは、人びとが、何が自分にとって大切なのか、

どこで力を発揮したいのか、自分を見失うことなくどうすれ

ば何かより大きなものの一部になれるのかを問うことは、当

たり前のことである。子どもたちは好奇心を持ち、いろいろ

と試してみるよう励まされる。若者は、稼ぎだけでなく情熱

と貢献にしたがって自分の天職を見つけられるよう、伴走を

受ける。大人は、自分の道がもう合わなくなったとき、新た

に方向を定め直す権利を持つ。だから社会の仕事に憧れる技

術者は、地位を失う恐れなしに職業を転換できる。人生はそ

のとき、役に立つ部分と余計な部分に切り分けられない。仕

事はただ機能するだけでなく、意味をなすべきであり、子ど

もたちとのボランティアの活動のような貢献は、何も生産し

なくても尊重され、貢献として認められる。

そのために、人びとが自分の意味の道筋を見つける助け

となる機会がある。相談とメンタリングと省察の場、移り変

わりの時期を支える共同体、そして専門の知識だけでなく人

格の成長をも含む教育である。これは柔らかな願い以上の

ものだ。意味を持たない人間は内側から空っぽになり、疎外

される。そして疎外された人びとで満ちた社会は、その外観

がどれほど輝いていても病んでいる。すべての人間に、生き

るに値する人生を送る権利がある。ただ生き延びるのではな

く、生きる権利である。
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生きる喜びとユーモア

人間であることを​真剣に受け止める秩序は、笑いも真剣に
受け止めなければならない。笑いは癒やす。それは固まった

型を壊し、心を開き、共同体を生み出す。そして自分自身を

笑える社会は、あらゆる大きな理念を脅かす狂信に対して免

疫を持っている。だから SOLISはユーモアと生きる喜びを、

気晴らしとしてではなく、資源として認める。祭りも遊びも

音楽もスポーツも休養も、本当の人生からの休憩ではなく、

その一部であり、休息は贅沢ではなく健康の基盤である。こ

の秩序の儀式は皮肉と自己批判を許し、その芸術は嘲笑し

てよく、その職にある者は風刺画に描かれることに耐えな

ければならない。もはや笑われることを許さない構想は、構

想であることをやめ、教条になってしまっただろう。それこ

そ、SOLISが決してなりたくないものである。

世界的な文化交流

現代は二つの逆向​きの動きを知っている。一方では文化
のつながりが育ち、他方では、乗っ取られること、アイデン

ティティを失うこと、よそ者に染められることへの恐れが育

つ。そこから不安と不信が生まれ、生き生きとした交流の代

わりに、しばしば引きこもりと非難が現れる。SOLISは別の

道を行き、世界的な文化交流を表面的な飾りとしてではな

く、密接に絡み合った世界における必然として理解する。
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だから交流は狙いを定めて後押しされる。学校と文化施

設のパートナーシップによって、国境を越えた芸術家の協働

によって、そしてエリートだけでなく地元の取り組みをもつ

なぐ祭りとプラットフォームによって。ある音楽祭は、さま

ざまな大陸の人びとを順番に舞台に上げるだけでなく、誰

もひとりでは生み出せなかったものをともに創らせる。文化

の盗用という問いは、そのとき、ひとくくりに断罪されるの

でも、無神経に素通りされるのでもなく、自覚と対話をもっ

て扱われる。ある形はどこから来て、何を意味し、誰がそれ

にアクセスできるのか。周縁にいる集団は自分たちの表現の

形を守ることができ、文化は分かち合いたいものを分かち合

い、望むところに境界を引いてよい。だからある共同体の文

様を使って仕事をしたい者は、それをただ写すのではなく、

その共同体との交流に入っていく。

こうして多様性は、脅威としてではなく宝として理解さ

れる。人びとは新しい視点と表現の形を発見し、それが視野

を広げ、思いやりを強める。交流を生きる社会は、より回復

力があり、より創造的であり、つながり合った世界では、大

きな課題はともにしか乗り越えられない。人びとは壁の後ろ

に立てこもるのではなく、開かれた広場に集まり、芸術と音

楽と考えを、人類共通の宝庫として流れさせるのである。

文化の自由と動くアイデンティティ

文化は意味を与え、​アイデンティティを生み、世代を結ぶ。
しかし乗っ取られれば分断を生むこともあり、権力や市場
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に屈すれば宣伝に仕えることもある。今日の多くのシステム

で、文化は商品になるかイデオロギーの道具になるかのどち

らかであり、そのあいだに自由で人を結ぶ性格を失ってい

く。SOLISは文化を、自由で多様で、同時に共同で担われる

ものとして理解する。芸術も言語も宗教も伝承も自由に選

べ、誰も自分の文化的なアイデンティティを捨てるよう強い

られず、文化は批判的であってよく、権威を問うてよい。教育

の章が根拠づける成熟に沿って、秩序そのものをもである。

だから芸術家は検閲も商業的な強制も恐れずに政治的な芸

術をつくってよく、共同体は、基本権の動かしがたい閾を尊

重するかぎり、自分たちの伝承を守ってよい。文化が少数の

者ではなくすべての人のものであるよう、それは共有財であ

り続ける。美術館も図書館も劇場もデジタルの記録保管所も

開かれ、教育が多様性を受け継ぎ、文化の創造は市場の強制

ではなく基金によって支えられる。だから若い音楽家は、商

業的な仕組みに頼ることなく支援を見いだす。

最後に、SOLISにおいてアイデンティティは一次元的で

命じられたものではなく、多次元的で動くものである。人は

自分を同時に、自分の地域の一部として、自分の職業の一部

として、世界の一部として理解でき、それらの層が互いに争

うことはなく、アイデンティティは上から定められるのでは

なく、育っていってよい。こうして文化は、信頼と共通の価

値を生み、世代と集団のあいだの対話を可能にし、とりわけ

変化の時代に方向を与える橋となる。多様性はそのとき、人

為的に分断のために悪用されないかぎり、一つの強さであ

る。文化は自由であり、売られていない。アイデンティティ

は育つものであり、命じられるものではない。
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章
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技術、人工知能、未来

議会でシステムは、次の太陽嵐に備えて地域が送電網を強化す

る三つの道を示した。費用と危険と、それぞれの道がどれだけ

の土地を食うかを添えて。二つ目のシステムには、もっとも手

近な道に反論するという任務が与えられていて、それをうまく

こなした。料理人の女性は、問いの立て方が正しいのかと尋ね

た。問題は送電網なのか、それとも暗闇のなかに座ることにな

る人びとなのか、と。機械はそれには何も答えなかった。議会

が働き始めたのは、その瞬間だった。
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人間は昔から、自分を助ける道具をつくってきた。​握り

斧から量子計算機まで。しかしどの道具も一つの問いを投げ

かける。ここで誰が誰に仕えているのか。技術は人間を解放

するのか、それとも依存させるのか。豊かさを生むのか、そ

れとも不平等を深めるのか。労働を軽くするのか、それとも

その意味を奪うのか。これらの問いがこれほど差し迫っ

たことはなかった。人類の行為が、自らの未来をこれほど深

く、これほど速く、これほど取り返しのつかない形で決めた

ことは、かつてなかったからだ。SOLISはこれらの問いに向

き合い、そこから一つの結論を引き出す。技術は運命ではな

い。わたしたちを押し流す止められない奔流ではなく、その

使い方をわたしたちが決める道具なのである。

未来研究とシナリオ計画

気候の変化、​人工知能、生物技術、宇宙の開拓、そして世界の
諸地域のあいだの力の移り変わりが、もはや偶然に委ねるこ

とのできない未来を形づくっている。だからよい社会は、未

来をただ見つめるのではない。それを意識的に、倫理的に、備

えをもって形づくる。そのために SOLISは、絶えず先を考え

る独自の機関を維持する。技術と社会と生態系の発展を分析

し、そこからシナリオを描く研究所と研究ネットワークであ

る。人工知能が新しい段階に達したら何が起きるのか。広範

な自動化はどんな帰結をもたらすのか。この仕事には科学と

事業体と市民全体が集まり、もっとも優れた頭脳がともに先

を考える。
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決定的なのは、この未来研究が隠れて行われないこと

である。あらゆることを前もって決めてしまう影の集まり

はない。シナリオと分析は公開され、学校とメディアに取り

上げられ、市民の参加へと流し込まれる。こうして社会は全

体としてともに考え、優先順位を定める。ある町は毎年未来

フォーラムを開き、市民はそこで来たるべき発展を知り、専

門家と議論し、自分たちの考えを投げかける。だから新しい

技術は、技術的に、倫理的に、社会的に、生態的に評価され、

社会の議論は、ある発展が制御を失ってからではなく、その

前に行われる。こうして大きな転換は、こうむるものではな

く、ともに形づくるものとなる。未来への恐れからではなく、

責任ある先見から。

道具としての技術

強力な技術、​人工知能、ロボット工学、生物技術は、SOLIS
において倫理的に審査され、積極的に舵を取られる。どの新

しい技術も、その経済的な有用性と同じく、社会と生態系と

心への帰結について問われる。遺伝子の改変、量子計算、神

経インターフェースといった方法は、市場の力だけに委ねら

れたままにはならない。倫理の指針と公の議論がそれに寄り

添う。独自の制度、つまり専門の会議体としての技術評議会

と、倫理評議会と、市民フォーラムが、何を開発し、何を導

入し、何を止め、あるいは変えなければならないかをともに

決める。公共の福祉に役立つものは基金が後押しする。恵ま

れない子どもたちの学びを助けるアプリケーション、エネル
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ギーの転換を支える蓄電の技術である。何も寄与せずに注意

を換金するだけのものは制限される。

すべての上に、一つの明確な基本姿勢がある。技術は人間

をより弱く、より依存的に、より画一的にするのではなく、

より強く、より自由に、より創造的にすべきである。主権者

は人間であり続ける。機械が人間を操るのではなく、人間が

機械を操る。アルゴリズムが法を書くのではなく、人間が法

を尊重するアルゴリズムを書く。生物技術が種の未来を決め

るのではなく、どの介入が倫理的に許されるかを人間が決め

る。これからの数十年にわたしたちが決めることが、人類が

監視と非人間化の世界へ滑り落ちるのか、それとも可能性と

新しい意味の形の世界へと昇っていくのかを、ともに決める

ことになる。SOLISはこの舵を握る。技術を使い、技術に使

われることはない。

人工知能と人類

人工知能はありふ​れた道具ではない。それは学ぶことがで
き、自らを改良し、おそらく自律的であり、おそらくどんな

人間の制度よりも強力である。古典的なシステムでは、それ

は純粋な効率の手段とみなされるか、脅威として恐れられる

かのどちらかである。SOLISは第三の道を行く。人工知能は

人類の発展における一人の共演者でありうる。しかし人間を

支配し、置き換え、後見下に置くことは決して許されない。

それは人間を支え、強めるべきものである。
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そのために明確な倫理の限界が働く。人工知能は、人間に

とって複雑すぎ、危険すぎ、単調すぎる仕事を引き受けてよ

いが、生命と尊厳と自由についての最後の責任は決して引き

受けてはならない。自律して戦争を行うことも、誰かを気づ

かれずに操作することも、人間どうしの関係に取って代わる

ことも許されない。病院の人工知能はベッドと手段を割り振

ることはできるが、命を救う治療について自分だけで決める

ことはない。その決定は人間のものであり続ける。とりわけ

強力なシステムは、厳しい、共同の、国際的な監督に服し、個

人や事業体や一つの秩序だけで統制されることは決してな

い。頂点も中心となる資源の独占も許さない、あの権力の秩

序の直接の適用である。最悪の場合への備えもある。どの強

力なシステムにも、人間が握るスイッチがあり、それを止め

る能力は、非常時そのものと同じように訓練される。

人工知能が公共の領域、行政、教育、健康、司法で働くと

ころでは、それは自らの決定を説明できなければならない。

誰もその論理を理解しないブラックボックスがあってはな

らない。影響を受ける人びとには、閲覧し、説明を受け、異

議を申し立てる権利があり、独立した機関がシステムを定期

的に審査する。こうして知と決定の分離が保たれ、人間が最

後の言葉を保つ。そうしたすべての上に、人工知能がどこま

で進んでよいのか、そして何が人間を人間たらしめるのか

についての、広い社会の対話がある。専門の会議体だけでな

く、社会全体で行われる対話である。歴史上もっとも強力な

道具が、その創り手の主人にならないようにするために。

機械の上に立つ人間

人間が最後の言葉​を保つということは、原則として言うの
はたやすいが、守るのは難しい。人間をはるかに凌ぐ人工知
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能は、一度も命令することなく人間を支配できる。状況をあ

らかじめ並べ替え、可能性を選び、最後にはうなずくことし

か残らないように決定を準備することによって。SOLISは

この静かな乗っ取りに、固い備えで応じる。広範な影響を持

つどの決定においても、システムは一つの勧告を唯一のもの

として示すのではなく、目標どうしの衝突をも含めて、本当

に異なる複数の道を示す。盲目的な信頼に代わって、素人に

も検証できる理由づけが置かれ、特別に任命された審査シ

ステムには、もっとも手近な勧告に反論するという任務があ

る。しかし何よりも、問いの枠組みを決めること、何が選択

肢となり何が成功とみなされるかを定めることは、人間に留

保される。機械は答えを照らし出す。問いを立てるのは人間

である。

デジタルの共有財

デジタルは現代社​会の神経系である。今日ではほとんどす
べてが、ネットワークとデータとアルゴリズムを通じて流れ

ている。通信も、経済も、知も、権力も。今日の多くのシステ

ムで、この神経系は私的に支配されている。わずかな企業が

プラットフォームを握り、データは原料のように搾取され、

アルゴリズムはわたしたちが何を見て何を考えるかを、目に

見えないところで決めている。これに対して SOLISは、デジ

タルの秩序を私有財産ではなく公共のインフラとして理解

する。それは人びとに仕えるのであって、その逆ではない。
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だから基本的なデジタルのインフラは共有財である。

ネットワークもデータ空間も基礎技術もすべての人に開か

れ、共同で管理され守られ、どんな独占にも支配されず、ア

クセスは特権ではなく権利である。辺境の地域に住む人

も、大都市の人と同じデジタルの基本供給を受ける。それに

は自分自身のデータへの主権が結びついている。誰が自分の

データを使ってよいかは、一人ひとりが自分で決める。ひそ

かな利用も私的なものの売買もなく、アプリケーションを使

う者は管理を保ち、何が起きているかをいつでも確かめ、撤

回することができる。それにデジタルの透明性が加わる。公

共のデータ・プラットフォームが事業と決定をたどれるよう

にし、公共にかかわるアルゴリズムは公開され検証でき、統

制は闇のなかではなく社会のもとにある。だからどの市民

も、公共の入札の手続きがどう決めているのかをたどること

ができる。こうしてデジタルの神経系は私的な支配から解き

放たれる。データの搾取もなく、見えない操縦もなく、人間

の上に君臨する技術もない。デジタルはすべての人のもので

あり、データは個人のものであり、技術は権力ではなく人間

に仕える。

非対称の透明性

この秩序が拠って​立つ開かれた性格は、一つの危険をはら
んでいる。権力を透明にするのと同じデータとセンサーの基

盤が、市民を透かし見ることもできるのだ。向きを誤れば、

透明性は一望監視の牢獄になってしまう。だから SOLISは

その向きを意識的に逆転させる。完全な透明性は権力に、職

に、基金に、アルゴリズムに向けられ、一方で個人の生活は

私生活の保護のもとに置かれる。私生活は権利であり、デー

タの節約は命令であり、人間は自分についてのデータの主人
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であり続ける。他者に対して権力を行使する者は、見えるよ

うになる。ただ自分の人生を生きる者は、隠れたままでいら

れる。

トランスヒューマニズムと意識

人類の歴史は拡張​の歴史である。手を延ばす道具から、思考
を加速する計算機まで。しかしいまわたしたちは、技術がも

はや使うものだけでなく、わたしたちが何であるかを変える

新しい地点に立っている。神経インターフェース、インプラ

ント、遺伝子への介入、わたしたちと密接に結びついた支援

システムである。SOLISはこの未来に、素朴にでも狂信的に

でもなく向き合う。それが機会であると同時に危険でもあ

り、最大限の慎重さを求めるという自覚をもって向き合う。

だから身体と精神を拡張する技術は、厳しい倫理の審査

を受ける。一律に禁止するのでもなく、素朴に熱狂するので

もない。どの新しい可能性も多くの次元で、技術的・医学的

にも、倫理的・社会的・哲学的にも審査され、安全を保証し、

尊厳とアイデンティティを尊重し、公正を保つときにだけ導

入されてよい。目の見えない人に視力を取り戻させるインプ

ラントは後押しされる。裕福な少数者に知的な優位をもた

らすような介入は抑えられる。不平等を固定するからだ。そ

こから直ちに、拡張への強制も二階級の社会もあってはなら

ないことが導かれる。参加も尊厳も権利も、決して技術的な

改良に左右されない。自分を拡張したくない者は、共同体の

完全な一員であり続ける。どんな職業もどんな機会も、イン
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プラントと結びつけられてはならず、親が介入をしないと決

めたからといって、どんな子どもも不利に扱われてはならな

い。ここで基本権の絶対の床が働く。尊厳は、あらゆる最適

化に先立つのである。

これらの問いは人間の自己理解と、その関係と、その有限

性に触れるので、限界のあらゆる移動には哲学と倫理の省察

が寄り添う。意識をデジタル化したり延長したりできるかと

いう問いの研究もまた、教条的に禁じられるのではなく、ア

イデンティティと意味への最大限の敬意をもって進められ、

濫用と疎外を防ぐ明確な限界に結びつけられる。何かをすべ

きかという問いは、そのときつねに、それができるかという

問いと同じだけ真剣に受け止められる。こうして人類は、こ

の敷居の上で、自らを見失うことなく成長できる。

宇宙研究と惑星間の倫理

何千年ものあいだ、​人間は憧れをもって星を見上げてき
た。そして今日、その眼差しはもはや夢ではない。月面基地が

計画され、火星への飛行が準備され、小惑星での資源採掘が

開発されている。そこで、人類がこの新しい舞台とどう向き

合うのかという問いが立ち上がる。SOLISはそれに明確な

答えを与える。宇宙は個々の国家や企業のものではなく、人

類全体の共通の遺産であり、広がった生活の場である。だか

ら宇宙での研究は、国際的に、協力して、平和に行われる。大

きな事業は競争ではなく、多くの秩序と分野による共同の任

務であり、科学の交流と開かれた発明が前面にあり、宇宙の
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軍事利用は排除される。資源の採掘は、明確な生態系の、倫

理の、公正の規則のもとでのみ許される。その帰結は審査さ

れ制限され、収益は最初に手を伸ばした者だけでなく、共同

の基金を通じて人類全体に役立ち、惑星の段階が許可と監督

を確保する。ある小惑星を開発しようとする連合は、だから

生態系への危険がないこと、そして収益の一部が共通の財へ

と還流することを示さなければならない。

宇宙はさらに、資源の倉庫以上のものである。それはあり

うる生活の場であり、ひょっとすると別の生命の故郷でもあ

る。だから SOLISは初めから、ありうる地球外の生命とどう

向き合うか、どうすれば生物を双方向に持ち込むことを防げ

るか、どうすれば公正な参加が保たれ続けるかを考えてお

く。研究チームには、だから倫理学者と哲学者も加わり、未

知のものと向き合うための明確な手順があり、人類は、競い

合う集団のいがみ合う群れとしてではなく、一つにまとまっ

た文明として現れる。こうして人類は、無遠慮な征服者とし

てではなく、学び責任を自覚する種として宇宙へ向かう。

リスクと災害の管理

よい時代だけを当​てにする社会は、砂の上に建てている。
自然災害、世界的な危機、技術の危険、宇宙からの脅威は、つ

ながり合い技術的に複雑な文明の現実の一部である。SOLIS

はそれを宿命として受け入れはしない。行動するのだ。リス

クを完全に避けることは決してできないが、それに備え、頑

116



技術、人工知能、未来

健で、学ぶことができ、適応できるシステムを築くことはで

きる。

そこには、リスクを絶えず観察し評価する構造が含ま

れる。科学と技術と医療からなる分野横断のチーム、大量の

データをリアルタイムで分析する早期警戒システム、そして

体系的なシナリオ計画である。それは恐怖の訓練ではない。

狙いを定めた備えの基盤である。そうしたシステムが異常な

脅威を早く察知すれば、数時間のうちに評価がまとめられ、

地球防衛の段階が発令され、手段が振り向けられる。災害か

らの保護はそのとき、国のエゴイズムではなく共同の事業で

ある。早期警戒システムは国際的につながり、非常時の計画

はあらゆる段階に存在し、救援のネットワークは非常時が来

る前に準備され、訓練され、装備されている。太陽嵐が送電

網を脅かせば、分散したエネルギー供給が停電を受け止め、

何重にも守られた通信が共同体をつなぎ止める。

しかしレジリエンスは技術以上のものである。それは同

時に社会的で、心理的で、生態的なものだ。強い共同体と近

隣、情報を持ち落ち着いた人びと、そして危機を和らげるこ

とのできる風景と町である。だから災害のあとに、人びとは

物質的な助けにも、心を支える共同体の構造にも頼ることが

できる。こうして人びとは自分を無力な犠牲者としてではな

く、この秩序の基盤に属するレジリエンスに忠実に、重圧か

ら強くなって立ち上がる回復力ある社会の、ともに責任を担

う一員として感じるのである。
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宇宙のなかの人類の位置

あらゆる技術とあ​らゆるシステムの終わりに立っている
のは、わたしたちに何ができるかという問いだけではなく、

わたしたちは誰であり何でありたいのかという、より大き

な問いである。自分のために、互いのために、宇宙のために。

SOLISはこの問いに、思い上がりではなく謙虚さで答える。

わたしたちは宇宙の主人でも、創造の冠でもない。計り知れ

ないほど大きく、いまだにほとんど知られていないつながり

の一部である。そしてまさにこの洞察から、大きな責任が生

まれる。古い論理では、取れるものはわたしたちのものであ

り、強い者が決めるとされた。SOLISはこの論理を逆転させ

る。地球の外の資源を利用するところでは、わたしたちはそ

れを盲目の搾取者としてではなく、注意深い管理者として行

う。見知らぬ生命と出会うところでは、征服者としてではな

く、心配りのある共演者として現れる。宇宙を探究するとこ

ろでは、生きとし生けるもののもろさを自覚して行う。わた

したちの意味は、力によってではなく責任によって、取るも

のによってではなく与えるものによって測られる。

技術の進歩と拡大は、内なる成長、すなわち叡智と思いや

りと心配りをともなうときにだけ意味を持つ。だからSOLIS

は大きさを広がりではなく成熟によって測る。わたしたち

は、できるからといって世界に住みつくのではない。その前

に、何のためにと問う。届く範囲を広げるだけでなく、省察

する力をも広げる技術を育てる。大きさではなく深さによっ

て際立つ文化を築く。何世代もかけて遠い星へと旅する船

は、技術の冒険であるだけでなく、共同体と意味と人間らし
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さを何世紀にもわたってどう運んでいくかという問いでも

あるだろう。大きな目標は、より速く、より高く、より強く、

より豊かに、ではない。宇宙から取る以上のものを宇宙に与

え、文化と美と知を外へと運び、ただ征服するのではなく学

び、技術だけでなく道徳においても輝く足跡を残す文明にな

ることである。わたしたちはおそらく、宇宙のなかでどうふ

るまうかを意識して決めることのできる、知られているかぎ

り最初の種である。この機会を、むだにしてはならない。
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レヴィは助産院で生まれた。妊娠三か月のころからマラを知っ

ている助産師に取り上げられて。そのあとヨナスは半年のあい

だ勤務につかなかったが、介護チームの誰も彼のことを忘れは

しなかった。いまレヴィはクラスのみんなとツリーハウスをつ

くり、初めて自分から進んで計算をしていた。イダは方向づけ

の期間のさなかにいた。海辺のネットワークの事業体で三か

月、そして二週間でまた辞めてしまった工房で三か月。それを

経歴書に書き込んだ者は誰もいなかった。



子どもと家族

子どもが生まれるのは、単なる生物学的な出来事ではな

い。​それは希望の行為であり、社会が自らを新しくする瞬間

であり、すべての人に責任を引き受けるよう呼びかける招待

である。本書が構想するすべてのものは、いまはまだ子ども

である人びとや、まだ生まれていない人びとによって担われ

ることになる。彼らがそれを担えるかどうかは、彼らの最初

の数年のうちに、家族のなかで、学校のなかで、そして耳を

傾けてくれる誰かがいるかどうかという問いのなかで決ま

る。だからこの章は、あらゆる持続的な変化が拠って立つ基

盤について語る。

誕生と幼い子ども時代

SO L I Sは誕生​を、純粋に私的な事柄としてではなく、共同

の任務として理解する。どの子どもも、家族にとってだけで

なく社会全体にとって大切な存在である。初めから、母とな

るすべての人が、医療と心と社会の面で質の高い伴走を受け

る。出産前の健診、出産の介助、産後のケアであり、貢献にも

地位にも住む場所にもかかわらない。それを支えるのは、女

性が安心し尊重されていると感じられるケアの文化であ

る。子どもは母親だけによって育つのではないので、すべて

の身近な人が巻き込まれる。父親も、共同の親も、祖父母も、

きょうだいも、選び取った家族も、相談と支援を受け、家族

の形の多様さが認められる。父親は形式だけの育児休業では

なく、家族の暮らしの始まりに本当にそこにいて加われるよ

う、支援の網を得る。
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幼い子どものための保育は、そのとき単なる預かりの

場ではなく、愛情ある育みの場である。硬直した時間割に代

わって、小さなグループと、訓練を受けた専門職と、遊びと

創造と愛着のための場が置かれ、早期教育の強制はなく、子

どもに合わせた機会がある。親であることはしばしば骨が折

れ、孤独でもあるので、誰もひとりで立たされはしない。家

族センターと助産師が確かな拠りどころとなり、近隣は助け

合いを組織し、官僚制度と欠乏からくる壁は狙いを定めて取

り除かれる。だから、ほとんど貢献できない若い母親も、恥

じることなく支援を受け入れる。これには深い理由がある。

人生の最初の数年は、脳と身体と感情を形づくる。支えられ

ていると感じる人はよりよい親になり、よく育つどの子ども

も、すべての人にとっての益となる。人の最初の一息から尊

厳と共同体のなかに迎え入れる社会は、自分たちが互いのた

めに立つことを示しているのである。

教育と育成

子どもは生まれな​がらの学び手である。話せるようになる
前から「なぜ」と問い、強いられてではなく、その本性から、

見つけ、手探りし、遊ぶ。SOLISは教育を、この生まれつき

の学ぶ喜びが失われるのではなく、保たれ強められるように

形づくる。今日の学校制度はしばしば、すべての子どもを同

じ速さで同じ内容を通して同じ試験へと運ぼうとし、そのあ

いだに、ある子には負担をかけすぎ、別の子には物足りなさ

を残す。ここでは子どもたちは一人ひとりに合わせて、自分
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の速さで、自分の関心を持って、自分の強みの上に積み上げ

ながら学ぶ。自然に夢中な子どもは、調べ、実験してよい。

数字に燃える子どもは、レッテルを貼られることなく、さら

なる課題を受け取る。芸術のなかで花開く子どもは、二流と

して扱われるのではなく、共同体の完全な一員として後押し

される。

この教育において、誤りは汚点ではなく、まだ発見すべき

ものがどこにあるかの手がかりである。悪い成績への恐れ

や、賢い者と愚かな者への振り分けに代わって、別のやり方

を試し、振り返り、成長するよう励ますことが置かれる。教

える者はそのとき、単なる教材の伝達者ではなく、学びの道

をならし、心と社会と創造の成長を支える伴走者であり指導

者である。それは、一斉授業を減らし、共同の事業と関係づ

くりを増やすことを意味し、学校では教員と社会教育の専門

職と芸術家と研究者がチームで協力する。創造性と協力と社

会的な知性は、古典的な教科と対等に並び立つ。芸術は副教

科ではなく、チームでの仕事は鍵となる能力であり、思いや

りを身につけることは事実の知識と同じだけ重んじられる。

これがどれほど密接に結びついているかは、一つの事業

が示している。子どもたちがともにツリーハウスを建てると

き、そこには構造と寸法の数学、ふさわしい木と自然保護の

生物学、記録の言葉、芸術の造形、そして協力と責任の倫理が

結びつく。そこから、試験のための孤立した丸暗記とはまっ

たく無縁の、生き生きとした実践に近い学びが生まれる。こ

うした教育は子どもを一人の人間全体として見つめ、変化を

形づくることのできる、創造的で、よく考え、勇気ある人び

とを育てる。しかし何よりもそれは、教育の章が根拠づける

成熟へとつながる。従順を身につけさせるのではなく、初め
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から自分で考える力と問う力を養う。今世紀の課題は、前々

世紀の学校では解けないからである。

家族の形

家族は人類のもっ​とも古く、もっとも力強い社会の結びつ
きの一つだが、硬直した型ではない。時代と文化と生活の条

件とともに変わっていく。だから SOLISは家族を固定した

鋳型としてではなく、生きた、動く、愛情ある網として理解

し、それがどんな姿をしていようと、ケアと責任と思いやり

に支えられたあらゆる家族の絆を強める。

こうして、今日の多くのシステムでただ一つの家族の

形だけを当然とみなし、ほかのすべてをただ大目に見ると

いう、目に見えない規範が崩れる。同性の親も、再構成され

た家族も、ひとり親も、血のつながりのない選び取った家族

も、世代を越えて暮らす住まい方も、ケアと互いへの敬意に

立つかぎり、等しい価値を持つものとして認められる。権利

と給付における不利な扱いも、外からの道徳的な裁きも、伝

統と現代のあいだの序列もない。そのとき中心にあるのは、

社会の道徳観ではなく、子どもの幸福である。支援も教育も

健康も保育も、子どもとその身近な人びとが特定の型に当て

はまるかどうかではなく、実際に何を必要としているかにし

たがう。ひとり親の父親は二人親と同じ権利を持ち、同性の

カップルは官僚的な壁なしにともに親であることを担い、子

どもを育てる友人どうしの大人からなる選び取った家族は、

完全な家族とみなされる。SOLISにおいて親であることは
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所有ではなく責任を意味する。親がつまずくところでは、共

同体は裁くのではなく寄り添う。

家族が本当に互いのための時間を持てるよう、働き方が

別のものとして考えられている。柔軟な短時間勤務、分け合

う職、ほどよく限られた在宅勤務、すべての性のための育児

休業、そして介護をする家族への支援は贅沢ではなく、社会

の健康の基本的な柱である。父親は事業体での道を危うく

することなく何か月もの育児休業を取ることができ、孫と多

くの時間を過ごす祖父母は、家族の網の認められた一部と

みなされる。ケアと子育ての仕事は、そのとき文化の面で評

価されるだけではない。経済の秩序が定めているとおり、そ

れは価値ポイントと就労ポイントをもたらす貢献として数

えられる。私的な犠牲としてではなく、すべての人のための

仕事として。こうして家族は重荷を負わされすぎるのではな

く、軽くされる。増していく圧力の下で崩れていく私的な工

事現場ではなく、社会全体が支える一つの価値である。家族

に投資する社会は、長い目で見て、結びつきと回復力と心の

健康を築いていくのである。

守られた場と感情の成長

子どもたちには、​教育と食べ物と頭の上の屋根以上のもの
が必要である。心の安心が必要なのだ。間違えてよく、信頼

を学び、感情を表し、回復力を育てていける場である。だか

ら SOLISにおいて心の健康は脇の話題ではなく、中心の目

標である。そこには、子どもたちが先に予約をしたり公式の
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窓口を通したりすることなく、心配ごとを持って頼ることの

できる、決まった、信頼できる身近な大人が含まれる。目に

見えて近づきやすい相談役の教員、保育所での決まった担当

の保育者、扉の開いた近隣のセンターが、子どもたちに、誰

かが耳を傾け真剣に受け止めてくれるという確かさを与え

る。それは不安と無力感を和らげ、勇気と自分にはできると

いう感覚を強める。それに加えて、レジリエンスとマインド

フルネスと思いやりのための取り組みが、日常の確かな一部

になっている。心の強さは生まれつきのものではなく、手入

れするときに育つものだからだ。子どもたちは早くから、自

分の感情に気づき整えること、他者の身になること、公正に

争うことを学び、挫折が人生の一部であること、それと健や

かに付き合う方法を経験する。

デジタルの世界は子どもたちにとって遊び場であると同

時に危険でもあるので、メディアを扱う力が早くから鍛えら

れる。子どもは機器の操作を学ぶだけではない。ソーシャル

メディアがどう働くかを理解し、本物の情報と操作の違いを

見分け、ネット上の賛同が自分の価値の尺度ではないことを

理解する。本書が別の場所で根拠づける、あの成熟の直接の

続きである。それでも子どもがいじめの標的になれば、ひと

りにはされない。構造が早く動き、単なる罰に代わって本物

の関係づくりが置かれる。それは被害を受けた子どもを強

め、同時に、加害した子どももまたしばしば支えを必要とし

ていることを理解する。法のシステムを形づくっているのと

同じ、回復の精神である。こうして SOLISは心を理性と同じ

だけ真剣に受け止める。心の強い子どもたちが、健やかな社

会を支える、よく考え思いやり深い大人になるからである。
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若者、アイデンティティ、自分探し

若い時期は、​ほかのどんな時期とも違う段階である。身体も
心も急速に変わり、それまでほとんどなかった問いが押し寄

せてくる。自分は誰なのか、どこに属しているのか、人生で何

をしたいのか、自由と責任と意味とは何なのか。多くの社会

でこの時期は問題の段階とみなされ、若者は厄介者として、

あるいは管理しなければならないリスクとして扱われる。こ

れに対して SOLISは若い時期を脅威としてではなく、探し、

試し、成長する、特別な注意に値する貴重な移り変わりの時

期として理解する。

若い人びとには、すぐに評価されたり罰せられたりす

ることなく、自分自身を発見できる場が必要であり、SOLIS

はそれをつくる。創造の工房、スポーツの施設、ユースセン

ター、デジタル・プラットフォーム、そして政治と社会に参

加する事業である。だからユースセンターはビリヤード台だ

けでなく、音楽や環境の事業や起業のアイデアや哲学や演劇

の工房を提供し、若者はそこで同世代の仲間や大人ととも

に、何が自分を動かすのかを見つけていく。自分探しへの伴

走は、圧力もなく、見下すこともなく行われる。若者には、問

い、疑い、自分を新しくつくり直す権利があり、メンタリン

グも相談も同世代のネットワークも、信頼と敬意と自由の雰

囲気のなかで、アイデンティティを打ち砕くのではなく強め

るよう向けられている。そして探すことには時間が必要なの

で、秩序はその時間をはっきりと空けておく。学校と職業訓

練のあいだには方向づけの期間があり、若い人びとはそこで

127



子どもと家族

旅をし、仕事を手伝い、試し、失敗してよい。それを経歴書

が罰することはない。

この時期には、性について、自分自身の性について、信

仰について、政治的な立場についてといった、繊細な問いも

浮かび上がる。SOLISではこれらの問いを立て、率直に話し

合ってよく、若者は守られた心配りのある枠組みのなか

で、確かな伴走を得ながら自分自身の声を見つける機会を得

る。それは彼らをあらかじめ決められた方向へ導くことで

はなく、本書が先に展開した、あの成熟と動くアイデンティ

ティの理解にまさに沿って、自分自身の方向を見つける助け

をすることである。これは決定的に大切だ。自信を持ちよく

伴走された若い人びとは、満たされた人生へのよりよい見通

しを持ち、若者を強める社会は、創造性と発明の力と安定を

得るからである。子どもと若者は、未来の大人であるだけで

はない。いますでに、自分自身の権利と必要と夢を持った共

同体の完全な一員であり、自分たちに何が必要かをともに決

める。それを認める秩序は、彼らとともに前へと舵を取って

いくのである。
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実現と移行

マラの母ローザは、川辺の町が灯台になったとき二十九

歳だった。抽選で選ばれた人びとが座る最初の議会、共有財と

しての最初の浄水場、誰も凍えなかった最初の冬。ローザはよ

く、その前の年月のことを話した。協同組合がまだ大企業と並

び立っていて、町が彼らの許しなしに生きることを学んでい

たころのことを。去っていった人たちのことも、人びとから土

地を買い取ろうとして、ついには誰も売らなくなった弁護士

のことも話した。「わたしたちは、あの人たちを打ち負かした

んじゃない」と彼女は言った。「あの人たちを、いらなくした

のよ」



実現と移行

SO L I Sのような秩序は、スイッチ一つで導入すること

はできない。​社会を一夜にしてプログラムし直すことも、

あらゆる不安や抵抗を議論で取り除くこともできない。そし

て、ここが決定的なのだが、そうした秩序を、自らの基盤を

裏切ることなく暴力で打ち立てることもできない。尊厳と成

熟の上に立つ秩序は、クーデターによって据えつけることは

できない。それは説得と、うまくいった実例によって勝ち取

られなければならない。だから SOLISは、時間と忍耐と勇気

と、誤りから学ぶ文化を必要とする、長く意識的な変化であ

る。この章は、その道と、それを歩む人びとと、彼らが出会

うことになる抵抗と、古い富の行方と、その道がまだ正しい

かどうかを見分けるための物差しについて述べる。

既存のものから SOLISへの道

道は、​互いにかみ合う三つの段階を通っていく。始まりにあ
るのは意識の変化である。構造が変わる前に、頭と心が動か

なければならないからだ。問題だけでなく可能性をも見える

ようにする誠実な現状の把握と、メディアと芸術と科学と日

常のなかで、本当にこのまま続けたいのかと問う勇気のある

声が必要である。この秩序の原則を語る一本の映画、市民と

専門家と活動家を集める一連の対話、子どもたちが事実を詰

め込むのではなく未来について語り合えるようにする教材。

そうやって始まるのだ。

それに続くのが灯台の建設である。うまくいくことを示

す具体的な場所と事業である。循環経済に切り替える町、こ
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れらの原則にしたがって働く事業体、新しい道を試す学校と

研究のネットワーク。ある小さな町が、その供給を再生可能

な源に切り替え、抽選で選ばれた市民からなる議会を導入

し、まねる者が現れる手本となる。こうした実例は刺激を与

え、変化が理論だけでなく実践であることを証明し、勢いを

生む。

十分な数の人が納得し、十分な数の実例が支えるように

なってはじめて、システムの変化が始まる。新しい法の枠組

み、新しい経済的な誘因、新しい制度である。それもまた一

夜にしてではなく、段階を追って、後退をともないながら、観

察と修正に寄り添われて進む。一つの原則が憲法に書かれて

いても、行政と経済と社会がそれを身につけるまでには何年

もかかる。だから伴走と観察とフィードバックが、どの一歩

にも欠かせない。SOLISへの移行は、こうして何世代にもわ

たる事業であり、おそらく人類がこれまでに企てたもののう

ちで最大のものである。

誠実な所見

その際に、​二つのことをはっきり言っておかなければなら
ない。第一に、この移行には何の保証もなく、それは惰性だ

けでなく、本物の抵抗に出会う。第二に、そしてより重いこ

とに、SOLISは権力と豊かさを分け直す。既存の秩序のもと

で、その両方を、それを守るために築かれた制度とともに集

中して握っている者は、議論によって動かされはしない。こ

こで懸かっているのは理解ではなく、利害だからだ。力ある

者は説得できると想定する構想は素朴であり、SOLIS は

その想定をしない。強制は放棄するが、現実主義は放棄しな

い。自らを裏切ることなくこの抵抗とどう向き合うのかは、

担い手と抵抗についての節で扱う。
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変革の段階

SO L I Sへの変​革は突然の転覆ではなく、各区間が積み重な

り、互いを強め合うリレーである。その順序は任意ではな

く、内なる論理にしたがっている。始まりにあるのは教育で

ある。複雑に考え、倫理的に省察し、創造的に行動する力が

なければ、のちのどんな改革も空回りするからだ。この教育

は大学で始まるのではなく、幼い子ども時代に始まり、人び

とがそもそも変化を形づくれるように備えさせる。それに続

くのが、もっとも強力な梃子としての経済である。誘因は短

期的な利益から、長続きし、社会と生態系にとって意味のあ

る経済活動へと移り、純粋な利益の論理に代わって、参加と

倫理的な目標と社会と地球への責任という、事業体の変わっ

た文化が現れる。経済が変われば、権力の秩序もそれに追い

つかなければならない。政治と制度の構造が変化を支えられ

るようにするためだ。より多くの透明性、より多くの倫理的

な監督、より多くの参加。そして本書が描く環の機関が、少

しずつ形をなしていく。それと並行して、柔らかな要因にも

取り組む。価値、物語、そして成功と幸福と意味についての

理解である。SOLISにおいて成功した人とは、もっとも富ん

だ者ではなく、共同体のために何か長く残るものを生み出す

者だからだ。最後には、地元の事業から、互いに学び、違いを

尊重し、共通の原則を分かち合う世界的な過程が生まれる。

これを成功させるには、段階と優先順位と責任を定める

行程表、人びとを影響を受ける者ではなく関わる者にする教

育と文化の取り組み、うまくいったものを広げる明確な道

を備えた試験的な事業、そして知と手段を分かち合うプラッ
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トフォームが必要である。こうして変革は混乱ではなく、意

識的で、ともに担われる過程となる。

担い手、役割、抵抗

SO L I Sへの変​化はひとりでには起こらず、人びとによって

担われる。その中心には三つの役割がある。先駆者は、新し

い考えを試す勇敢な最初の人びとである。しばしば流れに

逆らい、危険を冒して。社会起業家、自治体、教える者、芸

術家たちであり、はじめは理論にすぎないものを実際に生

きて見せ、それによって勢いを生む。橋渡し役は目立たない

が、欠かすことができない。ふだんは別々のままのものを結

びつける。市民と政治、科学と経済、若者と年長者である。彼

らは世界と世界のあいだで通訳をし、異なる利害を持つ人び

とがともに解決に取り組める場をつくる。そして最後に番

人が、倫理と法を守る。倫理評議会、オンブズパーソン、そ

して不正を暴く人びとのためのプラットフォームが、変化が

盲目的に、あるいは無遠慮に進まないようにし、弱い者を守

り、SOLISをそれ自身の要求に縛りつけておく。

抵抗にもいろいろある

動きのあるところ​には抵抗がある。しかしそれは一種類で
はない。抵抗の一部は、正当な信号である。それは、人びと

がどこで不安を抱いているのか、どこに本物の利害の衝突が

あるのか、どこで誰かが見落とされたのかを示す。持続可能

な都市開発の試験事業が、家賃が上がるために抗議にあうな
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ら、それは中止する理由ではなく、社会的な調整が欠けてい

ることの手がかりである。そうした抵抗には耳が傾けられ、

よりよい解決へと翻訳される。しかし抵抗の別の一部は、改

善のための信号ではなく、権力と豊かさを失う者による特権

の防衛であり、それは誤解にもとづいていないので、対話に

よっては解けない。両方の種類を同じものとして扱うことこ

そ、大きな構想がつまずいてきた素朴さである。SOLISはそ

れらを区別し、それぞれにそれぞれのやり方で向き合う。誰

もが納得するわけではなく、誰もがともに歩むわけでもな

い。しかし誰もが、耳を傾けられ、尊重される機会を得る。

許しを待つのではなく並行して築く

力ある者はその権​力を手放さないだろうから、SOLISは彼
らの同意を待たない。その戦略は、既存の権力の中心を攻め

取ることにあるのではない。単純によりよく機能する並行

の構造を築くことにある。協同組合の事業体、共有財からの

供給、抽選で選ばれた市民の議会、開かれた知のネットワー

ク、そして回復力があり幅広く組まれた供給網であり、それ

らを、古い構造を追い越して取り込むまで育てていく。移行

はこうして、征服によってよりも、古いものを不要にするこ

とによって勝ち取られる。新しい秩序が人びとに単純により

よく仕えるところでは、古い秩序はその支えを失う。それは

回り道ではなく、本当の道である。SOLISが退ける強制なし

にすみ、新しい秩序を、攻め取ったものではなく成し遂げた

ものの上に打ち立てるからだ。

名指しされた危険

この道は失敗しう​る。そして危険を名指しすることは、それ
自体がその危険からの守りである。第一は乗っ取りである。
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新しい制度が、まさにそれが取って代わるはずだった利害に

よって奪われることだ。これに対しては、権力の秩序、抽選、

輪番、解任の権利が働き、永続的な取得を仕組みのうえで難

しくする。第二は経済的な絞め殺しである。敵対的な市場に

埋め込まれた SOLISの島が、飢えさせられ、あるいは値段で

負かされることだ。これに対しては、境界の管理された膜と、

孤立した個別の試みではなく、回復力があり、つながり合っ

た、協力的な構造の建設が働く。第三は空洞化である。SOLIS

の言葉が取り入れられながら、その中身がくり抜かれること

だ。これに対しては、基本権の測定可能な観察と、空洞化を

見抜かせる市民の成熟が働く。第四は後戻りである。秩序が

時とともに侵食されることだ。これに対しては、深い市民教

育と、固まることの構造的な不可能性が働く。これらの危険

に注意を払う社会は、それによって打ち負かされることがは

るかに難しい。

強制はしない、しかし防衛はする

最後に、​決定的に重要な一つの区別が働く。SOLISは攻撃を
放棄し、自らを暴力によって打ち立てることを放棄する。転

覆によって据えつけられることはなく、望まない者を強制し

ない。しかし強制を放棄することは、防衛を放棄することを

意味しない。公正なものを築いた社会は、寛容の名のもとに

それが破壊され、妨害され、乗っ取られるのを許す義務はな

い。境界は安全の章と同じところを通っている。攻撃は禁じ

られ、防衛は正当である。SOLISは、自らが退ける攻撃者に

なることなく、自らが築いたものを、それを打ち壊そうとす

る者から守る。
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古い富はどうなるのか

移行のもっとも難​しい問いは、すでにそこにあるものにつ
いての問いである。富豪の家、大企業の資本、三代にわたって

一つの家族のものである土地、一人の職人が銀行から借りた

ローン。この問いを避けて通る構想は、下書きのままにとど

まる。SOLISはこれに、一つの原則と四つの規則で答える。

原則とはこうである。誰かがそれを持っているからといって

何も取り上げられはしない。しかし、かつて権力であったか

らといって、何も権力のままではいられない。移行は収用す

るのではなく、権力を解く。そしてそれを行うのは、市民全

体が秩序を受け入れたところでであり、決して外からではな

く、決して一夜にしてではない。

第一の規則は個人の所有物にかかわる。人が住む家、営

む工房、家族が耕す土地は、その人のものであり続ける。所

有物として、あるいは土地そのものが共有財になるところで

は、永続的な利用権として。土地をもう売ることのできない

者も、そこに建て、住み、子どもたちに譲り続けることがで

きる。第二の規則は金融資産にかかわる。それは公開の相場

で、備えの閾まで価値ポイントに換えられる。それを超える

分は失われないが、姿を変える。生産基金の持ち分となり、

それはかつての所有者に生涯にわたって価値ポイントでの

収益を保障するが、議決権も処分権も売却権も与えない。富

はよい生活への権利として認められ、他者を支配する梃子

としては解かれる。第三の規則は企業にかかわる。企業は事

業体となる。働く者は関わり手となり、経営は任期付きの職

となり、これまでの所有者は、その資本に対して、ほかの誰

136



実現と移行

とも同じ規則で基金の持ち分を受け取る。機械も建物も知識

も、必要とされる場所、つまり事業体にとどまる。第四の規

則は債務にかかわる。秩序の内部での人と事業体のあいだの

債務は、公正な上限まで価値ポイントで返済され、それを超

える分は消滅する。利子のない秩序は、利子の債務を引き継

ぐことができないからだ。外の世界に対する債務はそのまま

残り、新しい秩序が詐欺師として始まることのないよう、膜

を通じて力の及ぶかぎり返済される。

これらの規則は、老後の保障と同じく段階を追って適

用される。二つのシステムが並行して動く長い期間をともな

い、古い秩序のもとで人生を計画してきた人びとには保障さ

れた下限をともなって。そして、環入りするより富んでいた

い者には誰にでも、去る権利をともなって。去る者は、運べ

るものを持っていき、秩序に属するものを置いていく。土地

と、水と、権力である。こうして移行は、略奪にも既存のも

のへの降伏にもならない。それは、古い富を、もはや誰も支

配しない言葉へと翻訳することなのである。

コミュニケーションと説得

どんな考えも、​どれほどよいものであれ、コミュニケー
ションなしには生きられない。人びとは、何が問題なのかを

理解し、それが自分にかかわると感じ、自分も加われると見

て取らなければならないからだ。だから SOLISにおいてコ

ミュニケーションは付け足しでも宣伝の機械でもなく、変革

137



実現と移行

の心臓部である。それは結びつけ、説明し、刺激を与え、動

かす。

何よりもそれは、何が起きているのかだけでなく、なぜな

のかを説明する。今日、改革があまりにもしばしば押し通さ

れ、法律が可決されるが、人びとはその意味をつかめず、それ

が不信と引きこもりを育てている。だから SOLISは、何のた

めにと意味についての問いにもつねに答える。ある町が再生

可能エネルギーに切り替えるとき、伝えられるのは技術の細

部だけではない。なぜこの変化が必要なのか、それが長い目

で何を意味するのか、一人ひとりがどんな役割を果たすのか

が説明される。このコミュニケーションはエリートだけでな

くすべての人に向けられる。女性の起業家と同じように、女

性の労働者にも、若者にも、年金生活者にも、ひとり親の女

性にも、わかりやすく心配りのある言葉で、専門家の符丁な

しに。それは古典的なメディアからデジタルのメディア、地

元の催し、芸術の手段まで、あらゆる経路を使う。だからあ

る町の変化は、行政の通達で始まるのではなく、音楽と対話

とともにする体験からなる祭りでも始まるのである。

最後に決定的なのは、コミュニケーションが上から下

へではなく、対話のなかで進むことである。大切なのはメッ

セージを告げることではなく、問いが立てられ、疑いが口に

され、提案がなされる場をつくることだ。そこでは責任ある

者が住民について語るのではなく、住民と語り合う。誤りと

不確かさについても率直に、密室も秘密主義もなしに。だか

ら新しい法律は、説明されるだけではない。市民が尋ね、と

もに形づくり、懸念を口にできる、開かれた段階がある。こ

うして、変化をこうむるのではなく、ともに担う社会が生ま

れるのである。
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国際的な広がりと適応

SO L I Sは、​世界にかぶせる出来上がった鋳型ではない。ど

の社会にも、それ自身の歴史と象徴と資源と、強みと傷があ

るからだ。だから SOLISは自らを輸出品としてではなく、開

かれた、適応できるモデルとして理解する。それは基盤と倫

理の枠組みを提供するが、具体的な形づくりは現地で生まれ

る。五つの基盤はどこでも同じである。それは交渉の余地の

ない背骨をなす。異なるのは、どのように、である。どんな制

度を築くのか、どんな道を選ぶのか、どんな象徴と儀式がシ

ステムを担うのかは、それぞれの社会による。先住民の共同

体では伝えられてきた知の体系の保護が、脱工業化した都市

圏では社会と技術の発明が、戦争の傷跡を負った地域ではま

ず回復力の構築が、環の機関が生まれる前に中心となる。こ

うしてどの社会も、異質なモデルをかぶせられるのではな

く、その枠組みを自らの現実で満たしていく。

SOLISが孤立した島々に分かれてしまわないよう、ネッ

トワークが個々の道を結ぶ。それを通じて知が分かち合わ

れる。どの取り組みがうまくいったのか、どこで後退があっ

たのか、そこから何を学ぶべきかである。手段は、より貧し

い地域も同じ機会を得られるように配分され、基準はすり

合わされる。生態系と人権の原則が、たとえ異なる形で実施

されていても、どこでも通用するようにするためだ。SOLIS

にしたがって暮らす自治体のネットワークは、あらゆる大陸

で交流し、共同の事業を進め、地元の固有性をならしてしま

うことなく経験を分かち合う。そうした多くの秩序から、そ
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の上に支配者を生むことなく、どのように一つの世界秩序が

生まれるのかは、次の章が展開する。

道は何によって測れるのか

名前を掲げながら​中身を失った秩序こそ、先に挙げた危険
の三つ目である。それに対して役立つのはただ一つ、ある事

業がまだ SOLIS なのか、それともそう呼ばれているだけ

なのかを、いつでも確かめられる物差しである。それは単純

で、誰でも当てはめることができる。基本供給はすべての人

に保障されているか。そして基本権の観察は、それが生活の

現実のなかで果たされているかを測っているか。権力を行使

するどの機関にも、抽選が埋める部分と、任期の上限と、解

任の権利があるか。決定と資金の流れと影響力の行使は公に

見ることができ、そして同時に、個人の生活は私生活の保護

のもとにあるか。誰も閾を超えて価値ポイントを貯め込むこ

とはできず、ポイントの量は公開された数値であり、資本の

配分は複数の独立した道を通じて行われているか。生態系の

コストはどの価格にも組み込まれ、共同体は地球に返す以

下しか地球から取っていないか。教育は秩序そのものを問う

ことを教え、それへの批判は明確に守られているか。とどま

りたくない者は、去ることができるか。

これらの問いのどれか一つにでも「いいえ」と答えな

ければならないところでは、たとえどれほど SOLISらしく

聞こえても、道からはすでに外れている。そのすべてに「は

い」と答えられるところでは、たとえ本書の姿とはまったく
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実現と移行

違って見えても、それは SOLISである。この秩序をなすのは

形ではなく、それが保障するものだからだ。誰のものでもな

い権力、誰も締め出さない豊かさ、住めるままであり続ける

地球、そしてそのすべてを自由に検証できる人間である。
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マラのいとこのトマスは、十年前に、金持ちになれる秩序へと

去っていった。彼は毎年夏になると、ここでは誰も買えない土

産を持って訪ねてきた。そして年を追うごとに、川の上に長く

とどまるようになる眼差しを携えて。その同じ夏、マラは地域

の代表として諸国の議会に座っていた。そこへ惑星防衛が毎年

の演習を告げた。二年先の距離にある岩の塊を、三つの秩序が

ともに狙う、と。そのどれ一つとして、誰のものでもなかった。

それこそが意味だった。



世界秩序：諸民族のあいだの SOLIS

この時代のもっとも大きな危険は、どんな国境も守らな

い。​気候の変化も、新しい疫病も、解き放たれた技術も、宇

宙からの脅威も、人類を一つの全体として襲い、どの国もひ

とりでは防ぐことができない。だから内側だけを考えた秩序

は、不完全なままにとどまるだろう。この章は、SOLISが世

界とどう関わるのかを問う。多くの社会が、その上に新しい

支配者を生むことなく、どのようにともに働くのか。そして

人類が、その多様さを手放すことなく、惑星規模のものをど

のようにともに担うのか。

惑星の段階における環

世界的な問題に対​してすぐに思い浮かぶ答えは世界政府
だろう。そしてそれは、あらゆる頂点のなかでもっとも危険

なものになるだろう。個々の国家に当てはまることは、地球

にはなおさら当てはまる。最高の機関が生まれるところで

は、乗っ取りの最高の標的が生まれる。どれほど遠くにあっ

ても、それをかつてのどの玉座より安全にすることはない

だろう。SOLISはここでもピラミッドを選ばず、入れ子を選

ぶ。秩序は幾層にも築かれている。近隣地区から地域と国を

経て、惑星の段階まで。そしてどの段階もそれ自体が一つの

環である。議会と職と倫理評議会と司法と監査機関を持ち、

一部は抽選で構成され、顔ぶれは入れ替わり、解任でき、透

明で、頂点を持たない。その上に、厳格な形の補完性原理が

ある。上の段階は、下の段階が本当にできないことしか行っ

てはならない。惑星の段階には、こうして本当に惑星規模の
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ものだけが残る。それ以外のすべては、人びとにより近いと

ころに属する。こうして世界的な調整は生まれるが、世界的

な支配者は生まれない。

ともにしか成し遂げられない惑星規模のもの

しかし人類全体で​しか解決できない課題もある。気候は国
境を知らず、病原体はあらゆる壁を跳び越え、一つの手のな

かにある強力な人工知能はすべての人を危険にさらし、小惑

星は国々を区別しない。こうした数は少ないが決定的な場合

のために、SOLISは惑星防衛をつくる。共同の早期警戒、共

同の能力、共同の規則である。そこには個々の秩序の地球防

衛が流れ込み、それ自体がまた環入りしていて、どの単独の

力のものでもない。人類の終わりからの保護は、どの主権も

自分のために取っておいてはならないただ一つの任務であ

り、同時に、どの力も自らの台頭の口実として悪用してはな

らないただ一つの任務である。だから惑星防衛もまた、抽選

と輪番と説明責任のもとに置かれる。すべての人に属する共

有財、大気も、海洋も、宇宙の遺産も、この段階で、地域の

浄水場と同じ規則にしたがって管理される。
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世界秩序：諸民族のあいだの SOLIS

世界的な正義

共通の地球は、​共通の正義を求める。すべての人に属す
る財が、少数の者に奪われてはならない。その収益は、最初

に手を伸ばした者だけでなく、人類全体に役立つ。富が過去

の不正の上に成り立っているところでは、その埋め合わせ

は正義に属する。永遠の負債としてではなく、誠実な清算と

して。豊かな地域は特別な義務を負う。責任は能力と手段に

応じて測られるからだ。そしてどの社会も、ほかの社会を搾

取することの上に自らの豊かさを築いてはならない。SOLIS

において多様性は、そこから学ぶ強さであって、民族のあい

だの格差の口実ではない。

帰属と移住

誰が共同体に属し、​どのようにしてそこに加わり、あるい
はそこを去るのかは、あらゆる秩序の核心に触れる。SOLIS

はここで二つのことを一緒に保つ。一つは去る権利である。

どの人間も、どれほど公正な秩序であれ、一つの秩序に鎖で

つながれてはいない。移住したい者、あるいは違いにもとづ

く自分たちの共同体を築きたい者は、そうしてよい。その限

界はただ一つ、誰も他者を害するため、あるいは共同体を壊

すために出ていってはならないということだけである。これ

は人間に当てはめた、管理された膜である。それは正当な違

いを通し、誰かが外から秩序を掘り崩すことのできる漏れ口
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だけをふさぐ。もう一つは来る権利である。移住は脅威とし

てではなく、保護を求める人びとに対しても受け入れる共同

体に対しても責任を負いながら、秩序立てられ人間的に扱わ

れる。来る者は、初日から基本供給と基本権を、そして待合

室ではなく言語と貢献へのアクセスを受け取る。受け入れる

者は、受け入れが持ちこたえるための手段を受け取る。その

とき統合は一方通行ではない。双方が学び、多様性は尊重さ

れるが、五つの基盤を犠牲にしてではない。去ることが許さ

れる秩序は、出口に閂をかけることによってではなく、自ら

が成し遂げることによって人を納得させなければならない。

混ざり合った世界で生き延びる

SO L I Sは空っ​ぽの世界に生まれるのではなく、その原則を

共有しない力の隣に生まれる。ほかの者がそうしないな

かで、自らを生態と倫理に縛る社会は、その手本が効き目を

現す前に、蹂躙され、あるいは値段で負かされるかもしれな

い。SOLISはこれに、引きこもりでも攻撃でもなく、連合に

よって向き合う。志を同じくする地域の同盟、相互の防衛、

回復力がありつながり合った供給網、分かち合われる知であ

る。外に向かっては、多くの極からなる世界を支持する。ど

のブロックもすべてを支配してはならず、地域と文化は自立

し、同時につながったままであり、均衡は相互の依存と敬意

と明確な限界から生まれる。混沌なき多様性、服従なき秩序

である。外への道は、内への道と同じである。古いものを不要

にすることによる勝利だ。新しい秩序が人びとに目に見えて
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よりよく仕えるところでは、古い秩序はその支えを失う。そ

れまでのあいだ、SOLISは自ら攻撃者になることなく、自ら

が築いたものを守る。

一つでありながら画一的でない人類

目標は世界国家で​も寄せ集めの継ぎはぎでもなく、一つで
ありながら画一的でない人類である。五つの基盤はどこでも

通用する。尊厳、均衡、地球への責任、知と叡智の育成、長

期的なレジリエンス。それは交渉の余地のない共通の核であ

る。異なるのは、それ以外のすべてである。制度の姿、文化

の言葉、意味への道。SOLISがよい生き方についてのただ一

つの考えを押しつけないのと同じだけ、すべての人間が分か

ち合うものに、SOLISは断固としてしがみつく。狭く堅固な

核と、その上の豊かな多様性。それが、人類が多であること

をやめることなく、一つとして行動できる秩序である。わた

したちの未来はすべての人のものであり、さもなければ誰の

ものでもない。
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総括と展望

五つの基盤の概観

この著作の終わりに、SOLISとは本当は何なのか、そし

て何がそれをほかの構想から区別しているのかを問う

ことは意味がある。​答えはこうである。SOLISは硬直した

法でも、変わることのない宣言でも、社会にかぶせる出来上

がったモデルでもない。それは学び、育っていくシステムで

あり、どの社会でもどの世代でも新たに命を吹き込まれなけ

ればならない枠組みであり、姿勢であり、羅針盤である。あ

らゆる柔軟さのなかで、それをまとめているのは五つの基盤

であり、それはあらゆる領域を一本の赤い糸のように貫い

て、その倫理の背骨をなしている。

人間の尊厳は、誰も害さないことだけでなく、すべての人

が自らを伸ばせるよう積極的に配慮することを求める。それ

はどんな比較衡量も届かない絶対の床であり、罪を犯した

者にも当てはまる。個人と共同体の均衡は、ほかの秩序が互

いに対立させるものを一つに保つ。責任なき自由は無遠慮で

あり、自由なき責任は抑圧である。そして本当の自由は、人

びとが自らの責任を認め、それを確信をもって果たすところ

に生まれる。地球への責任は、地球を、傷つけられることが

減るだけでなく癒やされる生命圏とし、あらゆる決定のなか

でそれに声を与える。知と叡智の育成は、秩序を最良の知見

と、それを読み解くことを知る判断の上に、そしてあらゆる

知が開かれ、あらゆる権威が、この権威もまた、問われてよ

いということの上に据える。そして最後に長期的なレジリエ

ンスは、支えとならなければならないすべてのものを、分散

させ、学ぶことができ、適応できるように築き、秩序が重圧
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によって砕けるのではなく、そこから強くなって立ち上がる

ようにする。

しかしこれらの価値は、著作がそれに制度を添えなかっ

たなら、何の結果も生まなかっただろう。もっとも難しい問

い、つまり権力についての問いに、SOLISは最高の機関に

よってではなく、民衆のなかに錨を下ろし、抽選と輪番と解

任と、知と決定の分離によって、永続的な乗っ取りから守ら

れた頂点なき環によって答える。経済を廃止するのでも全知

のうちに計画するのでもなく、市場に限界を設ける。権利と

しての基本供給、その価格が生態系と社会の限界の内側で分

散した信号から生まれる、貯め込むことのできない価値の手

段による選択財、そして多くの手にとどまる資本である。公

共圏を守るのは真理省ではなく、立証責任と異議申し立て

と、それが決して SOLIS自体への批判に向けられてはなら

ないという動かしがたい限界を持つ手続きである。そして市

民を、従順へとではなく成熟へと形づくる。秩序がそれに値

するときには、秩序そのものを退ける力に至るまで。

構成要素の概観

この著作を読んだ​者は、その構成要素を、それぞれのつなが
りのなかで知っている。ここではそれらがもう一度並べて置

かれる。構想のどの部分をもほかのどの部分とも比べられる

ようにするためだ。秩序は、その部分が互いに矛盾しないと

きにだけ、うまく合わさるからである。
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五つの基盤は、交渉の余地のない核である。尊厳、均衡、

地球への責任、知と叡智、レジリエンス。それ以外のすべて

は自由である。

環は権力の秩序である。市民全体に錨を下ろし、近隣地区

から惑星まで、あらゆる段階にある、頂点を持たない諸機関

の円環である。そこに組み込まれた者は、環入りしている。

議会は、選ばれた者と抽選で選ばれた者を混ぜて、それ

ぞれの段階の法律と予算を議決する。任期付きの職は、期限

を区切り、入れ替わりながら実行する。賢人評議会は地平

の向こうを考え、命令することなく助言する。倫理評議会

は基盤に照らして審査し、止めることができる。司法は、環

の機関をも含めて、すべての者を縛る。透明性・監査機関

は知を開いたものに保ち、基本権を観察する。

市民全体は四つのことを自ら決める。秩序の受け入れ、

その核に触れるすべてのこと、その機関の解任、そして付託

され、あるいは請求によって持ち込まれた問いである。それ

以外のすべては議会が決める。

抽選、輪番、解任、そして知と決定の分離は、乗っ取

りに対する四つの構成要素である。それは武装した力をも含

むあらゆる権力に、共同体銀行に、そして資本の配分に当て

はまる。

みずから終わる例外は、非常時に速い行動を可能にす

る。公開され、期限が区切られ、失効日を持ち、事後に審査

され、撤去の義務をともなう。

受給権は、すべての人に基本供給を保障する。住まい、エ

ネルギー、食料、健康、教育、移動であり、対価なしに、共同

体拠出によって支えられる。土台の財に違いがあるところで

は、縁故ではなく、必要と順番と抽選が決める。
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価値ポイントは貢献に報い、選択財を買う。個人に結び

つき、利子がつかず、貯め込めず、投機の対象にならず、そ

の価格は固い生態系の限界の内側で分散した信号から生ま

れる。備えの閾までは貯めることも相続させることもできる

が、それを超えてはできない。

ポイントの量は公開された数値である。新しいポイント

は、登録された貢献と引き換えに共同体銀行でのみ生まれ、

三つの開かれた調整ねじ、つまり一時間の基本価値と共同

体拠出と閾が、それを生まれる選択財の量に見合ったものに

保つ。

共同体拠出は、どの記帳からも共同体の金庫を満たす分

であり、閾を超えると増えていく。それは税に取って代わり、

源泉では簡素で、使い道は目に見える。

事業体は、積立金はつくるが資産はつくらない事業体口

座を持つ、関わり手の共同体である。網の目状の基金は、多

くの独立した道を通じて資本を配分し、その一部は異端のた

めに取っておかれる。

膜は、外に向けた管理された境界である。それは現実の必

要のための価値と、正当な違いを持つ人びとを通し、蓄積や

権力や破壊が入り込みうる漏れ口をふさぐ。

古い富の翻訳は移行を定める。個人の所有物は残り、金

融資産は閾までは価値ポイントに、それを超える分は議決権

のない基金の持ち分になり、企業は事業体になり、内部の債

務は公正な上限を超える分が消滅する。

生命圏の代弁人は、生態系と動物と未来の世代に、秩序

の機関の前で声を与える。

非対称の透明性は、権力を透明にし、個人を守る。職も

基金もアルゴリズムも出動も開かれ、市民の生活は私的で

ある。
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手続きの限界は、秩序が介入しうるあらゆるところで働

く。公共圏の審査手続きも治安の装置も、決して SOLISへの

批判に向けられてはならない。

去る権利とSOLISをも問う成熟は、最後の安全装置であ

る。去ることも退けることも許される秩序は、自らが成し遂

げることによって人を納得させなければならない。

これらの基盤と構成要素は、ばらばらに並んでいるので

はない。それらは社会と法と安全と経済と地球と教育と健康

と文化と技術と家族と世界を、一つの全体へと結びつける。

そこに SOLISの本質がある。テクノクラシーでも、イデオロ

ギーでも、出来上がった処方箋でもなく、自由と責任と尊厳

と持続可能性が互いを強めることを知る人びとに担われた、

生きたつながりである。それは明確な羅針盤を持ち、誤りを

許し、そこから学び、自らを改めていく秩序である。

なぜ SOLISが必要なのか

なぜこれほど包括​的な構想が必要なのか、既存のシステム
を修理するだけではなぜ足りないのか、と問うこともできる

だろう。答えは、人類がこれまでのすべてを超える重大さを

持った岐路に立っており、その岐路がいくつもの次元で同時

に口を開けていることにある。

惑星の次元では、わたしたちは初めて、地球を住めないも

のにする手段と、同時にそれを癒やす技術とを手にしてい

る。問いはただ、どちらの方向を選ぶかであり、ここでは単

なる修理ではもはや足りない。技術の次元では、人工知能と
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生物技術と神経技術が指数関数的に育ち、わたしたちを結び

つけることも分断することもできる。決め手は、誰がそれを

操り、誰が倫理の限界を定めるかである。社会の次元では、

わたしたちはすべての人を養い、貧困を終わらせ、すべての

人に教育を届けるための知を持っている。それなのに何百万

もの人が飢え、不平等は広がっている。だから、この知を公

正に使えるようにするシステムをつくる代わりに、いつまで

傍観していたいのか、という問いが立つ。そして心の次元で

は、一つの世界が信じがたい進歩を祝いながら、同時に内側

で燃え尽きている。問いは、人びとがただ機能するだけの社

会を望むのか、それとも人びとが花開く社会を望むのか、で

ある。

これは遠い未来のシナリオではなく、現在である。わたし

たちはすでにこの引き裂かれる試練のただなかに生きてい

る。進歩を祝い、不正を固め、政治的に崩れ、生態系が転覆の

縁に立ち、心が疲れ切った世界のなかに。だから問題は、と

うに限界に突き当たったシステムへの小さな修理や継ぎは

ぎではない。人間と地球と技術と意味を新たに結びつける、

新しい建築であり、新しい基盤であり、新しい社会契約であ

る。最後に立っているのは、それに劣らない問いである。人

類としてわたしたちが、ただ生き延びるだけでなく、どのよ

うに花開くのか。この地球の上で、そしてその先で、育ち、学

び、癒やす文明をどのようにつくるのか。そのための時間は

差し迫っている。ためらうどの世代も、もはや選択肢を持た

ないかもしれない世代へと、責任を先送りすることになるか

らだ。
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大きな構想

SO L I Sは、​改革の計画や政治の課題や経済の構想以上のも

のである。それは一つの構想であり、どんなイデオロギーよ

りも、どんな政党の綱領よりも、どんな国益よりも大きな、包

括的な構想である。それは、どの子どもも自分の才能を見つ

ける機会を持ち、どんな才能も基準に合わないというだけで

失われることのない世界を描く。ほかの者があり余るなかで

暮らしているあいだに誰も飢えることのない世界。富が囲い

込みではなく分かち合われる責任を意味するからだ。労働が

搾取ではなく充足をもたらし、技術が人間に仕えてその逆で

はなく、わたしたちが自然と戦うのではなく自然とともに働

く世界。文化どうしが争うのではなくともに踊り、わたした

ちが征服者としてではなく、学ぶ守り手として星を見上げる

世界である。

それは美しく聞こえるが現実的ではなく、人間はそうい

うものではない、と反論する人もいるだろう。それに SOLIS

は二つのことで答える。第一に、この著作はどこにおいて

も、よりよい人間を前提にしてこなかった。そのどの構成要

素も、現にいる人間のために、過ちを犯し、利己的で、誘惑

に弱い人間のために築かれており、まさにそれゆえに持ち

こたえる。第二に、この構想は素朴な夢ではなく物差しであ

り、出来上がった目標ではなく、システムと決定と構造が方

向を定めることのできる光の線である。完全な世界をつくり

出せるかどうかが問題なのではない。わたしたちがなりうる

最善のものより劣るもので満足することを、拒むかどうかが

問題なのだ。こうした構想は三つの務めを同時に果たす。変
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化は可能であり、未来は形づくれることを示して、希望を与

える。優先順位を定め、決定を評価する助けとなって、方向を

与える。そして、なぜわたしたちが変化の苦労を引き受ける

のかという問いに答えて、意味を与える。わたしたちは、不

平等と破壊と冷笑が当たり前である世界に甘んじないから

である。こうしてそれは、暗い瞬間にも方向を与え、眼差し

を次の選挙の周期を越えて、来たるべき世代へと向ける内な

る星として、全体の上に立っている。

人類への呼びかけ

この節は分析でも​理論でもなく、一つの呼びかけである。あ
なたへ、わたしへ、わたしたちすべてへの。上にいる人たち

が何とかしてくれるのを待つことも、政治と制度がすべてを

片づけてくれることを願うことも、新しい強い男や完全な綱

領がわたしたちのためにすべてを済ませてくれると信じる

ことも、それでは足りないからだ。同じように、冷笑と絶望

へと退くことも、画面と皮肉の陰に隠れることも、どうせ一

人では何も変えられないという考えで自分を小さくするこ

とも、足りない。

社会とは政府のことではなく、システムのことでもない

からだ。社会とは、日々の決定と言葉と行いをともなう、わ

たしたちすべてのことである。誰もが自分の身の回りで新し

い道を試すことができる。より持続可能に生き、より公正に

ふるまい、より心を配って話し、ほかの人びととつながり、近

所と取り組みを強め、小さな事業を始め、対話を呼びかけ、目
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に見える手本を示し、知を伝えていくことができる。そのた

めに必要なのは救い主でも偉大な指導者でもなく、こう言う

人びとの臨界量である。わたしたちは別のやり方を望む、よ

りよいやり方を望む、そしていまここで、自分たちの手段で、

自分たちの生活のなかで、それを始める。SOLISは上からの

事業ではなく、どんなに小さな動きも大きな変化の一部とな

る、網であり可能性の場である。

想像してみてほしい。ある町で、一つの学校が給食を変

え、より多くの発言権を認め、マインドフルネスを教え始め

る。ある近所で、人びとがともにエネルギーをつくり、公共

の空間を生き返らせ始める。ある事業体で、関わり手たちが

働く時間を組み直し、収益をより公正に分け合う。これらの

事業のどれも、それだけで世界を変えはしない。しかし合わ

さると、それらはますます密に、ますます力強くなっていく

網をなす。SOLISの呼びかけは、あなたに重荷を負わせたい

のではない。あなたが何かより大きなものの一部であるこ

と、あなたに声があり、あなたが無力ではないことを示した

いのだ。問いは、あなたがすべてを変えられるかどうかでは

なく、勇気と心と希望をもって、自分の役を演じる準備があ

るかどうかである。

結びの言葉

この著作は、​エリートやアカデミーや会議のために書かれ
たのではなく、引き出しのなかで埃をかぶる書類のために書

かれたのでもない。毎日働き、愛し、苦しみ、望みを抱く人
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びとのために書かれた。しばしば静かに、しばしば目に見え

ず、しばしば疲れ果てて、ときには、これですべてなのか、そ

れとも外には自分を呼び、ほかの人びとと結びつける何かよ

り大きなものがあるのかと自問する人びとのために。SOLIS

は、日常が許す以上のものが自分のなかにあると感じ、大き

く考えて小さく始める勇気を持つ、すべての人への招待で

ある。

マラは存在しない。料理人の女性も、川も、光の祭りも存

在しない。しかし彼らの身に起こることはすべて、この本の

なかで、構成要素の一つひとつとして築かれている。そして

それは、現にいる人間のために築かれている。それが夢と構

想の違いである。

助言と決定のあいだに境界を引く著作は、その境界を自

分自身について黙っていてはならない。この著作は一人の人

間が構想し、書いたものである。この版を最初の版から分か

つ改訂において、一つの人工知能がその人を助けた。それは

矛盾を探し、欠けているところを名指しし、文を提案した。ど

の言葉も、その人自身が検討し、退け、責任を負った。機械

は答えを照らし出した。問いを立てたのは人間である。

だからこの著作は、これから来る人びとに捧げられる。彼

らが、自分たちを守るだけでなく、養い強める世界で育ちま

すように。わたしたちに物語を与えてくれた年長者たちに捧

げられる。わたしたちが彼らの叡智を敬い、その経験を守っ

ていけますように。そして不安と希望のあいだで揺れながら

生きている人びとに捧げられる。彼らがひとりではないこ

と、意味とつながりへの彼らの憧れが偶然ではなく呼び声で

あることに気づきますように。SOLISはそのとき、教条にも

聖典にもなりたくはない。羅針盤であり、道具であり、橋で

あり、始まりでありたい。それは盲目的に従うことにではな
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く、ともに考え、ともに感じ、ともに行動することに招いて

いる。

紙の上では、この本はここで終わる。しかし本当は終わる

のではなく、始まるのだ。頭のなかで、心のなかで、対話の

なかで、そしてそこから育つ行いのなかで。SOLISが掩体壕

ではなく橋に、権力の灯台ではなく一つの光に、命令ではな

く約束になりますように。子どもたちのために、年長者たち

のために、わたしたちのために、地球のために、星々のため

に、そして生命のために。

SOLISは、あなたがそれを生きるときにだけ生きる。

System of Learning, Integrity and Sustainability 
— SOLIS.
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